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E 平 成 29 年版出題基準による出題科目一覧・
- 解答一覧表.

問題番号 科 目 画面否号 l 科 目
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問 題 正 解
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岡 田 正 解

5 6  む
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b  

問 題 正 解

5 6  d  
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7 8  
41 

橋造と機能

7 9  
4 2  

二 歯口曜の構造と機能
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2  d  
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疾病の成り立ち及び
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8 6  
4 9  回復過程の促進
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八 歯科保健指導路
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関わる人間と社会の仕組み
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〔冨 要点語訂苅 δ〕

一「竺 ｪｪ ｾＩ 301 号掲世

「巻末資料 要点県」に閥連'111 l i が拘載されております。

アイコンに記載された掲載号の該当ページを参照してください。

笹E 亘1: POO)

" " " ' c 倒) 初 21柑 掲 披

弊社刊行 rCompl et eφDH歯科衛生士国家試験元企攻略 2021 51版」に掲載された問題です。

アイコンに記載された掲載号の該当ページを害照してください。

解 答 解 説
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[問題 1) 下顎の前方運動に関与するのはどれか。 l つ選べ。

a 岐 筋

b  顎ニ腹筋

C  内側翼突筋

d  外側翼突筋

[問題 3]  歯根形成期にセメント質のみで結合したのはどれか。 l つ選べ。

a  歯内幽

h  双生前

C  癒合歯

d  癒着歯

. : f! i j ，i . t4: : .  

x  a  岐筋は閉口運動( 下顎骨の挙卜) に関与する。

b  顎ニ腹筋は開口運動や後退運動に附与する。

C  内側翼突筋は問n運動や側方迎動に関与する 。

d  iilij 側の外側興突筋の収縮により下顎の liiJ 市が起こる。

軍軍: ; a d

惨解剖学

砂解剖学

( ω 要点集 301: P7)  

<<ills，i. i-4-: - ; t  

歯恨の形成は歯冠の形成が歯頚線まで到達した後、歯!f のエナメル器に由来するヘルトピツヒ上皮鞘が

伸長し 、幽恨問l樹乳i i J i細11胞を象牙芽細胞へと誘導することで開始される 。幽根象牙質の形成が進行すると

曲小裂の細胞が骨芽細胞、線維芽細胞、セメン ト芽細胞へと分化し、幽J l j J組織の形成が始 まる。設間にあ

る「セメント質のみで結合した」とは、それ以外の歯質は別個に存在することを去す 。

a  的戸、l歯は、幽冠部の象牙質がエナメル質とともに歯髄腔例j に陥入している幽の形態異常で 卜 H削 p'

に多い。

b  双生歯は、 l つの歯粧が 2 つに分かれたとする説と、正常帽の歯Uf と過剰歯の歯匹が 1つに癒合し

たものとする説とがある。ほとんど同じ大きさの 2 つの曲が共通の歯髄腔と l 本の歯根をもったも

のである。

C  癒合歯は隣接する 2つの歯sEが発生の途上で互いに融合し l つになったもので、エナメル質、象牙

賀、歯髄の一部を共有する。 歯冠のみで共有するものが多いが、歯根まで共有していることもある。

d  癒着歯は 2 つの曲がセメント質のみで結合しているものをいう。エナメル質、象牙質、歯髄は別個

である。歯根が隣接歯聞で近接しているところに多〈、上顎大臼歯で多い。

点

下顎骨に付着する筋はすべて下顎骨の運動と位慣の調節に関わり、岨噌筋や舌骨上筋群、 ;m二腹筋が関

与する。下顎の前方運動時に働く筋は外側翼突筋である。

⑨ 顎運動と関与する筋

• ｲｾ ｊ ｲｬ 運動顎舌官筋、顎二腹筋、オトガイ舌骨筋

・閉口運動岐筋、内側興突筋、側頭筋

・前 進 迎 動 外 側 翼 突 筋

・後 進 運 動 側 頭 筋、岐筋

笹亘理. d  

砂解剖学

要 点

⑩ 歯の主な形態異常

I 上顎側切歯で多くみられる形態異常 a 盲 孔 b 斜切痕 c シャベル型切歯

d 歯内歯 e 円錐1世

2 上顎第一小臼歯でみられる形態異常 a 介在結節 (近心辺縁部)

3 下顎第二小臼歯でみられる形態異常 a 中心結節

4 上顎大臼歯でみられる形態異常 a カラベリ 結節( 近，レ舌側面)

b 臼傍結節 (近.L' 頬側隅戸j )

c 台状根 (タ ウロドントとは厳密には異なる形態異常である )

5 下顎大臼歯でみられる形態異常 a プロトスタイリツド (近心頬側而)

b 第六校頭( 遠心舌側日立D1 i と遠心岐顕との問)

ｃ 第七校 ｾ￱ (近' L、舌側岐町i と遠心舌側岐頭との問)

d 樋状根 (頬刑lで近心根と遠心根が癒合)

e エナメル突起( 頬側歯頚部)

Ｖ 下顎第一乳臼 ＱｾＱ でみられる形態異常 a  トリゴニード切痕( 近 'L、辺縁隆線と近心舌側岐頭との jil j)

[問題 2]  頭部の断面の模式図 (別冊午前 No. 1  ) を別に示す。

中l咽頭はどれか。 i つ選べ。

a ① 

b  ② 

c  ③ 

d  <D 

a  ① は I ｕｬｬｪｾ である 。 上咽頭は呼吸の絞路である ｯ

b  ② は中刷叫lである。鼻腔からの外気と口肢からの食物は 中日出頭

で交叉し、外気は喉頭へ、食物は下咽聞から食道へ進む。

C  ③ は 卜 ｮｾｊｉ で 、 食物の経路である 。

d  ② は である。

e彊: ; a b

NO. 1  

3  



[問題 4]  伸張反射の図を示す。

① の神経線維はとれか。 l つ選べ。

a  A α 線維

b  A β 線維

c  A γ 線維

d  A  a線維

砂解剖学

‘ :.i !tT.i-4:，. 

a  や1
'
張反射とは、 筋紡停の一次感覚終末を受符

? 1 f とした反射で、筋の長さを一定に保つことに有効に

働く反射である c ① は伸長された筋を支配する 運動神経線維 (A α 線維) である。

x b  A β 線維は触覚や1主党に関与する求心性の神経線縦である。

X c  A γ 線維は筋紡錘を支配する述也、性の神経線維である。

x  d  A  ￥ 線維は 痛覚 に関与する求心世の事 ＱＱ 経ｾｾｾ純である 。

軍軍i r . a

i問題 5]  神経筋接合部の模式図を示す。

.  .  
・..  

己 l Ht j J [ t二三00:::二コ口

シナプス前膜から放出されるのはどれか。 l つ選べo

a  ヒスタミン

b  アドレナリン

c  ' y・ 7 ミノ階酸

d  アセチルコリン

砂生理学

鑑耳亙a

O d  神経筋接合間i とは、運動神経終末と骨格筋組織の接着部で神経終板ともいわれる 。シナプスを介し

て活動 ;111立が筋組織に伝わるが、このシナプスでは アセチルコリ/ が伝達物質となる。骨格筋上に

はーコチン受容体が存在する。

eヨ直T d  

[問題 6]  浮腿のJJ ;t因で正しいのはどれか。 l つ選べ。

a  リンパ ｾＺｉ の ＱＱＱ 塞

b  血管透過性の低下

C  毛細IJ 血) : 1: 内圧の低下

d  血l紫勝質浸透庄の増加l

砂生理学

- 41<<;[ .t4 ; ; T 

0 3  浮腫( 水胞) は組織IUJ 質液の増加によって生じるもので、以下の嬰困がある 。

① 毛細Jfll11透過性の A.進 炎症、アレルギー反応など

② 毛細血管内圧 (静水圧) の 上昇 Na +貯留による血液量抑力11 (腎不全) 、静脈還流障害 ( うつ血性'L'、

不全)

③ 血紫Ａｾ質侵透庄の 似ト 低アルプミ/ 血症など

G) llI J質液 (組織液) の膝質浸透圧 上昇

⑤ リンパ流の停滞、減少、リンパ管の閉塞 婚のリンパ節転移 (摘性リンパ管症) 、放射線障害など

e車i r . a

、
コ

n

u

、c

5  
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抗原感染後の抗体産生の図を示す。

E 亙亙一一極 週一- I=ij(，函

C  

d  

抗

原

(

二

次

刺

激

)

|

』

起 は 、

げ37〈;よ

砂生理学

‘ 亙亙D

交感神経の興奮により 散崎がみられる。

交感神経の興奮により気管支は拡張する 。

交感神経の興奮により 'L、機能は iCilf L 、'L、拍数は増加する。

交感神経の興奮により消化管の運動は抑制l される 。

a  

b  

C  

d  

時間( 日数)

i つ選べ。①はと・れか。

a  I gA 

b  ! gE 

IgG 

! gM 

c  ･ 彊ｾ

C  

d  

8]  食塊形成を円滑にする唾液成分はどれか。 I つ選べ。

ムチン

アミラーゼ

スタテリン

リソチーム

[ 問題

a  

b  

‘ 耳翠D

O d  抗体産生は、相j めて抗原刺激が加わった場合と、感作が成立しているときでは応答の状態が異な

る。一次応答( 初回感染時) では、ある程度の時間をおいて [ gM抗体が産生され、少 し遅れて ! gG

抗体が上昇する 。二次応答では、免疫後早期に多量の 19G抗体が産生される 。

砂生理学

Ｈ ｾｂ 要点集 ＳＰＱ :  P  30)  d  

値翠2・
b  

急性化膿性棋尖性歯周炎の炎症巣から得られた膿汁の顕微鏡写真 (別冊午前 No. 2 ) を日1)

1 つ選べ。

C  

d  

ｾ冨 Ｓ

急性化脆性炎ではゐ q11; 1 が増加する。好中球は中型の頼粒球であ

り、感染に際して速やかに出現する細胞である 。

b 、 c 、 d  リンパ球、形質細胞、 7 クロ 7 ァージは慢性炎症時

に増加する。

砂病理学

No. 2  

7  

a  

a  

eヨ亙'

9]  [ 問題

7]  交感神経の興奮で生じるのはどれか。 I つ選べ。

縮 瞳

気管支収縮

，心拍数増加

消化管運動充進

[ 問題

a  

b  

砂病理学
C  

d  

e E亙D

ムチンは唾液に含まれる粘液性糖タンパクで、粘膜や上皮、歯を保護している 。そのほか、

舌、頬、顎運動の円滑化や、構昔、嶋 F、岨鳴、食塊形成を助ける役割をもっ。

アミラーゼは唾液中に含まれる l である。

スタテリンは l' '.1. に関与するカルンウム反応性タンパクである。

リゾチームは唾液、: 臣、鼻汁などに含まれ、細菌 グ

干の l つである。

口惇や

a  

[問題 10]  

に示す。

主{ 体事を占める炎症細胞はと

好中球

リンノ句古

形質釧11包

マクロ 7 アージ

a  

b  

『

4

・
d

向

U

コ
』

を 水 解 溶 解 す る 抗 菌 因

a  

C  

d  

･ ョｾ

6  



[問題 11] 抗原提示するのはどれか。 I つ選べ。

a  血小板

b  N K 細胞

C  樹状細胞

d  好填基球

惨微生物学

軍週ｾ

x  a  1{n小板は一次止血に関与する細胞である。

x  b  向然免疫は、生まれっき備わっていて、迅速に働くわu阜、火特異的な防御機構である 。感染初期の生

体| 坊御として重要であり、この免疫を担う細胞は、 H 'i '球やマクロファ ージ、N K 細胞である 。

O c  樹状細胞は、抗原を ｔ 紺 ｉｉｊｾ に提示する 抗原提示細胞 である 。

x  d  好塩基球は l 型アレルギーに関与する細胞である 。

ーヨ週t c  
C¥';9 要点集 301 :  P  20)  

[問題 12] グラム陽性菌に存在するのはどれか。 l つ選べ。

a  LPS  

b 柴 膜

C  外島県

d  ミトコンドリア

砂微生物学

軍週亙z・
x  a  LPS ( リポ多糖) は グラム険性蘭に存在する内毒素である 。

O b  爽脱は、菌体の最外層にある細胞援や外膜のさらに外側に存在 L 、菌が産生した粘 l nJ の物質である。

x  c  外膜は グラム陰性菌に特有の膜様構造物で、薄いペプチドグリカン層の外1J11Jに存在する。

x  d  Jhl核生物にミトコンドリアは存在しをい。

軍軍耳T b  
( 邸要点集 301 :  P  33)  

[問題 13]  顎放線菌症の病巣地、ら前傾I!<で検出されるのはどれか。 1 つ選べ。

a  Act i onomyζ es /51ヨelu

b  Aggregat i bact er act i nomy. ι etemC0111J l ans 

c  PrevoteJ J a i ntermedi a 

d  StreptocoCCLl S  sal i vari us 

砂微生物学

‘ 111#1;' .冨3

O a  A. i SJ ヨelii は、 顎放線薗症患者の病巣から高頻度で検出される。

x  b  A. act i nomycet emcomi rans {j: 段拘性的 I，I;J 炎で商頻度に検出される。

x  c  P  i ntermedi a は黒色色素産生性のグラム陰性I属性嫌気性拝菌で、ヒトの歯肉溝から分離される。慢性

歯周炎の原因菌の l つであかそのほかにも 妊娠性樹肉炎や境死性潰蕩性前向炎にも関与している。

x  d  S. sal i varius は唾液や舌表而に分布する口腔レンサ球菌の一種である 。

ー車.a

[問題 14]  1{11小板凝集抑iUIJ 作用をもつのはどれか。 I つ選べ。

a  ペニン リン

b  アスピリン

C  ワyレ7 アリン

d  テトラ 'j- イクリン

砂薬理学

<<lfs:t.;IA:.;j・
x  a  ペニシリンは抗的薬であり、血小板凝集抑制作用はない。

O b  アスピリンは J Iスア口イド性抗炎症薬の一つで、 抗炎拍 11mのほかにも 解軌鍛術作閥、血小板凝! t

抑制作用などをもっ。

x  c  ワル 7 アリンは抗綴間接の一つで、血液凝固因子の産生に必要な ビタミン K を阻害することで抗疑

l担作用を示す。

x  d  テトラサイクリンは抗 i有事、であり 、血小板凝集抑制作用はない。

軍軍2・b

[問題 15]  小児の: ¥i ! 1 f J 訟の算定で年齢を用いるのはどれか。 l つ選べ。

a  Augsbergcr の式

b  Cl ark の式

c  Crawf ord の式

d  Hamhurgcl の式

砂薬理学

ＮｾＧＡ｡ＺｩＮｴ Ｎｊ ［ＧｦＮ＠

小児の薬l f I 訟の算定には、年齢を問いるもの、体重を用いるもの、体表商績を用いるものがある。体表而績

は、小児の薬用訟の針定に最も適切である。

a  A  ｵｧｳ｢･ｲｧ･ｲ の式小児の薬用量 ｾｉ 年齢 ｸＴＫＲＰＱＰＰ Ｑｸ 成 ， 、武

x  b  ｃｬ｡ｲｫ の式小児の薬用盆 ｾｉ 体重 Ｈ ポンド ＱＵＰ I  x 成人i i l :

c  Crawf ord の式小児の薬用量= 体表面積 (m') 1. 73 x 成人p

x  d  Hamburgcl の式小児の薬用量二体重 (kg) / 70 x 成人R

eヨ圏T a  

要 点

⑩小児薬用量の算定

l  年齢を基準 ① ALl gsberger の式

② Young の式

2  体重を基準 ① Hamburgcl の式

② Cl ark の式

3  体表面摘を基準 ① Crawf ord の式

3

0

2
』
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[問題 16)  プラーク I g  (湿重量) に含まれる細菌数はどれか。 l つ選べ。

a  10'  

b  10'  

C  10
10 

d  10
11 

砂口腔衛生学

竃週
;r."A-4tJ・

O d  プラークは、湿重量 I g あたり1 . 0- 2.5 X  10
11

個の細菌を合んでおり、プラ ーク容量の約 70%は

細菌細胞である。

eョ: ' d

[問題 17)  歯プランの脇腹を使うプラツンング法はと

a  パス法

b  フォーンズ法

c  ローリング法

d  チャーターズ法

砂口胆衛生学

_Ll @r.g.4，.';T 

a  、 b  パλ 法、 7 ォーンズ法、スクラッピング法、 1 ;本ずつの縦磨き法は、歯ブラシの U L を主に

使うプラツンング法である 。

C  、 d  ローリング法、ステイルマン法、ステイルマン改良法、チャーターズ法は、歯プランの出H

を主に使う方法である。

eョ: ' c、 d

[問題 18)  歯磨剤に配合される基本成分と目的の組合せで正しいのはどれか。2 つ選べ。

a  硝酸カリウムー一一一一一一一一知覚過敏予防

b  安自香酸ナトリウム一一一一一一プラークの除去

C  アルギン酸ナトリウム一一一一一間体成分と液体成分の結合

d  ラウリル硫酸ナトリウム一一一口腔内で曲酬j を拡散

砂口腔衛生学

. -.Ilij;r-t-4e，_ 

a  硝酸カリウムは、 '1I A. :J I.:t 予防を目的として配合される薬効成分で、基本成分ではない。

b  安息香酸ナトリウムは、 保有 として配合される基本成分である。

C  アルギン酸ナトリウムは、国体成分と液体成分の結合を目的と L て配合される基本成分 .1) で

ある。

d  ラウリル硫酸ナトリウムは、口腔内での歯磨剤を拡散させることを目的として配合される基本成分

( 沼抱. 11) である。

eヨ耳t c.  d  軍亘亙互豆ｾ

、
コ

n
u

「

C

[問題 19) 平均的な幽の萌出状態で正しいのはどれか。 l つ選べ。

a 歳 6 カ月児 一 説 計 士553

b  2 歳 6 か月児 一 間 | 出

c  6 歳児 一 一- i l f B I l l E C D E

d  8 歳児

6 E D3 2 1 11 2 3 DE 6  

6 E D3 2 1 1 1 2 3 DE 6  

砂口腔衛生学

笹翠歪E・
a 歳では上下顎 4 干し切幽が萌出し、次いで 第ー礼FJ 曲、l' L k向 と続き、 l 歳 6 か月では歯式の萌山

状態となる。

b  2歳 6 かfl では一般的にすべての乳歯が萌出している。

c  6 歳児は r :U勾』 よ 1# と ト官tIj 1切F とがほとんど同時に 'vi 出している。上顎中切歯は 7 歳過ぎで

ある。

d  8 歳児では上下顎第一大臼歯および上下顎切歯は萌出しているが、犬歯の萌出は l日夜頃である。

eヨ2・a

[問題 20)  う蝕発生の細菌性要因はどれか。 2 つ選べ。

a  歯垢のi止

b  I由質の耐酸性

C  唾液の級衝能

d  う蝕原図的の数

砂口腔衛生学

a  歯垢の量は細菌性要因である。歯垢を構成する不溶性グルカンは、ミュータンスレンサ球菌によっ

て合成される。

b  う蝕は紺11車が産生する酸によって発症する。歯質の耐椴性はう蝕抵抗性に重要な因子であり、宿主

要因である。

C  唾液の緩衝能は宿主要因である 。唾液の分泌量や緩衝能は、う蝕の発生や進行に大きな影響を与え

る。

d  う蝕の進行には、う蝕原因閣が合成する不浴性多糖および献が関与する。 これらはう蝕原因菌の数

に依存するため、細菌性要閣である。

笹車週t a 、 d

11 
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[ 問題 21] 平成 28 年歯科疾忠実態調査における各種制綴装置装着者と未装着者の割合を l盟に示す。

本調査における補綴装置とはブリッジ、全部床義曲、部分床義歯およびインプラントをいう 。

l 日D

80 

〉く複数の補綴聾置を装着している古がいるため、

合計が 100%以上となる年齢階級がある。

60 

率

(%)  

40  

20 

0  

40- 判 45- 49 50- 54 55- 5 9 ω - 64 65- 69 ; 0- ; 4 75- 79 田 ~制 85-

'F齢階級( 歳)

ｾ ① Ｎ ② 口 ｀ ・ ｀

① はどれか。 1つ選べ。

a  ブリッジ装着者

b  全部床義歯装着者

c  部分床義歯装着者

d  有f I 綴装置未装若者

炉口腔衛生学

ＮｾｴＡ Ｎ�ＮｌＴＺ［Ｎ＠

x  a  ブリッジ装若者は ②である。

X  b  全部床義歯装着者 は@ である。

X  C  部分床義歯装着者は①である 。

(  d  補綴装置未装着者は①である。

･ ョｾ d  

12  
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[問題 22]  スクリーニング検査で低率が望ましいのはどれか。 l つ選べ。

a  特異度

b  敏感IJ!:

C  偽険性efS

d  陽性反応適中 Il!'

砂口腔衛生学

E E率直'

兄クリーニング検査は、迅速に実施できる試験や検査を用いることによか疾病や傷害のある者とない

者をある限度をもってふるい分けること ができる。スクリーニングの評価項目には、敏感度、特異度、陽

性反応適中度、| 出性反応適中度、偽陰性率、 偽陽性率がある。 このうち 、敏感度、特異度、陽性反応適中

度、陰性反応適'l'llt は検査が当たった割合であり 、偽陰性率、偽| 場性率は検脊が外れた割合を示している。

X  a  特異度は「健取な者で検査陰性高の割合」を示しており、高率が望ましい。

b  敏感度は「患者で検査陽性者の割合j を示しており 、高率が望ましい。

c  偽陰性率は「忠I ' t で検査結果陰性の割合」を示しており、低率が望ましい。

x d  陽性反応適中度は「検査陽性の者で患者の割合j を示しており、高率が望ましい。

値軍司・ c

点

⑨ スヲり一二ング検査

| ¥¥ 
疾 忠

あ り な L  

a  b  

検 陽 性

真陽性 偽陥性

査結

C  d  

果 除 性

偽険性 J'-!' 陰性

敏感度 ｾ ｡ Ｏ Ｈ｡Ｋ｣ Ｉ

特異度 ｾ､ ＯＨ ｢Ｋ､ Ｉ
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[問題 23J 災害発生直後に被災地に急行し 、48 時間以内を目途に活動する医療救護チ ームはどれ

か。 l つ選べo

a  D MA T  

b  ] I CA 

c  S AT  

d  UNI CEF  

砂衛生学・公衆衛生学

筆週豆D

仁a 災害発生直後に被災地に急行 L 、48 時1111以内を目途に活動する医療救護チームを D MA T という。

それ以降は、日本医師会災害医療チーム( j MAT ) や日赤救護班などのさまざまな医療救離チームが

活動を開始する。

x  b  ] I CA は独立行政法人国際協力機構で、 政府閲覧従助 I ODA) の実施機関の一つであり、開発途上地

成等の経済及び社会の発展に寄与し、国際協力の促進に資することを目的としている。

c  S AT  (特殊急襲部隊) は、日本の警察の笹備部に編成されている特殊部隊で、対テロ作戦を担当 L て

おり、ハイジヤツクや重要施設占拠等の重大テ口事件、組織的な犯行や強力な武骨量が使用されてい

る事件において、被害者等の安全を確保しつつ事態を鎮圧し、被疑者を検挙することをその主たる

任務としている。

d  UNI CEF (国際連合児童基金) は、開発途上国 戦争や内戦で被害を受けている岡町子供の支援を i舌

動の中 ' L、と L ている他、「児童の椀利に附する条約 (子どもの権利条約)J の普及活動にも努めている。

ーヨ3・a

[問題 24J  ヘルスプロモーシヨン活動はどれか。 i つ選べ。

a  介護施設の拡充

b  がん検診の実施

C  ウォーキングイベントの開催

d  摂食値下リハビリテーションの実施

砂衛生学・公察衛生学

軍亙ｾ

O c  ヘルスプロモーンヨンは 1986 年に世界保健機関 (W HO ) によって提唱された、人々の健康の維持

増進のための活動戦略である 。世界保健機関の定義では「 人 世円 ，<市 ノト t ル ¥

L.... ，-)' ｾること州Ｈ . . るトう ノ "  J とされている。 この定義はその後、 2005 年のバン コ

ク愈章で「人々が自らの健康とその決定要因をコントロールし 、改善することができるようにする

過程」と変更されている。また、ヘルスプロモーンヨンの特徴として最もＱｉＢｲｾなのが「主役は住

民」であり、彼らの毎日の生活に着目し、他府づくりは人々の生活の場で行っていくということで

ある 。

値軍司. c  

14 

[問題 25J 毎年調査が行われるのはどれか。 2 つ選べ。

a  国勢調査

b  歯科疾患実態調査

c  学校保健統計調査

d  国 民 健 康 栄 養 調 査

砂衛生学公衆衛生学

笹盟，.¥..4;;，・

x  a  国勢調査は、ある l時点における人口及び、その性別や年齢、配偶の関係、就業の状態や世帯の構成

といった「人口及び世帯」に| 到する各種属性のデータを捌べることを目的と L て、5 年に一度実施

される。

b  歯科疾忠実態澗査は、歯科保健状況を把握し、歯科口腔保健の般進に関する基本的事項及び健康日

本 21( 第二次) において設定した目標の評価等、今後の歯科保健医療対策を推進するための基礎資

料を得ることを目的として、 5 年に一度実施される。

C  学校保健統酎調査は、学校における幼児、児童及び生徒の発育及び健康の状態を明らかにすること

を目的として、 1ij: {f 実施されている。

d  岡民健康 栄養調査は、国民の身体の状況、栄養摂取量及び生活習慣の状況を明らかに L 、国民の

健康のｉｬＧｬ進の総合的な推進を図るための基礎資料を得ることを目的として、 ｨｾ 咋 実施されている 。

ーヨ亙. c 、 d

[問題 26J  産業廃棄物管理票( マニ 7 ェスト) の保存期間はどれか。 l つ選べ。

a 年

b  2
1
1'  

c  3年

d  5  i F-

砂衛生学公衆衛生学

*i i ! i t. t-4.-.;* 

O d  感染性廃棄物の処理は、原則として医療関係機関の施設内で、焼却、溶融、滅菌、消毒などの処理

をしなければならない。処理を外部に委託する場合は、特別管理産業廃棄物処狸業者と委託契約を

結んで処理を行う必要がある。その際、医療関係機関は週微から最終処分まで廃棄物処理の流れを

搬影し、確実に行われたことを処理業者から送られてくるマニフェスト( 産業廃棄物管理票) の写し

で確認する必要がある。マニフェス トは 5 年聞の保存が義務付けられている 。

笹葺2・d

、
コ

n

U
「

C
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[問題 27]  感染症予防における病原体対策はと' れか。 I つ選べ。

a 検 疫

b  予防接種

c  マスクの着用

d  媒介動物の駆除

砂衛生学・公衆衛生学

. . f l ij; i.t+v.・

O a  感染症予防には、感染症成立のための三嬰悶( 病原体対策、感染経路対策、宿主感受性対銃) に対す

る対応策が基本となる。検疫は病似体対策である。

x  b  予防接種は街主感受性対策である。

x  c  、 x d  感染経路対策における ι 接{ 云捕防止として、衛生教育、マスクやゴム手袋の使用、 1I日接( J ，措

防止として飲料水の消毒、媒介動物の駆除なと・が行われる。

値 軍3 a

[問題 28]  エピデンスレベルが最も高いのはどれか。 l つ選べ。

a  コホート研究

b  症例対間研究

c  非ランダム化比較試験

d  ンステマティァクレピュー

砂衛生学公然衛生学

‘ 4@'. 冨2・
エピデンスとは科学的な根拠 という意味である。エピデンスレベルとは、ガイドラインが推奨する検査

法や治療法が、どの程度信頼できるエピデンスによって実証されているのかを示す狛標である。

O d  . 帰 参回。

eョ3 d

要 点

⑨工ピデンス レベル (高い順に)

システマティックレビュー/ メタアナリシス

〉

l つ以上のランダム化比較試験

〉

非ランダム化比較試験( 非無作為化比較対照試験)

V  

縦断研究 ( コホート研究、症例対1 ! r 1 研究)

V  

横断研究

〉

症例報告 (症例研究/ 症例報侍)

〉

専門委員会や専門家個人の意見

[問題 29]  児輩稲祉法で規定されているのはどれか。2 つ選べ。

a  児輩の健康診断

b  児権相談所の設置

C  来軌児の訪問指導

d  (1立支援医療費の支給

砂衛生学公衆衛生学

征軍軍司'

我が国の児1江柿祉制度は、児童相制法を基本として様々な行政機関や施設、専門職のはたらきや実践に

よって推進きれている 。 児童福祉世では 、 「すべてｾｾ￱Ａは 、 ひとしくその生活を保障され 、 愛護されなけ

ればならない」と規定されて いる。なお 、同法では、「児輩」の定殺を「満 18 歳に満たない者」 と規定し

ている。

a  通常、児訟の健康診断を規定するのは対象児童の年齢等により、母子保健法、学校保健安全法であ

るが、児童柿祉法においても 、児童福祉法における保健所の役削として、第 12条の 6 に児章の健

康相絞に応じ、又は健康診査を行い、必要に応じ、保健指導を行うことと規定がある。

b  児童相談所は、市町村と適切な役割分担 連携を l耳りつつ、子どもに関する家庭その他からの柑談

に応じ、子どもが有する問題等、子どもの置かれた環境の状況等を的確に捉え、個々の千どもや家

庭に最も効来的な援助を行い、もって子どもの福祉を阿るとともに、その権利を擁護することを主

たる目的として児童相祉法に基づいて、都道府県、指定都市に設置される行政機関である。配置さ

れる職日は、児章福祉司( ソ ンヤルワーヵ ー) 、児輩aレ理司、医師などの専門家から構成されてい

る。

x  c  未熟児の訪 ｮｾｊｴ 百樽は 母子保健 法の規定である 。

x  d  心身の| 暗押を除去 軽減するための医療について 、医療費の白己負担簡を軽減する公費負担医療制

度であるところの自立支援医療は、| 嘩害者総合主I U去に1，1; づいている。

値翠週T a.  b  
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[ 問題 30]  介護支援専門貝の業務はどれか。 I つ選べ。

a  栄養指導

b  食事介護の指導

C  生活保護認定の申請

d  介護サ ピス計画の作成

惨衛生学・公衆衛生学

症型車D

a  栄養指埠とは、管理栄養士が、食生活に不安のある者や病気によって食事制限のある世、者を対象に、

その病態に応じた食事相談や食事療法を提案するものである。

b  身体介護とは、( 1 ) 利用者の身体に直接接触して行う介助サービス( そのために必要となる準備、後

かたづけ等の一連の行為を含む) 、 (2 ) 利用者の日 'm生活動作能力 ( AOL) や意欲の向上のために利用

者と共に行う自立支援のためのサービス、 (3 ) その他専門的知識 ー技術( 介護を要する状態となった嬰

困である心身の障害や疾病等に伴って必要となる特段の専門的配慮) をもって行う利用者の日常生活

上社会生活上のためのサービスをいう 。一般的には、ホームへルパーや介護福祉士などが行う 。食

事介護( 食事介助) の指導も身体介護に含まれる。

C  生活保護の申請は、申請者の現住所の地域を所管する福祉事務所の生活保護担当に本人が行う 。

d  介護保険サービスを受ける場合、在宅介護、施設介護ともに介護サービス計画( ケアプラン) が必ず

必要となる。介護サービス計画( ケアプラノ) とは、介護を必要とする者が適切なサービスを手11mで

きるように、心身の状態や家庭の状況などを考えて、サービスの種類 内 容 担 当 者 を 定 め た昔|薗

舎のことである 。

要介護者、要支援者のどちらにもケアプランは必須で、要介護者の場合は「ケアプラン」、袈支援

者の場合は「介護予防ケアプランJ と呼ばれる 。介護サービス計画は、自分自身で作成することも

可能であるが一般的には、要介護者のケアプランは、民間事業者である「居宅介護支援事業所」に

所属する介護支援専門只( ケア J ィ、' " '  ) が作成し 、要支援者の介護予防ケアプランは利用者が住

む地域を担当する 地1"<包Vi J . . :仏廿 ヤ が作成する。なお、介護サーピス官11画作成に関する費用は

全額介護保険から給付されるので、事業者に依頼しても利用者負担はない。

･ 彊 ｾ ､

[問題 31 ] 歯科衛生士法における業務従事届出で正 しいのはどれか。 l つ選べ。

a  2 年ごとの届出義務がある。

b  すべての有資格者に届出義務がある。

c  保健所長に届け出なければならない。

d  1 月 15 日現在の業務就業先を届け出る 。

砂歯科衛生士概論

Ｎｾｦ［￟［ ， Ｎｴ ｬＺ ｴＮ＠

a ， C  、 d  業務に従事する歯科衛生士は、厚生労働省令で定める 年ごとの年の 1 II 1  F  

現在における氏名、住所その他厚生労働省令で定める事項を、当該年の翌年 I  1  11 までに、そ

の就業地の 't. ，，--，J{ η に届け出なければならない。

b  属出は歯科衛生士としての業務に従事している者に限られる。

･ ョ ｾ ｡ 哩匝亘1 : P18S)  

[問題 32] 歯科医師の指導の下、歯科衛生士が行えるのはどれか。 l つ選べo

a  校合調撃

b  インレ ーの装着

C  エック 1 線蛾影

d  7  ' J 化物幽閉詮布

砂歯科衛生士観論

ＮｬｩＴｬＮｴＴＺｩｾ ・

歯科衛生士法において歯科衛生士とは、厚生労働大臣の免許を受けて、歯科医師( 歯科医業をなすこと

のできる医師を含む。) の指導の下に、歯牙及び口粧の疾忠の予防処世として、歯牙露出面及び正常な歯

茎の遊離縁下の宇 ［ｊＧｾ 昔物及び沈着物を機械的操作によって除去すること及び歯牙及び口腔に対して薬物を塗

布することを業とする者である。 また、歯科診療の補助、歯科保健指導をなすことを業とすることができ

る。

a 、 b  、 x C  原則、予防処置、歯科診療補助、歯科保健指導以外の業務は行えない。

d  予防処置として、歯科医師の指導の下に歯牙及び口腔に対して薬物を塗布することができる 。

e彊2・d

CW¥ D H豆壬E

[問題 33] 上顎右側臼歯部の嬉痛を 主訴とする患者の診療録記載内容のうち、 S OAP の rSJ にあ

たるのはどれか。2 つ選べ。

a  2  fj 前に冷水桁があった。

b  視診でう怖が認められる。

C  コンポジットレジン修1&をする。

d  審史的な歯科治療を希望している。

惨歯科衛生士慨蹄

<<ifis:r.tl r:・
S OAP とは、 IUJ 蛙l指向型診療録 (P OMR) の書式の l つである。POS(Probl emOri ent ed Syst em 問題志

向型医療〉の考え方によ って得られたデ タを内容ごとに分類整理した上で、下記のように 5、O、A 、

P の 4 つの項目に分けて考える分析手法でもある。

• S  ( Subj ecti ve Oat e)  的情 E。患者の話や病歴など。

• 0  (Obj ect i ve Oal e)  刊 U 咋 !。身 体 診 察 検 査 か ら得られた情報。

• A  (Assessment )  :  S とO の情報の評価。

• P  (Pl an)  上記をもとにした治療方針。

a  r2 目前に冷水摘があった」は患者のIJ! 病歴で、 rs J にあたる。

b  r視診でう制が認められる」は忠者の口腔内の視診から緋られた情報で、 rOJ にあたる。

c  r コンポジットレジン修復をする」は治療方針で rpJ にあたる。

d  r審美的な世l科治療を希望している J は患者の希望で、 「日」にあたる 。

値車置T a ， d  CW¥DH2 1 互亘1)

、
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[問題 34J  医の倫理の変遷において、人権意織の荷揚とともに否定されたのはどれか。 l つ選べ。

a  パタ ナリズム

b  セカンドオピニオン

C  プロ 7 エァショナリズム

d  インブオ ムドコンセント

砂歯科臨床の基礎

‘ 週亙D

O a  医の倫理に関しては、古代ギリシアの「ヒポクラテスの誓い」以降、伝統的に医療については専門家で

ある医師に任せ、医師は親が子を思う気持ちと同等な思いをもって忠者に尽くすこと( パタ ーナリズム

( 父権主義) ) が強調されてきた。

しかし、 20 世紀半ぽになると医療の急速な進歩平、医療情報の普及により医療に対する国民の関心

が増大し、医療を受ける忠、者の機利が主張されるようになってきたo また、ニュールンベルグ綱領

を受けて、第 18 回 W M A 総会( 1964 ) では、ヒトを対象とする医学的研究における被験者の人格擁

護を目的として「へルシンキ宣言」を採択し、インフォームド ・コ ンセ/ トが不可欠であることを

五言した。 1981 年には、医師は、常に自 らの良心に従い、また常に患者の最普の利援のために行動

すべきであると同時に、それと同等の努力を忠者の自律性と正義を保証するために払わねばならな

いとする患者の権利に関する W M A リスポン宣言が、第 34 回 W M A 総会で採択された。 これまで

のように、患者を被護者として取り扱うのではなく、医師と患者の立場は人 111 / としては対等であり

忠者の意思を尊重 L ょうとするもので、パターナリズムに基づく医療が考え直されるようになった。

x  b  診断や治療選択などについて、現在診療を受けている担当医とは別に、違う医療機関の医師に求め

る「第 2 の意見J をセカンドオピニオン という 。 患者の権利の行使である。

x  c  臨床能力( 医学的知識) コミュニケーンヨン技術 倫理的および法的解釈という土台の上に立てら

れた「卓越性H 人間性H 説明責任H 利他主義」の 4点を医師のプロフエツンヨすリズムと定殺 L

ている。

x  d  インフォームド コンセントでは、忠者が医師から診療内容なと暑について卜分な説明を受け理解した

上で、思者自身が同意し、最終的な治療方法を選択する。我が国では医療法を根拠法令としている。

軍軍iia a

1「

← 

← 

[問題 35J 口腔 ジスキネジアを伴う患者の医療面接に際 して聴取すべき服用歴はどれか。 l つ

選べo

a  抗菌薬

b  抗凝問薬

C  抗ウイルス楽

d  抗パーキンソン病薬

砂歯科臨床の墓磁

‘ 耳率E・
ジエキネジ 7 は運動輿怖を意味 L 、口腔ジスキ ヰジアには 11部ジスキネジ 7 、Il 舌ジスキネジアがあ

る。これらは舌 辱 下 加 な ど に み ら れ、何かを食べているような運動を繰り返す不随意運動である。原

因には向齢やl大l服装の副作汀lがある 。抗精神病薬などの長WJ 服用やパーキンソン病治療薬などドーパミン

作動薬の投与により IU現する 。従って、これらの薬物を選択する。

x  a  抗菌薬の長JUJl JUJfIのIfi !J 作用により 、耐性菌の出現や、肝 腎機能障害を呈することがあるが、ジλ

キネジアはみられない。

x  b  抗凝固薬の服用は、投与量によっては易出血の副作用があるが、ジ旦キネジアはみられない。

x  c  抗ウイルス薬の副作J f I には、 1 ティープンス ジョンソン症候群などがある。 ジスキヰジアはみら

れない。

O d  抗パーキンソン病薬によりドーパミン受容体の感受性が過剰となり、 ドーパミン受容体での抑制

促進のパラン 1 が品lれ、ジスキネジアが生じる 。

値車2・d

[問題 36J  PCR 法で栴慨するのはどれか。 l つ選べ。

a  DNA  

b 細 菌

c  抗 体

d  タンパク質

‘ ｚ 冨ｾ

砂歯科臨床の墨磁

O a  PCR 法 (ポリメラーゼ連鎖反応) 1;1 D NA を増幅するための手法で、特定の D NA 断片だけを増幅す

ることができる 。PCR 法は、個人識別や親子鑑定、ウイルス感染症の検査に用いられる。

値璽iia a

3  
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[問題 37]  人体における放射線影響の発現でしきい線量があるとされるのはどれか。 2 つ選べ。

a 不 妊

b  口腔癌

C  白内障

d  白血病

砂歯科臨床の基礎

軍週亙歪.

放射線の人体に対する影響は、線量と放射線による影斡が起こる確率の関係から、 阿佐和的影響と 確定的

影響とに分類される。被曝線量の増加とともに影響が起こる確率について、しきい融. 訟なしに増加するも

のを 時半的影響、 しきい線量のあるものを 敵定的影僻という。

a  、 C  不妊、白内障はしきい線量のある確定的影響である。

b 、 d  口腔癌、白血病などの悪性腿協の出現はしきい線量のない確率的影響である。

軍軍団T a.  c  
( ittli DH2 1  : P261 )  

[問題 38]  二重同時印象法〈ダプルミックス印象法〉に使用するのはどれか。 l つ選べ。

a  寒天印象材

b  アルジネ ー ト印象材

C  シリコ ーンゴム印象材

d  モテ・リングコンノてウンド

砂保存修復学

*"I.N;;. 1O.4  .. :[;・

O c  二重同時印象法は別名、シ' ) コーンダブルミックス印象法ともいう。従って使用する印象材は

ンリコ ーシニム J: '11勾 である。

e彊: ' c

点

⑨連合印象法と二重同時印象法

どちらも使用する印象材は流動性の異なるンリコーンゴム印象材を用いて行う 。

速いについては下表を参照。

スアップ数 作君時間 精度
操作

一人で可能

迎合印象法 2 ステップ 長い
O  精度の良い印皐を得るには、" [ 1 晶! 工の緩和と、撒

去時的応力残留を防ぐ工夫が必袈

作業者が二人必要

二jf( 同時印象法 I ステァ プ 短い o  圧接のタイミ ングが悪いと境界而にス テγ プがで

きるため、手際のよい操作が二止められる

[問題 39]  58 歳の男性。上顎右側第一小臼歯と第二小臼歯の一過性の冷水痛を主訴として来院し

た。30 年前に直接修復を受けたが、 1 か月前から気になっているという 。検査の結果、修復物を除

去後、メタルインレー修復を行うこと』こなった。初診時の口腔内写真( 別冊午前 No. 3 A) とエック

ス線写真( 別冊午前 No. 3 B) を別に示す。

修復物除去時の対応で適切でないのはどれか。 l つ選べ。

a  ラパーダム防湿下で行う 。

b  スチールパーで除去する。

C  口腔外パキュームを使用する。

d  除去物を専用容器に保管する 。

砂保存修復学

E E軍司'

長期間の臨床経過のため劣化し

たアマルガム修復物を、メタルイン

レーによって再修復する際の注意占

を考察する。アマルガム修復物には、

本‘ が合有されており、修復物除去

時や廃棄に特別な注意を払い、環境

汚染を防止しなければならない。

a  患者がアマルガムを誤飲する

危険性を防ぐため、ラパーダム防湿は必要である。

x  b  アマルガムをスチールパーで除去するのは困難である。

C  空気中への飛散を防ぐため、口股外パキュームの使用が有効である 。

d  水銀を含む除去物は専用容器に保管し、回収業者に処理を依頼する。

日No. 3 A  

値軍調T b  

[問題 40]  透) ! 現診で検出できるのはとs れか。 l つ選べ。

a  隣接而う蝕

b  歯根外部吸収

C  歯冠部歯髄の形態

d  修復象牙質の形成

砂保存修復学

‘ 4

1

*. 冨3・
透照診は、透! ! 沼診朋の L E D光イルミ ヰーターや光ファイパー、光照射精を舌側や口蓋側から照射し 、

その光の透過悼を確認してE 伝 nHう蝕や 可の亀裂の有担を検査する方法である。

a  隣接而う蝕があると、健全なエナメル質、象牙質よりも光の透過性が減少するため暗い影のように

認められる。特に歯の唇舌幅径の小さい前歯部の隣接而う蝕は 、臼歯郁よりも透照診による検出が

容易である 。

b  歯根の外部吸収は、歯根表面からの歯の吸収であり、歯欄骨内で生じる 。 ｾＧ .̂， で診断す

る必要がある。

c 、 d  歯冠制l歯髄の形態、修復象牙質の形成は ， ̂'T. で把握する。

値軍司・ a

3

0
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[ 問題 41l 急性壊痘性歯悦炎にみられるのはどれか。2 つ選べ。

a 棲 孔

b  自発痛

C  髄室開拡時の腐敗臭

d  歯髄電気診での無反応

惨歯内療法学

ＮＱＮ ｦＣｾ Ｎ ｩＭ ＴＮ Ｇｪ Ｑ ・

f:. I，性壊痘性歯髄炎は、急性化膿性歯髄炎に腐敗閣が混合感染す ることにより生じる 。之t性全部性化脆性

凶器地炎の症状に加え 、髄室開拡i時の腐敗央 を特徴とする。抜髄が適応 となる o

x  a  棋孔は歯髄炎では認められず、棋尖性的問炎や歯周股揚が原因で生じる般の/ 1¥口である。

O b  急性化膿性全部性歯髄炎と同様 、 拍動伯 、 Ｉｪｾｪ 世性の強い自発痛 を 伴う 。

O c  簡髄に腐敗菌が感染し、歯髄内に腐敗産物が満たされるため髄室開拡時に腐敗具が生じる 。

X  d  歯髄炎は生活歯であるため、歯髄電気診では生活反応を示す。

･ ョｾ b.  c  

[問題 42J  21歳の女性。上顎左側第一小内歯と第二小臼歯との冷水痛を主訴と L て来院した。 コン

ポジァトレジン修復を行うことになった。初診l時の 11腔内写真( 別冊午前 No. 4  A ) とう蝕除去中の

11腔内写真 (別冊午前 No. 4 日) を日I j に示す。

矢正11で示す器具の使用目的はどれか。 j つ選べ。

a  越の固定

b  隔壁の設置

C  接触占の回復

d  歯間乳頭の保護

砂歯内療法学

軍亙ｾ

プレウエッジは歯間乳頭や除在 t の向

を保護するために用いられる。本来のウ

エッジの使用目的は、マトリァクスを歯頚部

間縁に圧接、固定し、さらに歯聞を離間す

ることによってマ トリックスの厚さを補償し

て接触点を適切に回復することである。

， a  ウエッジによって歯を回定するこ

とはできない。

X  b  本来、 ウエッジはマトリックスを

歯頚部商縁に圧 接、固定するため

に用いられるが、プレウエッジにはこのような作用を期待しない。

X  C  ウエッジによる歯間離開によ って接触点の回復が期待できるが、プレウエッジによる効果ではない。

d  プレウエッジは歯1剖乳頭の保護が第ーの目的である。

No.  4  A  B  

軍軍 ｾ ､

2 4  

[ 問題 43J  28 歳の女性。下顎省側中切歯部歯肉の審美不良を主訴として来院した。矯正治療の既往

がある。 まず歯周基本治療を行った。再評価時の口腔内写真 (耳1)冊午前 No. 5 A) 、エックス線' 庁真

Ｈ 別冊午前 ｎｯＮ ＵＸ Ｉ および 幽周組織検査結果の一部 Ｈ ｾ ｉ Ｉ 冊午前 ｎｯＮ Ｖ Ｉ を別 に示す 。歯 科外科手術を

行うことに なった。

考えられる処世はどれか。 I つ選べ。

a  E NA P  

b  7 ラァプ手術

C  歯 l会l結合組織移植術

d  歯肉弁峡尖側移動術

砂歯周治療学

No.  5 A  B  

No.  6  

舌 側 ホ

2 1
2

1
2  1  12 12  

歯 種 司 π  

唇 側 *

3 1
1

1
2  2 1212 

動揺度
。 。

- プロ ビング深さ ( mm)

Ｎｾ［Ｔ［ＮｴＱ ＢＧ Ｎ＠

口腔内写真で右側中切幽の歯肉退紘が認められる。膏i側中央部のプロ ーピン グ深さは I m mであり、歯

槽骨吸収もほとんどないことから、ポケァト除去や歯周組織再生は必要ない。従って 、主訴である審美ィ、

良の改普を行えばよい。歯l剖乳頭歯肉は保存されていて、歯肉退縮の際、綬尖側部は歯肉歯相粘膜より歯

冠側に位置するため、般国被草iが可能である。

X  a  E NAP は中等肢の前倒ポケ y トの除去を H 的とした歯周組織付着療法である。本症例にはポケット

がないため必要ない。

X  b  フラップ手術はボケ y トの除去 を目的とした歯周組織十Hl ' f 療法である。 この症例ではポケットはな

いので行う 必裂はな い。

(下 c iH肉結合組織移植術は、! 剖聞歯肉組織の色調と調tu した状態での恨耐被援が可能あり 、この症例の

主訴である辞尖不良を改暫することができる。

d  歯肉弁根尖側移動術は付着歯肉のない真性ポケットに対 L 、ホケ y トの除去 と付着歯肉帽の増大を

目的とする切除療法である 。本症例にはポケットがないため必要はない。 また、歯肉弁を根尖側に

移動するため、歯肉退縮が士官IJUL 、審美性が悪化する可能性がEい、。

e軍司・ c

3

0

2
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[問題 44J  Ｗ ラップ手術に使用するｾＱｦ共の写真Ｈ 別冊午前 ｎｯ Ｎ ＷＩを別に示す 。

最初に使用するのはどれか。 I つ選べ。

a  ① 

b  ② 

C  ③ 

d  Gl 

-lJ.ij iFt-4，¥* 

O c  7 ラップ手術に使用する器具の使用順

停は、 カ クランドメス ( 写真③) -

村品けT膜剥脱 r (写真①) → 汁ノミ ( 写真

②) → f 針持 ( 写真@である。

笹葺iia c ( ¥l:9 要点集 302: P33)  

① ② 

No. 7  

③ 

砂歯周治療学

④ 

[問題 45J 補綴治療のある過程の写真( 別冊午前 No. 8 ) を 別に示す。

次に行うのはどれか。 l つj j j 1べ。

a  下顎模型の装着

b  上顎模型の装着

C  側方穎路角の調節

d  失状頼路傾斜角の調節

軍亙亙E・
写真は半調節性岐合器に模型を装着する過程で使用する 7 スホウ

で、バイトフォークに上顎歯列の位置関係を印記したものである。このバ

イトフオ クに上顎模型を固定し校合器装着する 。

a  上顎模型の装着後に中心岐合位記録を用いて下顎模型を装着する。

b  フェイスポウのバイトフォークを片lいて上顎模型を岐合器に装着する。

C  上下顎模型の装着後に UV. ， ク、ィト を用いて側方頼路角を調

節する。

d  上下顎模型の装着後に 向h ヂ

を調節する。

ク八イト を用いて矢状頼路傾斜角

軍軍iia b

砂歯科補綴学

No. 8  

(¥¥:9 要点集 302: P42)  

[問題 46J 上顎全部床義歯製作中の写真( 別冊午前 No. 9) を別に示す。

行っているのはどれか。 l つ選べ。

a  リライン

b  リベース

c  ノマントグラ 7

d  パラトグラム

砂歯科補綴学

eu!ij;i.t4;' ;)・
a  リラインは、義的床粘膜面の一層だけを新しい義歯床川材

料に置き換え、義歯床下粘膜との適合を図ることをいう。

b  ' )ベ スはリラインと異なり、義歯床全体を再構築するも

のである。

C  パントグラ 7 は全調節性校合器を用いて、下顎運動を摘記

することにより、連続的に下顎運動を記録するものである。

ｾ ､＠ 写真で行っているのはパラトグラムである。パラトグラム

は 占d 悔の舌の動きを診査するもので、歯槽部や 11蓋郁の

豊隆を診査し修正する。

No. 9  

e軍司・ d
( ¥'i:3 要点集 302:P43)

[問題 47J  28 成の女性。上顎右側中切歯の若手美不良を主訴として来院 L た。 3年前、」に補綴装

置を装着したが昨日の夕食中に欠けたという 。 冷溢痛は認めない 。 初診時の円腔内写真 Ｈ ｾ ｉ ｊ 冊午前

No. 1  0 ) を別に示す。

考えられる処i 1 i はどれか。2 つ選べ。

a  3/ 4 クラウンの装着

b  ラミネートベニアの装着

C  オールセラミァククラウンの装着

d  グラスアイオノマーセメント修復

砂歯科補綴学

*li! :ht-+，. T 

設聞の写兵では、上顎右側中切歯に装着したラミネートベニア

の近心部分が破折し、歯j 1 が露出している。審美性を改普するた

めに、セラミ γ ク等で附冠補綴を行う必要がある。歯質 1']11除哉の

少ないポーセレンラミネートベニアが最も適切であるが、 3 Jr'i lll で

破折した既往を考慮すると、歯質削除i置は多くなるがオールセラ

ミッククラウンも適切である 。

a  3/ 4 クラウンは前歯適応のクラウンで歯質削除訟は少ない

が、唇側而の審- J < 不良を改普することができない。

b  現在装着されているラミネートベニアを除去し、再度ラミネートベニアを装道することで審美不良

を改普できる 。

c  3 年間で補綴装世が破折した既往があることを考慮すると、附質削除訟は多くなるがオ ルセラ

ミァククラウンの装着も適切である。

d  グラス 7 イオノマーセメント修復は歯質接着性はあるが、審実性が改普きれない。

No. 10 

e軍司・ b 、c Ｈ ｾＳ 要点集 ＳＰＲ Ｚｐ 38)  

「
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[ 問題 48]  ポンティック基底面形態を凶に示す。

① ② ③ ④ 

オベイト型はどれか。 l つ選べ。

a  ① 

b  ② 

C  ③ 

d  @) 

砂歯科補綴学

‘ 週亙D

a  ① は ') シラ プ砲である。

b  ② は偏側型である。

C  ③ はオベイト型である 。

x  d  ④ は船底型である。

値車置t c  
(冨蚕晴元五百百〕

[ 問題 49]  ｓｪ￶ｧｲ･ｮ 症候群の診断に朋いるのはとＮＧｾｾか 。 Ｒ つ選べ 。

a  顎下腺の生検

b  交差適合試験

c  シルマー試験

d  サクソンテスト

砂口瞳外科学

.' tI #r. t4: : T 

x  a  Sj ogren 症候群の診断基準における生検病理組織検査部位は、口唇腺もしくは涙腺である 。顎下腺

生検は診断に用いない。

x  b  交差適合試験は、原則 として輸出lのiiij に必ず実施する検査である。

o  c  ' " ルマー試験は、 Sj ogren 症候群の診断基準の l つである。 涙分泌量が 5 mm/ 5 分以下を陽性とし

ている。

d  サクソンテストは、 Sj ogren 症候群の診断基準 ( 口腔検査) の l つである。防fHl b) ，，e，、r が 2 分 1II12g

以下を陽性としている。

笹 葺 . c .  d  

[問題 50] 60 成 の 女 性。頻粘膜の白斑を主訴として来院 した。初診時の口腔内写真 ( 耳IJ 冊午前

No. 11 ) を別に示す。 自板症と診断された。

この病変の特骸はと

a  角化性病変である。

b  放射線治療を行う 。

C  前がん病変の一つである。

d  擦過によ って容易に除去できる 。

惨口腔外科学

‘週:r.¥.-'F，;・

O a  向 板 症 は 、 口 腔 粘 膜 に 生 じ る 白 色 の 板 状 あ る い は 斑 状 の

1'1化l' E梢生である 。

x  b  細 胞 診 病 理t組織検査を行い、上皮異形成、上皮肉がん、初

j制法潤がんの可能性がある場合は、病変部を全切除する 。良

性であ っても継続的な経過観察を行う 。

c  前がん病変とは JE性化に至 る前の状態で、白板症は !日Iがん桶

変の一つである。

x  d  白板症は、僚過しても容易に除去できない病変である。

No.  1  1  

値車2・a. c  告亘亘豆豆亙D

[ 問題 511 5 歳の9) 児。風邪症状の後、頻粘膜に無焔性の向色の班点を 一過性に認めた。仁l腔内写

真 (日IJ 冊午前 No. 12 ) を別に示す。

疑われる疾

a 麻 疹

b  帯1状t抱疹

C  手足口病

d  流行性耳下腺炎

砂口腔舛科学

<<i Nl ; r. t4; ;T 

a  麻疹は、麻疹ウイルスの空気感染により生じる疾患で、静

伏期は 10- 12 日である。風邪症状 ( 感官症状) の後、頬粘

膜に一過性の (灰) 白色の岨痛性の斑点( コブリァク斑) を認

める。

X  b  帯状抱疹は水症治癒f去に脊髄1長線神経節( 如l覚神経節) に i静

伏する水症 ffi: 状抱疹ウイルス (V Z V) が宿主の免疫能低下

などを原因に再前性化することで発症する。潜伏 した神経

節の支配領域に、片側性に帯状の嬉痛を伴う水抱が形成される。

X  C  手足口病は口腔粘膜 ・手掌 ・足底に周囲』こ発赤を伴った小水抱発疹が出現する。

X  d  流行性耳下腺炎 ( おたふくかぜ) は発熱とともに両側性に有痛性の耳下腺炎 (腫綬) が生じる。

No.  1 2  

軍軍司・ a (¥¥:9 要点集 302 : P  59)  

』 一 一

3

0

2
』
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[問題 52)  マルチプラケッ ト装mを用いた矯正治療における歯の移動を図に示す。

① ② 

実 線 移 動litr

③ 

破 線 移 動 後

④ 

トルクによる移動様式はどれか。 l つ選べ。

a  ① 

b  ② 

c  ③ 

d  ① 

砂矯正歯科学

4I4!m冨ヨ・

a  ① は長軸に沿って根尖方向ヘポl' し込まれる移動のため、 l上下である 。

x  b  ② は歯冠と歯根が同じ方向へ同じ距離移動しているため 、歯体移動である 。

C  ③ は歯根の恨尖側 1/ 3 を回転中心に根尖は曲f冠と反対方向へ移動しているため、 傾斜移動である。

( ) d  ③は繭冠部に力を加えた唇舌側への1基l帆移動であるため、 トルク である 。

軍軍耳T d  
( l I l l ¥要点集 302: P46)

[問題 ＵＳ Ｉ 骨年齢の把握のために船影された手根骨エ ッ クス線写真 Ｈ ｾＧｊ 冊午前 ｎｯＮ Ｑ Ｓ Ｉ を別に示す 。

母指尺側種子骨はどれか。 1つ選ベ。

a  ① 

b  ② 

c  ③ 

d  G)  

_u!ijic.¥-4.，* 

a  ① は母指末節骨である 。

b  ② は母指末節骨の骨端部である。

c  ③ は舟指尺側種子骨である。身長の最大楠加期と同時期あるいはその l

- 2年前に出現することから、身長の思. .Wh主成長スパート を予測する指

標として利用できる。

d  ① は大変形骨である。

値ヨB c  

砂矯正歯科学

NO. 1 3  

[問題 54) マルチプラケット装置のアーチワイヤ 操作時の写真 (別冊午前 No. 14 ) を別に示す。

行 っているのはどれか。 l つ選べ。

a  ワイヤーの結繋

b  ワイヤーの屈曲l

c  ワイヤーの活性化

d  ワイヤー余剰部の切除

e調高D

x  a  ワイヤーの結繋にはホウプライヤー を用いる。

x  b  ワイヤーの!自由にはツイードやナンスのペンデイングプライヤーなどを

用いる。

x  c  ワイヤーの活性化は装着によって矯正力を発揮する形態に盤えることを

いい、ベンデイングプライヤーなどを用いたアーチベンデイングによっ

てもたらされる。

d  写真は、 ディスタ Jレエンドカ Y ターを用いて装置遠心部の余剰ワイヤー

を切断しているところである。

砂婿正商科学

NO. 14 

ロ

J  
eヨ2・d

[問題 55) 歯体移動の模式図( 別冊午前 No. 15 ) を別に示す。

歯槽 Ｑ ｾＱ Ｇ の吸収がみられるのはどれかロ Ｒ つ選べ ｯ

a  ① 

b  ② 

c  ③ 

d  ④ 

砂矯正歯科学

NO. 15 

ーー一一ー 力の作用方向

① 

② ④ 

Ｎｾｎ�Ｎｴｾｫ ，Ｎ＠

a  、 b  的体移動では移動側が圧迫側となるため、 ① および ② で歯槽骨吸収がみられる。

X  C  、 X d  ③、@ は牽引側となり、歯槽骨の添加がみられる。

eョ3 a.  b  
(冨蚕肩車302 : P47)

-・・・・ー
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[問題 56J  11 歳の男児。上顎右側第一小臼歯の変色を主訴として来院した。初診時の口腔内写其

(別冊午前 No. 16A) とエックス線写真 (別冊午前 No. 168) を別に示す。

原因として考えられるのはどれか。 l つ選べ。

a  先天性梅毒

b  先行乳歯の根尖病変

C  フッ化物の過剰摂取

d  エナメル質形成不全症

砂小児歯科学

No. 16A B  

篭lt! s:r.t-4 .TT

a  先天性梅毒では、上顎中切幽の切縁に半月状切痕を生じる ハ γ チンソン歯や、白歯部目立i l l ' iの形成不

全による フルニエ歯が生じる。

) b  口腔内写真から萌出問もない第一小臼歯の近心而に籾造な部分がみられ、エァクス線写真では透過

像を示す。1歯に限局した呉市' であるため、全身的な原因や遺伝性疾患は考えられない。局所的原

因に相当するのは、先行干し歯の机尖病変である 。先行乳歯の根尖病変が原悶で、後継永久歯にエヲ

メル質形成異常を生じるものを ターすー曲と いう。

x  c  フッ化物の過剰摂取による簡の 7 ' J 紫症は広範聞に生じる o

x  d  エナメル質形成不全症は遺伝性の疾忠で広範囲に生じる 。

eヨ耳T b  

[問題 57 ] 乳歯の歯髄保存療法に胤いるのはどれか。 l つ選べ。

a  パラホルム製剤

b  ホルムクレゾール

c  クロロ 7 ェノ ル製剤

d  水酸化 カルシウム製剤

砂小児歯科学

‘ iJ!ij :r. l.4:: )・
X  a  パラホルム製剤は、根管消毒や世i，ll 失i8押l として用いられる。

b  ホj レムクレゾール (F C) は、乳歯の 'ti 目的髄切断法 ( FC 法〉や根 管 消 #に用いられる。

C  ク口口 7 エノール製剤は、 う禽および快管の消#に用いられる。

d  歯髄保存療法は、歯髄を除去することなく治療するもので、 鎮静法と 樋開法がある。簡洞形成や歯

冠修復を行って象牙質が露出した場合は l間接被髄を施し、軟化象牙質除去により露髄の危険性があ

る場合は、軟化象牙質を一層残して暫間的1111楼覆髄法 (IPC 法〉を行う o また、偶発露髄した場合に

は直接覆髄法で処置する。覆髄法には水酸化カルシウム製剤lを用いる。間接覆髄では め三世牙質が

形成され、直接覆髄法では デンテ ン 1) "1 ンが形成される。

eヨ耳T d  Ｈ ｾｬＮｬ｜要点鰻 ＳＰＲＺ P60)  

32  

3

0

コ
』

[問題 58J  尚齢のうつ病忠、者によくみられるのはどれか。2 つ選べ。

a 幻 聴

b 振 戦

C 不 安

d  焦燥感

砂障害者高齢者歯科学

e E露五・

うつ病とは気分陣符に分類される精神疾忠の l つである 。認知症と同様、高齢者にも多くみられる 。65

歳以上の高齢者に発症するうつ病を、老人性うつ、老年期うつ病などという 。若年者のうつ病と比較 L て

症状などが大きく民なる。

X  a  幻聴は幻覚の l 樋で、周りに誰もいないのに明確に人声が1mこえることをいう 。統合失淵症の症状

としてよくみられる。その他、心的外傷後ストレ λ 障害 ( PT SD) や柴物依存症でもみられることが

ある 。

b  振戦はいわゆる震えといわれる不随意運動である 。健常者でもストレスや緊張などが原因で生じる

ことがある (生理的振戦)。 病的に生じるものとして、本態性振戦、 Parkinson 病、小脳機能障告、

アルコール依存の離断疲状、甲状腺機能充進症などに伴うものが挙げられる。

C  、O d 老人性うつでは若年者に比べ、意欲低 FやlllJ うつ状態が日立たず、 身体的愁訴や 心気的小ま

(不安、住燥、感情不安定) がよくみられるとされる。

@車2・c. d  

要 点

⑩ 認知症と偽性認知症の違い

認知症 { 品性認知ti

初発症状 知@l!止ドが抑うつ晶状に先行する 判lうつ拡状が知 im低 FI こ先行する

症状の訴え

知l能低一1 を再定する

知I I t 低干を過大に訴える

[rij じことを繰り返1

外 見 行 動

難事1<1でだらしない
，w衷 { . " 己の占怖を，j、す

表情に. . z. L  < 周聞に昼間レである 劃biきがj ，' なく、イライラしている

質問への応答

質問lをはぐらかす 返答が遅い

怒ったり嫌味を ぼう
f わかりません」の様な許え方をする

知的作業能 JJ 通常、全般的にー貸して障害される
しば L ぱ記憶附符のみで、一貫性を虻〈
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[問題 59]  80 歳の女性。軽度の認知l症があり介護老人福祉施設に入居中である。食形態の決定のた

めに施設職員と食事観察を行っていたところ、激しくむせこみ、苦悶表情を呈した。

適切な対応はとa れか。2 つ選べ。

a  背中をたたく 。

b  飲水を指示する。

C  ハイムリック法を行う 。

d  ヒポクラテス法を行う 。

砂障害者・高齢者歯科学

‘ LJjijrr. t-4: ，T  

O a 、O c 誤腕した食塊を吐き出 させるためには、ハイムリツク 法や背部叩打法( 背中をたたく) を行う。

x  b  すでに誤慌している可能性が高いため、迫加飲水や追加膜下は無効である。

X  d  ヒポクラテス法は、顎|期節脱臼I時の整復法である。

ーヨ週T a.  C  

[問題 60]  栄養投与経路を選択する際のフローチャートを示す。

は い / ¥いいえ

i i ' i 化包が利用可能

は，、
い い え

短 期

② はどれか。 l つ選べ。

a  胃 腸 棲 栄 養

b  経鼻経管栄養

C  11，( . 、静脈栄養

d  末梢静脈栄養

ｾ障審者高齢者歯科学

篭Z E冨3・
a 、 b  ①と②は経口摂取困難だが消化管が利用可能であり 、 世間栄華法を選択する。 このうち ①

は栄養管理の期間が短期であり、経鼻経官栄養を選択する。一方、②は栄養管理のJUJl IJJ が長期であ

り、胃 腸痩栄養を選択する。

x  c 、 d  ③ と ｀ は経 ｬ ￮ 摂取困難かつ ｲｊｾ 化管が利用困難であり、 静脈米長 法を選択する 。 このうち ③

は栄養管理の期間が短期であり、末梢静脈栄整を選択する。 方、 @ は栄養管理のJUI 問が長期であ

り、 中心静脈栄養を選択する。

軍軍.a
G: l [ 函亙立豆D

ι  

[問題 61] 2 歳の女児。摂食障害および晴乳障害を主訴として来院した。初診時の顔函写真( 別冊

午前 No. 17 l を別に示す。

疑われるのはどれか。 l つ選べ。

a  シェーグレン症候群

b  ラムゼーハント症候群

C  ピエール ロパン症候群

d  プランマー ピンソン症候群

惨障害者 高齢者歯科学

<<lilij:r. t.4u，・ N0. 17

x  a  シェーグレン症候群は唱 ｲｾｦｴ＼ 腺や ｩ ＡｩｬＺ腺 が 障害される自 一

己免疫疾忠で、 50 歳以降の女性に多い。

b  ラムゼーハント症候群は、 情状抱疹 ウイル 1 による

感染が顔面神経連動線維に波及した結果生じるもの

である。末村j性顔面神経麻癖や難聴がみられる。

'- c  ピエール ロパン症候群は先天性の小下顎症と舌下

垂を示す疾忠で、 小ト品。 による呼吸困難や哨乳隊

害がみられる。

d  プランマー ピンソン症候群は、 欽欠乏性貧 lfil に青炎、鴨下凶縦、スプーン爪、口角炎を伴う症候

群である。

笹彊2・c

[問題 62]  2 成のk 児。口腔内診査を希望して来院した。先天性疾忠がありと診断されている 。診

察の際、突杭全身が突っ張った。その時の写真 (別冊午前 No. 18 ) を別に示す。

最も考えられる疾忠はと:'/1か。 l つ選べ。

a  脳性瓜w

b  ' / ウン症候群

C  筋ジストロフィー

d  アスペルガー症候群

*i -flit. t-4- ¥_ 

O a  写真の疾忠は11"1'1 麻棒である o 脳性麻碑は、受胎から新生児期l

( 卦後 4 週以内) に種々の原因により生じた非進行性の中程性週

動隊筈である 。巡動機能障害により 、虚 I吉型、アテトーゼ則、

失湖型、強￯ｕ型、混令型に分類される 。 頻度は 、 吋 ｬｬＧＨ ｾ が最も

多〈、次いで アテト ーゼ型、それらの混合型の順に多い。

! 脳性麻郡児は、写tl のように頚を右側に向けると右側上肢が仲

張、左側下肢が凪 ｉｬｨ する非対称性緊張性 ｾｒ 反射が残存する 。

砂障害者高齢者歯科学

No.18 

値車3・a

3

0
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[問題 63]  口具の原因となる倒発性硫黄化合物はどれか。2 つ選べ。

a  アセトン

b  アンモニア

c  メチルメルカプタン

d  ジメチルサルフアイド

砂歯科予防処置

軍耳亙D

x  a  アセトンは、 糖尿病に起因する病的口兵の原因物質である。

X  b  アンモニアは腎不全に起因する病的口共の! 点閃物質である。

O c  、O d 仁l腔由来の病的口臭の原因物質に伺i発組硫黄化合物がある。揮発性硫黄化合物は、 m空調11薗

がタンパク質を分解することによって産生されるもので、 硫化水素、メチルメルカブタン 、シメチ

ルサルファイドがある。

ー車::. c 、 d

[問題 64] 下顎第一大臼歯のプローピングの図を示す。

① ② ③ @  

t挿申人法で適切なのはと

a  ① 

b  ⑦ 

c  ③ 

d  o  

砂歯科予防処置

. : . i ls: r.t4:，_ 

歯周ポケット深さの測定ではポケットプロープを樹軸に F行に挿入し、歯石を回避してポケット底部ま

で到速させる。

O a  ①は幽軸に対して平行にプロープを挿入しているため、適切である。

O b  ② は 歯 根回に沿ってプロ ーフe を挿入しているため、適切である 。

X  C  ③ は 近 遠心的に傾斜してプロ ープを挿入しているため、適切ではないo

X  d  ①は歯冠商に沿ってプロープを挿入しているため 、適切ではない。

軍軍司T a .  b  

[問題 65]  的周病の活動度を示す検査項目はどれか。 l つ選べ。

a 世1のJ9J 稲 Il!'

b  プローピング深さ

C  アタッチメントレベル

d  プローピング時の出血l

砂歯科予防処置

εUl i j : Ft-4:;:_ 

x  a 、 X b  10晶のr9JI品度、プローピング採さは、現在の歯周病の状況を示すものである o

x  c  アタッチメントレベルは、主に歯周組織の破壊の程度を剤師するために用いる。

O d  歯周病の出動度とは、将来的なアタッチメントロスを予測する指際である 。プ口ーピング時の出 JfI l

( BOP) はポケット底部の炎症を示す。 B OP ( +) の場合は、歯周柄は活動的で進行傾向にあると予

測できる 。

. . '¥! t  d  

[問題 66]  15 歳の卵子。歯肉の腫脹を主訴として来院した。既往歴にてんかん発作があり、現在も

投薬中であるという 。初診時の口腔内写真 (別冊午前 No. 19 ) を別に示す。

" 日用が唱えられるのはどれか。 I つ選べ。

a  ニフェジピン

b  フェニトイン

C  ピロカルピン

d  シクロスポリン

_ 4lij: r.i-+，_ 

X  a  ニフェジピンはカルシウム姑抗薬で、高血圧症の治療に用

いられる。副作川に薬物性歯肉増殖症がある。

ｾ＠ b  7 エニトインは抗てんかん薬で、副作用に薬物性歯肉m殖

症がある。

X  C  ピロカルピンは副交感神経作用薬で、口腔乾燥症の治療に

用いられる。

d  シクロスポリンは免疫抑制薬で、臓器移植や自己免疫疾，[1、

に対して川いられる 。副作用に薬物性的肉増殖症がある 。

軍軍司T b  

砂歯科予防処置

NO. 19 

告亘 ｅ 豆互亙ｾ

3
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[問題 67]  45 絞の男性。下顎右側第二小臼歯頬側の歯周組織検査結果を表に示す。

単位 mm 

よトd f
45 

PPD他 2 1 3  3  

アタッチメントレベル 6 1 5  6  

矧側中央の根面露出の値はどれか。 l つ選べ。

a  2  mm 

b  3 mm 

c  5 mm 

d  8 mm 

惨歯科予防処置

_4@rJ_4:，. 

O a  頬側中央部の PPD値( ポケヅト深さ) は 3 mm、アタッチメントレベルが 5 rnmであるため、根面

露出度はアタッチメントレベルから PPD値をヲ lいた長さ、すなわち 2 mmが根面露出となる。

ーヨ_ a  

[問題 68] 歯面へのプラ ーク 付着状態の模式l叫を示す。

DI のスコアはどれか。 l つ選べr

a  1  

b  2  

c  3  

d  5  

‘ 耳亙a

O b  ⑨ DI(debri s index) の診査基準と点数
⑨ 歯垢の付着

白 数 設費革推

。
付着が認められない

蘭冠 1 3以内または範聞に l瑚係なく

外来性沈着物の存在

2  歯冠 1 3 - 2/ 3以内

3  歯冠 2 3以上

砂歯科予防処置

CJ C) 場
。

e軍司t b  

2  3  

r  

[問題 69]  口腔内写真( 別冊午前 No. 20) を別に示す。

観察できるのはどれか。 2 つ選べ。

a  歯rl : J クレフト

b  歯肉縁上歯石

C  歯!日l乳頭部の腫脹

d  喫煙による歯前の色素沈着

e耳冨: .

x  a  クレフトは歯肉にｾじた ｖ 字や ｕ 字型の裂閣である。

)  b  左側中切曲、官 ｉ Ｇ ｊ 切歯歯顕古ｾ，に歯石沈着が認められる 。

O c  前歯部「生ilUJ 乳頭部全体に腫脹がみられる。

x d  色素沈婚はみられない。

砂歯科予防処置

No. 20 

eヨ2・b. c  

( ミラ ーfMl )

[問題 70] ^ ケーリング中にグレ シ タイプキユレットの刃部がポケット内で破折し、歯肉から

の出血がみられたロ

まず行うのはどれか。 l つ選べo

a  洗口させる。

b  エアーをかける。

C  ワッテで止血する。

d  バキュームで吸引する。

砂歯科予防処置

ＮｴｦＺ￟Ｚ ｲＮｴＭＫ ｾ Ｎ＠

O c  スケーラー破折による事故の場合、慌ててバキュームで吸引したり洗口させたりせず、まずは口を

聞けたままの状態で、破折片の確認を行う 。ガーゼやワッテで止血処置を行い、視野の確保に努め

る。

･ ョ ｾ ｣

-・ーーーーー
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[問題 71]  上顎の歯石除去区分を図に示す。

フロントポジションで行うのはどれか。 i つ選べ。

a ① 

b ② 

C  ③ 

d  ① 

砂歯科予防処置

[問題 72] ＴＴ 歳の女性 。 歯石除去を希望 ｌ て来院した 。 初診時の ｮ 股内写真 Ｈ ｾｉｊ 冊午前 ｎｯ ＮＲＱ A )  

とグレーシータイプキュレットの写真( 別冊午前 No. 21日) を別に示す。

写真 A のスケーリングに適切なのはどれか。I つ選べ。

a  ① 

b  ② 

C  ③ 

d  ④ 

砂歯科予防処置

No.21 A  B  

ＮＺＱＺｎ 品主ＮｾＮ ＮｗＮＮｴｌ Ｇｌｾ ・

a  ① は剖- 2 ] までの頬側面である 。この郁1止は 7 口ント ポジンヨンで操作する 。
a  ① は #5 で、前曲部に用いる。 ① ② ③ @  

x  b  ② は. . 1 J - 2 ] までの口蓋側面である 。この部位はパック ポジンヨンから操作する 。
b  ② は # 11 で、臼歯部近心而に用いる。

x  C  ③ は 七L - [ L までの口蓋側面である。この部位はサイド ポジンヨンから操作する 。
C  ③ は洋 13 で、臼歯剖日正，し、而に用いる 。

d  ③ は 七L - じL までの頬側面である 。 この部位はハ γ クポジションから操作を行う 。
x  d  ③は ＣＷ で 、 臼曲部 晦 Ｑ ［ｲ，Ｎｾ｛ｉｪ 面に用いる。

値軍司. a  軍軍耳T a  住亙 ｄｈＲＱ 互豆ｾ

[問題 73]  手mスケーラ ーの仕上げ研磨に朋いる砥石はと: 'hか。2 つ選べ。

a レピースト ー ン

b  セラミックストーン

C  インデイアストーン

d  7 ーカンサスストーン

砂歯科予防処置

‘ 4
1
:t .t-4/，T  

X  a  ルピーストーンは粒子が粗〈 、ス ケーラ の形態修 d に附いる。

b  セラミックストーンは粒子が細かいため 、ス ケーラーの fl I げ問問に用いる。

X  C  インデイアナ A トーンは粒子が粗いた め、 スケーラーの相lliAif' に用いる。

に d アーカンサスストーンは粒子が細かいため、スケーラーの fl: I げ/JIf1fl に用いる 。

ー車耳T b.  d  

a・-ーー
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[ 問題 74] Bi s - G MA 系シーラント材と比較したグラスアイオノマ 系シーラント材の特徴はどれ

か。2 つ選べ。

a  機械的強度が高い。

b  歯質接着性が小きい。

c  M処理が必要である。

d  半萌出歯に適応、できる。

砂歯科予防処置

*iJJij:Fi-4 4  

X  a  レジン系ンーラント材の方が機械的強度は向い。

b  Bi s - G MA 系シーラント材はコンポジットレジンをベースにしているため、接着性モノマーにより

高い歯質接着性を示す。

C  グラスアイオノマーセメントには歯質接婚性があるため、酸処理は不要である。 Bis - G MA 系は按

芯性モノマーによるエナメル質への接着のため、エッチ〆グが必要となる。

d  Bi s - G MA 系はラパーダム防湿が必要となるため、半萌出歯には適用できない。グラスアイオノ

7 一系は半萌出歯にも適応可能である。

ーョ. b、d

[問題 75]  プラークを検体とするのはどれか。 2 つ選べ。

a  Swab test 

b  R D テスト ⑧

c  Dent ocul t ⑨ L B  

d  カリオスタット R

砂歯科予防処置

軍4liu.冨2・
a  Swab test はプラ ークを検体とするう蝕活動性試験で、プラーク中酸産生繭の作 l け 11 を評価する 。

b  R D テスト R は 吃認 を検体とするう蝕活動性試験で、レサズリン還元性菌の活性を測定する。

c  Dentocul t .&- L B は断伐 を検体とするう蝕活動性試験で、 礼I;;:: t弓回 数を測定する。

d  カリオスタァト 慢はプラ クを検体とするう蝕活動性試験で、プラーク中酸産生菌の間 I " I:.b己を評

価する。

e車.a、 d 告III DH21互亙D

f  

J・-ー一

[問題 76]  体重 20 kg の小児に対して 2 %フッ化ナトリウムの曲面塗布を指示された。

安全に使用できる 1 回の使用上限量はどれか。 I つ選べ。

a  3  mL  

b  4  mL  

c  5  mL  

d  6  mL  

砂歯科予防処置

筆盟翠E・
O b  フッ紫の急性中部品は 2mg / k g であり 、体重 20kg では 20 X  2  ｾ＠ 40mg が上限量となる。 2 %

フッ化ナトリウム (9 ，000ppmF) には l mL 中 9 mg のフッ素が含まれているため、 40 7  9  ｾ＠ 4. 44 

が使用上限公となる。

笹彊2・b

[問題 77] う蝕予防に用いられるのはとs れか。 I つ選べ。

a  10 %フッ 化物配合歯磨剤

b  8  %フッ 化第一スズ塗布液

c  0. 2 % リン酸酸性フッ化物溶液

d  2. 0 % フッ化ナトリウム洗口液

砂歯科予防処置

*4!tT.t-+A

・a  歯磨剤へのフッ化物配合は、 7 "J 化物議度として 1. 500ppm (0. 15%) を上| 担と L ている。

b  フッ化第一スズはフッ化物歯菌塗布法に用いる薬剤で、 8 %フッ化第一スズを用いる。

c  ' ) ン酸酸性フッ化ナトリウム溶液 ( APF) は 2 ，0 %フッ化ナトリウム溶液である。

d  7 ' 1 化物洗口法は、毎日法と週 l 固法に大別され、週 l 団法では 0. 2%フッ化ナトリウム溶液を周

いる。

笹璽亙T b  

「
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[問題 78]  ある事業所の社員 30 名に対し、歯周病予防に関する 30 分の健康教室を開催することに

なった。

指導にあたり効果的なのはどれか。2 つ選べ。

a  全員に個別指導を行う 。

b  画 的な行動目標を設定させる。

C  自由に発言できる雰聞気をつくる。

d  歯周病と全身疾患の関連性を説明する。

砂歯科保健指導

‘ｌｬ ｬｩｪｩｾＮ ｴＮ ＴＺ￬Ｎ＠

集団保健指導では事前のアンケート捌査なと' を行い、予め集団特性を把握し 、参加者の集団特性やニー

ズに適した内容で行う。また、集団の人数と時IHl に合わせた指導方法( 個別、小 グループ、集団) で行い、

具体的な保健行動への行動変容につながるように疾忠の正しい理解とセルフケアに役立つ情報を蝶り込

む。さら に、一方的な指導にならないように、参加者が積極的に発言できる場を設けるとよい。

a  30 分の講話時間で個別指導は実施できない。

b  集団には多様性があり、商ー的指導や行動目標の設定は適切でない。

C  参加者が自由』こ積極的に発言し、参加できる場を設けるとよい。

d  保健行動への行動変容につながるように疾Ｎｾ，ＡＺｉＮを正しく理解するための情報を盛り込む 。

ーヨ圏ｾ c 、d

[問題 79]  7 レイルの診断に) 1 ' 1 いるのはどれか。2 つ選べ。

a  )JU 回

b 体 重

C  歩行速度

d  口腔衛生状態

砂歯科保健指導

Ｎ ｾ ￪ Ｚ［ｊ Ｎ ｩ Ｎ ｴｬ｜Ｎ＠

O b  、 c 7 レイ Yレ( 虚弱) は. 加齢とともに心身の活力が低下( j J日齢に伴う変化) し、生活機能障害、要介

護状態、そして死亡などの危険性が尚まった状態をいう 。加齢による変化によか低栄養、転倒、

サルコベニ 7 、尿失禁、軽度 ia. 知障害 ( MCI ) などの危険な加齢の兆候 (老年症候群) を引き起こす。

⑨フレイル評価項目

① 体重減少 ②歩行速度低下 ③ 帰力低下 ③疲れやすい ⑤ 身体活動レベル低下

①ｾ⑤ のうち 三項目が当てはまれば Ｗ レイルと ｾ ｈｲｬｦｩ できる 。

eヨ圏T b .  c  

F 一一

』圃・ーー-

、
コ

n

u
「

C

[問題 80] 49 歳の男性。3 か月前より歯周病治療のため定期的に来院している。 10 目前に行った

健康診断結巣を持参し、結果について相談を受けた。

健診結柴を去に示す。

身 長

体 重

BMI  

内臓脂肪面積

血 圧

ｾｊ 血時血糖

トリグリセライド

HDL コレステロール

L DL コレステロール

健診結よ1 < から考えられるのはとe れか。 l つ選べ。

a  肥満症である。

b  t1jJ 血圧症である。

c  脂質呉常J(II 症である。

d  メタポリツクシンドロームである。

170 c m 

75 kg 

26. 0 kg/ m'  

1l 0 c m'  

125/ 80 mmHg  

100 mg/ dL 

140mg/ dL 

50 mg/ dL 

130 mg/ dL 

砂歯科保健指導

･ 廻草ｾ

乙a BMl が 25 以上であり肥満症である。

x  b  高血圧症と診断されるのは 140/ 90mmHg 以上であるため高J(I I圧症ではない。

x  c  脂質異常症のnt 断はト' ) グリセライドが 150 mg/ dL 以上、 HDL コレステロールが 40 mg/ dL 未満

であるため Ｉｉｾ ＧｦＮｩ拠常症ではない。

x  d  メタポ' ) ツクシンドロームは、必須項目として内臓脂肪蓄積が 100cm' 以上 もしくは腹囲が引性

ＸＵ ｣ｭ 以上、女性 ＹＰ ｣ｭ 以上であり、かつ追加項目Ｈ山糖値、 ｊ ｦｉ ｬ 圧、 ｉｴｬｬｩｾｦ 脂質Ｉのうちいずれか Ｒ 項

目以上が当てはまる場合である。忠者の場合、必須項目は当てはまるが追加項目は該当 L ないた

め、メタポリックンンドロームではない。

値亘理ｾ a  @皇皇自L 旦笠)
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[問題 81]  口腔癌の一次予防はどれか。 2 つ選べ。

a  禁煙指導

b  減塩指導

c  えん下困難者用食品の推奨

d  過度な飲酒習慣の改普指導

砂歯科保健指導

e z E富3・
O a 、d がん予防には、 一次予防と二次予防がある 。一次予防は原因を取り除くことによる 、がんにな

らないための予防法のことである。 生活習慣由来のがん( 口腔癌もこれに合まれる) の予防には、禁

煙や 7 ルコ ル制限、肥満の防止など生活習慣の改普が要求される。また、感染症由来のがんは、

感染源の遮断のための治療やワクチン療法で、ほほ完壁に抑制が可能である 。厚生労働省は、「科

学的な根拠に基づくがん予防・がん検診の充実」において、一次予防( がんにならないための予防)

の現状 課題として、 ① 喫煙 (受動喫煙を含む) に対する更なる対策が必要、②生活習慣病のリス

クを高める量を欽刑している者、運動習慣のある者等の割合に大きな変化がない。③ 肝炎ウイルス

検査結果が陽性であっても、その後の受診につながっていない者がいるとしている。さらに、取り

組むべき施策を 、①喫煙の健康影響に関する普及啓発活動、禁煙希望者に対する禁煙支援、② 受

動喫煙対策の徹底、③スマート 。ライブ プロジェク ト、食生活改普普及通勤等を 通 じた普及啓

発、①肝炎ウイルス陽性者への受診勧奨 普及啓発、 B 型肝炎の定期予防接続の推進や治療薬の開

発としている。

･ ヨ圏ｾ a、d

J ・・-

[問題 82] 3歳 5 か月の男児。上顎乳中切歯が黒くなってきたことを主訴として来院した。上顎荷

側乳中切歯の近'L'、隣接面にう簡を認めるが、それ以外はう蝕はなく、頬舌商ともに口腔清掃状態は

良好である。 1J J診時の口腔内写真( 別冊午前 No. 22 ) を別に示す。問診梨の一部を表に示す。

下記の質問にお答えください。

I お口の中で心配なことがありますか。

2 むし歯の疑いの歯がありますか。

3. 1間食の時間を決めていますか。

4.  1 日何回間食をしますか。

5 よく飲むものは何ですか。

6 保護者が仕上げみがきをしていますか。

(上の前歯の附が黒くなってきた)

@  いいえ

< @)  いいえ

2 回)

変 茶 )  

< @)  いいえ

応急処置後に行う口腔内環境の改善に必要なのはどれか。 2 つ選べ。

a  予防填塞

b  歯問プラシの使用

c  フッ化物歯面塗布

d  デンタルフロスの使m

e亙亙D

a  干防填塞は隣接而のう蝕予防には適応できない。

b  歯 ＱＱＱＱ ブラシの使用は樹 Ｑ Ｑｬ Ｑｾ 隙が認められる高齢者などで用いられる 。

c  7  ';J 化物歯菌塗布はう蝕予防に有効であり、積駆的に利用する 。

仁 d デンタル 7 ロスは、嘩i 1111ブラシが入 らないような隙聞のない隣接

而のう蝕予防に用いられる。

値 車 . c.  d  

砂歯科保健指導

NO. 22 

[問題 83]  幼児へのう蝕原因菌の定着を抑制するのに適切なのはどれか。 i つ選べ。

a  1 自の間食l口l数を減らす。

b  消毒薬で口をゆすがせる。

c  歳ころに離乳を完了させる。

d  保護者のう蝕原因 l簡を減らす。

砂歯科保偲指導

_mi j i c. t4f;・
a  1111食はう蝕催号、のリスクは高まるが、う齢、原因菌の定着とは関係ない。

b  う蝕Ij j ( 因菌伝播の時期はまだ十分な洗口を行うことができず、また消毒薬での洗口自体が好ま L <

ない。

c  う蝕l原因菌であるミュータンスレンサ球菌は、母親など保護者の唾液を介して子供の口腔内に感染

する場合が多い。離乳を早〈終了したからといって、う蝕原因菌の定着が抑制されるわけではないo

d  乳歯萌出前の口腔内からう蝕原悶菌が検出されることはなく 、乳歯の初出後に保護者の唾液を介し

て幼児の口腔内にう自由tB血悶閣が伝摘する。そのため、保護者の口腔内環境が劣悪な場合、子供に伝

捕しやすくなる。

軍軍3・d

3

0

2
』
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[ 問題 84)  72 歳の男性。義歯の汚れが気になり家族とともに来院した。数年前に慢性関節リウマチ

を発症し、右手の運動に制限がある 。上下顎ともに部分床義歯を装着しているが、クラスプ周囲や

義幽床部分に食物残誼や歯石の沈着がみられた。働科医師より義歯清掃について指導する よう指示

があった。

義歯清掃の説明で適切なのはどれか。 I つ選べ。

a  粘膜面は軟毛のブラシで磨いてください。

b  義歯洗浄剤の使用は週 l 聞にしてください。

C  次亜塩素酸系は歯石を溶かす効果があります。

d  こ' 家族が使っている歯磨き粉で磨くときれいになります。

砂歯科保健指導

Ｎ ｾ ＧＡＮ� ＮｧＮＭＴ［Ｎ ［ Ｎ＠

a  注水下で義歯の粘膜国を義愉l 1l ブラシ ( 軟毛) で消掃する。

対 b 義歯洗浄剤の使用頻度は、週に 3- 4 回以上の使mが望ましい。

x  c  次亜塩素酸に歯石を溶解する作用はない。

x  d  義的専用でない歯磨剤を使III して義歯を清掃すると、研磨剤の影響で義歯が摩耗してしまうため、

義歯専用の歯磨剤、もしくは何も付けず水か微i品湯で消掃を行うロ

ーヨ圏T a  

[ 問題 85) 器質性構音陳告がみられるのはどれか。 2 つ選べ。

a  1悩腕錫

b  舌小帯短縮症

C  パーキンソン病

d  鼻咽腔閉鎖不全症

砂歯科保惚指導

‘ "4fd:r.¥.-4;A・

X  a 、 x c  Ii i，I i 霊協やパーキンソン柄は運動障害性構行附符がみられる。運動性榊背陣告は、神経 筋系

の疾忠により、発声 発117則問に筋緊張の異常、筋力低下、協調性の低下などが生じることによっ

て起こる。

(  b 、 d  青小帯短縮症や鼻咽腔閉鎖不全症は器質性構昔障害がみられる。構音214官の形態や構造の輿

常によって起こるもので、先天的な原因としてr I 叢裂や先天性鼻咽腔閉鎖不全症、後天的な原因と

して口腔癌や外傷による ;)!i 口腔顔而の欠損などがある。

値ヨD b 、d

ｾ ・・Ｍ

[ 問題 86)  90歳の男性。歯の磨き方がわからないと家族より相談を受けた。3 か月前に脳梗塞で倒

れ入院加療中である。fよそ者は、食事、排祉、精粋えのいずれにおいても介護者の援助を全蘭的に必

要とし、一日中ベッドの上で過ごしているという 。初診時の口腔内写真 (別冊午前 No. 23) を別に

示す。

家族への口腔衛生指導で適切なのはどれか。2 つ選べ。

a  硬めの歯プランを使則する。

b  抗菌薬入りの合唱量111を使用する。

C  スポンジブラシで粘膜商を清掃する。

d  プラ ークによる誤燃性肺炎の危険性を説明する 。

砂歯科保随指導

e耳亙D

X  a  軟らかめの歯ブラシを使って 、歯頭部や歯! 日l部をプラツンン

グする。

x  b  この状態では含搬は困難である。

O c  粘膜面はスポンジブラシで消掃する。

O d  プラークが誤略性肺炎の原因となることを説明し、介助者に

よる口腔清掃の重要性を恕敵してもらう 。

No.23 

eヨ2・C . d  

[問題 87) 平成 30年向上t 健五J! 栄養調査の結採で、 49 歳以下と比べて 50 歳以上で摂取量が低下

しているのはどれか。 l つ選べ。

a 肉 類

b  野菜類

C  果実類

d  魚介類

砂歯科保健指導

e uJit.t4t;_ 

a 失l茸i摂取量は、 l 番多いのが 15- 19歳 065. 1g) で、2番目が 20 敏代( 146 2g) 、3番目が 30歳代

(126. 2g) と年齢が高くなるにつれ低下していく。

b  野菜類摂取量は、l 番多いのが 60歳代 (304 9  g) で、 2番目が 70歳以上 (304 5g) 、3番目が 50 歳

代 (276 5  g) とな っている。

x  c  来実額摂取量は、 l 帯多いのが 70歳以上 055. 7g) で、2 番目が 60 歳代( 126. 0g) 、3 番Hが 50 歳

代 (73 3g) となっている 。

x  d  魚介類摂取量は、 H 件多いのが 60 歳代 (85. 4g) で、2 帯目が 70 歳以上 (82 3g) 、3 番目が 50 tl長代

(67 6g) となっている。

笹車2・a
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[問題 88]  40 歳の男性。 慢性歯周炎と診断し、歯周基本治療を行うことになった。喫煙者で、いず

れ禁煙したいと考えているが、今すぐに行う予定はないという。喫煙習慣に関する問診結果の一部

を表に示す。

。10 年問、 1 日 15 本の喫煙歴がある。

起床後すぐに喫煙する。

一日の中で朝の喫煙が最もやめにくい。

体調不良時も喫煙している。

一度、 1 か月間の禁煙ができたことがある。

患者への説明で適切なのはどれか。 2 つ選べo

a  r加軌式タパコに変更しましょう j

b  rニコチンの依存性は強くありません」

c  r禁煙できた経過を振り返ってみま L ょう」

d  r喫煙により治療の予後が不良となりやすいですj

砂歯科保健指導

Ei l m畠ヨ・

X  a  加熱式たばこの健康影響について科学的知見はまだ多くないが、主流煙のニコチン量は紙巻たばこ

と同様か ＷＭＸ 割程度あり、ニコチンの吸収到 ＡｊＱｩｾ は紙巻 ｴ｣ｬ ｊＺＧこと類似している。加熱式たばこの単

独使用であっても、ニコチン依存症』こ陥り、その使用を中止することが困難になる可能性がある 。

x  b  rニコチンの依存性は強くありません j は行動変容の動機付けには不適切な言葉である。

O c  関心、期の者に対する、「喫煙について、より個別化した情報を提供する 。H 患者に次に何をすべきか

を考えさせる。 J r禁煙の具体的な方法を提示して禁煙の実行を促す j にあたる。

O d  主訴の治療と禁煙への動機付けになる説明である o

ＮＮｦｾＮ＠ ｃ ｾ＠ d  

[問題 89]  オリゴ糖はどれか。2 つ選べ。

a  パラチノース

b  ステピオサイド

C  アセサルブェーム K

d  カァプリングンユガー

惨歯科保健指導

Ei l m冨3・

つa パラチノ スはオリゴ糖 (少糖類) の つで、ショ糖に転移酵素を作用させて作られた低う蝕性甘岡、料

である o

x  b  ステピオサイド( ステビア) は。配糖体系の非糖質系 H味料である 。

x  c  アセサルフエ←ム K は、ンヨ糖の 200 倍の甘味度をもっ非う蝕性甘味料である。

つd カップリングシュガーはオリゴ糖の一つで、ショ糖分子中のグルコースに、さらにグルコースが結

合した オリゴ糖である。

軍軍国. a .  d  

50 

[問題 90]  日本人の食事摂取基準 ＨＲＰＲＰ 年版Ｉで策定されている ＱＸＭＴＹ 歳が目標とする ｂｾ 厄 Ｈｫｧ Ｏ ｭＧＩ

の範囲はどれか。 l つ選べ。

a  18. 5 - 21. 4  

b  18. 5 - 24. 9 

c  20.0 - 2 4 . 9  

d  21. 5 - 2 4 . 9  

砂歯科保健指導

篭詔草歪，

O b  日本人の食事摂取基準 ( 2020 年版) ではエオ、ルギーの摂取量及び消費量のパランスの維持を示す指

標として、 BM! を採用しており、 18- 49 歳が目標とする BM! ( k g / m
2

) の範聞は 、18.5- 24. 9 と

している。

値軍司・ b

要 点

⑩ 日本人の食事摂取基準 ( 2020 年版) で策定

されている B MIの指標( 目標とする BMI の範囲)

年齢( 議 l 目標とする BM! ( kg m
2

)  

!8 - 49 18.5- 24. 9 

50 - 64 20. 0 - 2 4 .9 

65 - 74 21. 5  - 24. 9 

75 以上 21. 5  - 24. 9 

、
コ
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[問題 91] 75 歳の男性。食事に時間がかかることを主訴として家族と来院した。半年前に気付いた

がそのままにしていたという。検査結果の一部を表に示す。

許価項 目 判 定

口腔不潔 無

口腔乾燥
証

岐合力低下
盤

舌口唇運動機能低下 有

低音圧 有

l凪鴨機能低下
JnE 

嶋下機能低下
狙E

適切な訓練はとe れか。 2 つ選べ。

a  構音訓練

b  舌抵抗訓練

C  頚部可動域訓練

d  プッシング プリング訓練

砂歯科保健指導

‘ J!illl冨3・
食事に時間がかかるという主訴に対し、 口腔阪能依下 ｾ ｊｩ の検査を行っている症例である 。 ｲｴＡ 宇軽量 ｉｭｦｬ ，下症

とは加齢のみならず、疾患や障害、薬の刷刊 ｭ などのｾ囚により、口腔内の感覚、岨瞬、雌下、唾液分泌な

どの機能が少しずつ低下していく柄態である。本症例では舌口唇運動機能低下と低舌圧がみられるため、そ

れぞれに過したリハビリテーンヨンを行う必裂がある。

コa 舌口唇運動機能の低下がみられるため構 11訓練を行う必要がある。

b  舌庄の低下が認められるため、 古，1¥1/[，:111練 を行い古庄のトレーニングを行う必要がある。

x  c  頭部可動域訓糾は摂食膜下降客における ｉｈｊ 接訓練であり、頚部の拘縮予防および改普と ｾｊｩ 部周囲筋

のリラクゼーションを 目的に行う。

d  プァシング プリング訓練は摂食陣下| 暗古における間接訓練であ旬、主に声門閉鎖機能を改普させ

るために行う。

eョ3 a .  b  

52 
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[問題 92]  鴨下機能のスクリーニングテストはと' れか。2 つ選べ。

a  V E  

b  V F  

c  RSST 

d  EAT- IO  

砂歯科保信指導

盤盟亙a

x  a  V E  ( 雌下内視鏡検査) は、鼻から内視鏡を挿入してl咽頭の様子を縦察する鴨下機能の精帯検査である。

x  b  V F  ( 暁下造影検査) は、エックス線造影撮影装置を用いて、被検食物にバリウムなどの造影剤を混

ぜたものを被検者が食べて飲み込むところを搬影する柏帯検査である o

O C  RSST  (反復唾液鴨下テy、ト ) は、随意的な嶋下反射惹起を定抗的に割削lする臨下機能の スクリー ニ

ングテスト である。

O d  EAT - l O は米国で開発された摂食礁下障害の スクリーニング質問1紙で、嶋下時の症状や体重の減

少などに l叫する 10項目の質問に対して忠者の自覚症状を mJ うも のである。

ーョ3 c、d

[問題 93]  摂食 味 F機能障害の組合せで正しいのはと・れか。 2 つ選べ。

a  i¥' 備JUJ のl軍特一一一一食べ物を認知しない

b  口股JYJ の附5.!} 一一一 眼幡、食塊形成ができない

c 目頭JUJ の際主 一一一 食塊が鼻腔へ逆流する

d  食道JYJ の障害 円食道逆流が起こりやすい

砂歯科保健指導

- "4" 冨3

x  a 事情i J 明 1;11  1腔内に取 り込まれた食物を岨噌 L 、食塊形成する時期j である。食べ物を認知しないのは

先行期の| 申書である。

x  b  口腔舟lは食物を膜下するために咽頭への送り込みを行う時間lである。岨嶋、食塊形成は準備期であ

る。

I c  咽頭期は陣 F反射による鴨下関連筋群の協調運動によ って、食物がql 咽頭から食道に送り込まれる

時期である。l咽i罰則の| 申答として誤陣、 l咽頭残留、通過陣容がある。 また、軟口蓋の麻梓や欠損な

どが! 京閃で鼻咽腔閉鎖不全がある場合、食塊の鼻腔への逆流が生じる 。

。d 円食道逆流が起こりやすいのは食道期の障害である 。

ーヨ週t c.  d  
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[問題 94]  装置の写真( 別冊午前 No. 24 ) を別に示す。

この装置の目的はどれか。 l つ選べ。

a  舌房の確保

b  岐合支持の向上

C  食塊移送の改善

d  食道入口部の聞大

‘ 亙亙D

O c  写真は 舌接触補助床である。舌の1; 1) 1控や運動障害による摂食鴨下

[ 華客に対し、舌背と口輩との| 間的; ! を械い、食塊移送を改善する目

的で装着する。

砂歯科保健指導

No. 2 4  

eョg c

[問僅 95]  76 歳の女性。2 年前に脳梗惑を発症し、歩行が不可能にな ったため自 宅にて家族の介助

を受けている。食自ら食事はできるが、最近になり水を飲む際にむせるようになったという 。同居

家族から「どういった形の食べ物にすればいいですか。」との相談を受けた。

食物形態に対する助言で適切なのはどれか。2 つ選べ。

a  i とろみのあるものが良いです。」

b  i細かく主I j まれている食べ物が良いです。」

c  iつるっと飲み込みゃすいうどんが良いです。J

d  iお口の中でまとまりやすいものが良いです。」

修歯科保健指導

ｾ冨 Ｓ ・
a  とろみがある方が鴨下しやすく、べたつくものは陣下しにくいので避ける。

b  細かく刻まれた食物形態は鴨下しにくく、誤陣の危険性がある。

x  c  うどんは吸い込まなければならず、またつる っとした食物形態も誤聴の危険性がある。

d  岨鴫によりまとまりやすい形態が望ましい。

軍 書g a、d

4 ・・ーー

[問題 96] 妊娠 35 週の女性。歯科治療のため水平位にしたところ気分不快を訴えた。

とるべき体位はどれか。 l つ選べ。

a  右側臥位

b  左側臥位

C  7 7 ウラ一体位

d  トレンデレンプルグ体位

砂歯科診額補助

ＧｴＮ ＧｪＴｩｾＮ ｩＭ Ｍｾ ｌＮ＠

x  a 、O b 妊娠末期( 妊娠 28 週以降) に仰臥位をとると、膨大した子; 宮が下太静脈 を圧迫して、心臓へ

の静脈還流が妨げられ、血圧低下、心拍数低下をきたす (¥1111臥位低Jlil 圧症候群) 。そのため水平位診

療は避ける。下大静脈は正中より右側を走行しているため、，[ ¥、者を左側臥{ 立にして下大静脈の圧迫

を解除する 。

X c  7 ァウラ一体位は上半身を 30- 45 度くらい起こ L て頭を高くした体位である。下大静脈の圧迫を

完全に解除できないため、とるべき体位ではない。

x d  トレンデレンプルグ体位は頭側を低くした体位である。下大静脈の圧迫を完全に解除できないた

め、とるべき体位ではない。

値軍司・ b

[問題 97]  HBV に桁効なのはどれか。 l つ選べ。

a  クレゾ- ) レ有けん

b  υ'l f. i J f l エタノ ール

C  次j j [ 温紫敵ナトリウム

d  塩化ベンザルコニウム

砂歯科診領補助

* :. f:，T.t4d・
x  a  、 b 、 x d  クレゾール石けん、消毒用エタノール、塩化ベンザルコ ニウムは無効である o

G c  HBV には次'Il
i
増 伝耐ナ トリウ ムやグルタ ラ ルが有効である。

笹彊耳t c  ( ! ;2 要点集 301 :P66)  

、
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[問題 98]  2級コンポジットレジン修復にmいる器具に 7 トリックスを装着した写真( 別冊午前

No. 25 ) を別に示す。

適用される歯はどれか。2 つ選べ。

a  上顎右側第二小臼歯

b  上顎左側第三小臼歯

c  下顎左側第二小臼歯

d  下顎右側第二小臼歯

‘ 週亙D

O a  、 C 写真の得具はトップルマイヤーのマト リックス リテー

ナーである。トッ 7 ルマイヤーのマトリックスリテーナーは

隣接面を含む寓洞を成形材料で修復する際に用いる器具であ

る。先端にループ状のステンレスマトリックスをネジで( 写

真の右端) 固定し、マトリックスを支台曲に巻きつけ同定す

る。 リテーナーは歯列の頬側からt操作するため、写真のよう

にマトリックスを巻いた場合には、上顎右側臼歯部と下顎左

側臼歯部に用いることができる。

6 彊理T a、c

砂歯科ｾ療補 助

NO. 25 

Ｈ ｾ｡ 要点鍍 ＳＰＲＺ P  14)  

----

[問題 99]  40 歳の男性。上顎左側中切歯の一過性の冷水痛を主訴として来院した。2 か月前から

自覚していたがそのままにしていたという。検査の結梨、う蝕と診断し、光硬化型グラスアイオノ

マーセメント修復を行うことになった。初診時のn腔内写真; (別冊午前 No. 26 A) 、l L の口輩側面

から便宜拡大した口腔内写真 Ｈ 別冊午前 ｎｏＮＲ Ｖ 日 Ｉ及び 切商 ｉｊ ｬＡｬｩ ａ の写真 Ｈ ｾｉｊ 冊午前 ｎｯＮ ＲＶｃ Ｉ を別に示

す。

織洞形成にmいるのはどれか。2 つ選べ。

a  ① 

b ② 

C  ③ 

d  ① 

砂歯科ｾ療補助

NO. 2 6 A  B  

c  

① ②  ③ @  

.'i: jt. 冨3

軽度の冷水痛を伴う前曲部隣接面の浅在う蝕を 、グラスアイオノマーセメントで修復する際の制洞形成に

おいては、できる限り審美性をmなうことなくう簡を開拡し、感染l画質のみを削除して禽洞を完成する。す

なわち 、健全エナメル質をできるだけ小さく削除してう簡を Uf . j 拡し、小型の球状1 チールパーを用いて感染

象牙質を削除する。

a  ① は向述切 j'j lJ i器具に波析する小型の球状ダイヤモンドポイント である。エナ メル質を小 さく切自IJ

し、う織を| 品川ょするために用いられる。

x  b  ②は高速切 ｉｪ ｬｊ保共に装ｾｽするンヤンファータイプの Ｗ ァインカ ｹ トダイヤモノドホイノ卜 である 。

支台歯の仕上げやコンポジァトレジンの仕上げに用いる。

C  ③ は低速切削掠具に装着される ホワイトホイント である。コンポジ y トレジンの仕上げに用いられ

る。

ｾ ､＠ @) は低迷切削器具に装着される小型の球状スチ ルパーである。感染象牙質の削除に用いる。

値軍司・ a 、 d
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[問題 100) 器具の写真( 別冊午前 No. 27 ) を別に示す。

この器具を用いて行うのはどれか。 l つ選べ。

a 抜 髄

b  狽管洗浄

C  根管形成

d  根管充填

砂歯科影療補助

6 2 E冨2・
X  a  抜髄は依髄針( ク レンザー) を用いる。

X  b  根管洗浄には、 次ill ! t匝索隊ナ トリ ウム や過般化本宗本

を用いる。

c  根管形成には リーマ一、ファイル をmいる。

d  写真は レンツ口 である。レンツロは、根首充填用糊剤を根管内に貼付する際に用いる。

No. 27  

eョ. d  〔部妄京証石主丙 〕

[問題 101) 50 歳の女性。上顎右側小臼歯部の食片圧入を主訴として来院した。検査の結果、到の

う蝕と診断され、ワンステップ接着システムによるコンポジットレジン修復を行うことになった。

初診時の口腔内写真( 別冊午前 No. 28A) と処置中の口腔内写真( 別冊午前 No28B) を別に示す。

次に行うのはどれか。 1つ選べ。

a 水 洗

b  エアプロー

C  コンポジァトレジンの填ｾ

d  ンランカップリング剤塗布

砂歯科ｾ療補助

_: f: s; ，.j..4:，. No. 28A 日

x  a  ワンステップボンデイング

材には接着性モノマーが含

まれているため、適用後に

水洗してはならない。

b  、 C  ワンステップ接着シ

ステムは一定時 lal 禽澗に適

刑 L た後に、余剰な材料を

エアープローで簡市lの外に

飛散させ、コンポジットレジンを填塞する。

x  d  シランカップリング剤は、コンポジットレジンヤ陶材の内面処理に用いられる。

ーョ. b
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[問題 102) 岐合鵠の写真( 別冊午前 No.29 ) を別に示す。

矢印で示す角度の調節を行うのに必要な処置はどれか。 i つ選べ。

a  パラトグラムの記録

b  ゴシァクアーチの摘記

c  前方チェックバイトの採得

d  フェイスポウトランス 7 7 一

鑑盟豆D

写真中の矢印で示されている部分は矢状頼路の調節機構であり、チェッ

クバイト法を利用して校合器に再現する。

X  a  パラトグラムとは上顎口蓋部の床形態を診査する方法である 。

X  b  ゴシックアーチは水平的な顎間関係の決定平、水平面内における顎

運動の診査に用いる。

O c  チェックパイト法の際には前 JJ チェックバイトを採得 L 、失状頼路

傾斜角度を決定する。

d  フェイスポウトランス 7 7 ーとは、調節性校合器に上顎模型を付着

するための方法である 。

e軍司・ c  

砂歯科診療補助

No. 29  

Ｈ ｾｊｊ｜要点集 ＳＰＲ : P42)  

[ 問題 103) 歯科治療に用いる採具の写真( 別冊午前 No. 30) を日11に示す。

この器具のJ l I途はどれか。 i つ選べo

a  骨膜の最11両院

b  街糟fJ の切除

c  不良件l芽の除去

d  病的セメント質の除去

aiilsir. t-+. ; T 

a  骨膜の剥離はtr 朕最l九子を用いて行う 。

X  b  歯槽11 の切除は スチ ルハーや ダイヤモンドポイント などの回

転; 滞! *を! l I いる。

C  写真の器具は 工キスカベーターである。不良肉芽の除去に用いる。

X  d  病的セメントの質除去は キュレット型スケーラー を用いて行う 。

軍軍司・ c

砂歯科診療補助

No. 30 
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[問題 104] 下顎右側智歯の抜歯途中の写真 (別冊午前 NO. 31 ) を別に示す。歯冠部を頬舌方向に分

割したところである。

次に使用するのはどれか。 1つ選べ。

a  尖刃万

b  縫合針

c  歯科用鋭匙

d  挺子( エレベーター)

軍司E 醤 遭

難抜歯の流れは、①口腔内洗持、 ② 術 3! j - の消様、③局所麻酔、

③歯 周靭帯の切離および粘膜切ｼ剤、 ⑤ 粘 ｗｾＱｊ Ｇ 脱弁の翻転、⑥骨削除

および歯の分割、⑦ 患歯の脱臼、抜去、 ③ 病巣の掻胸、③創内洗浄、

⑩縫合閉鎖である。写真は歯聞の分割を行っており、次に行うのは患

歯の脱臼である。

X  a  尖刃刀は切開時に用いる。

X  b  縫合は最後に行う。

C  歯科用鋭匙は歯の抜去f去に朋いる。

d  樹冠分離i去、挺子を用いて歯を脱臼させ、抜去する。

値ヨD d  

砂樹科t S 療補助

NO. 31  

[問題 ＱＰＵ ｝ 矯正歯科治療中の口腔内写真Ｈ 別冊午前 ｎｯＳＲＩ をｾｉｪに示す 。

アーチワイヤ の屈曲に用いるのはどれか。2 つ選べ。

a  ホウのプライヤ-

b  ヤングのプライヤー

c  ツイードのアーチベンデイングプライヤ-

d  ツイードのル プフォーミングプライヤー

NO. 32 

砂歯科修療補助

‘ lI!tl; r翠3・
a  ホウのプライヤーは、アーチワイヤーの紡殺や着脱、シンチパッ夕 、エラ λ ティックの装1，などに

用いる。

X  b  、 C  、 d  アーチワイヤーの屈山に用いられるプライヤーは目的や胞幽するワイヤーの断面形

態により様々なものがある。ヤングのプライヤーはピークが三段の円筒状になっている。 0 . 5 -

0 . 9 mmのワイヤーの屈曲に用いられるが、先端の部分は細いため、 0 . 7 mm以上のワイヤ ーの屈

曲に用いてはならない。 7 イードのアーチベンデイングプライヤーは角型のワイヤーの屈曲に用

い、オフセット インセット、トルクの付与に用いる。ツイードのループフォーミングプライヤー

はワイヤーにオメガループ等のループを付与するために用いる。

e軍団t c.  d  

60 

(¥¥:9 要点集 302 :P 51)  

マ¥PP "

d・-

[問題 ＱＰＶ ｝ 乳歯周既製冠の写真 Ｈ ｾｴｊ 冊午前 ｎｯＳＳ Ｉ を別に示す。

装着時に使用するのはどれか。 2 つ選べ。

a  金冠ばさみ

b  モスキート紺子

c  ヤングプライヤー

d  ゴードンプライヤー

砂歯科ｾ療補助

毎週亙z・
乳歯周既製冠修復には、金冠ばさみ、ゴードンのプライ

ヤ一、ムシャーンのプライヤー 、U;<合面調整鉛子、岐合

紙、研磨朋パーを用いる。

a  金冠ばさみで曲i ' l J i 部の過剰部分を除去する o

X  b  モスキート鮒子は J!-. 血割t+である。

X c  ヤングのプライヤーは矯正用結繋線の屈曲に用いる。

O d  ゴードンのプライヤーを用い、冠縁の切除と適合を

行う。

NO. 33 

値重2・a. d  

[問題 ＱＰＷ ｝ 口 腔消婦の日 ＧｉｾｾＧ 生活自立度判定基準 Ｈｂｄｒ 指標〉羽田はどれか。 Ｒ つ選べ 。

a  うがい

b  義的措脱

C  歯磨買tJ の使用

d  フロアシング

砂歯科診療補助

4!l!!j{r-冨3

O a  、O b B DR 指標とは、 ( 寝たきり) 高齢者の口腔清掃がどのような状態かを評価するものであ り、口

腔清掃の自立度判定基準となるほか、口腔清掃の実施度の目安にもなる。 B DR 指標の許価項目は

B  :  brushi ng (曲I1 ｾ Ｉ 、 ｄ :  dent ure wear i ng (白幽寸脱) R :  mout h ri nsi ng ( うがい) があり、この

3 項目を調べ、自立、 一部介助、全介助の 3 段階で評価する。B DR 指標は口腔清掃指導や支援に役

立てることができる。

C  、 X d  B DR 指標項目に歯磨剤の使用や 7 ロッシングは合まれていない。

領 軍 . a.  b  

点

⑨ B D R 指標

自 立 一部介助 全介助

日曲踏き

a  11ぽ自分で磨く b  部分的には自分で磨〈 c  自分で踏かない

B  I  (Brushi ng)  

a  J  移動して実施する b  J  座{ 立を保つ c  1  鹿位. 半座位をとる

D  

a  2 雅床で実施する b  2  座位を保てない c  2  半座位もとれない

指揮R  

D  義歯珊脱 a  自分で着脱する b  着脱のどちらかができる C  自分ではまったく着脱しない

( Dentu周

We凹 g)

R  うがい a  プクプクうがいをする b  水を口に含む程度はする c 水を口に含むこともできない

」ー ( Mouth Rinsing) 

3

0

2
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[問題 108) 片麻癖のある患者の歩行介助で適切なのはと' れか。2 つ選べ。

a  患者の麻棒側に立つ。

b  杖は曹、側で持つよう指示する。

c  靴底は摩僚が少ないものを準備する。

d  階段を昇る場合は健側から昇るように指示する。

砂歯科ｾ額補助

‘ Ｔｩｴｬｩ ｲ • 醤 Ｓ ・
) a  麻締患者の歩行介助を行う際、介助者は緑地側に立つ。

X  b  杖は健側で持つため、杖を持たない側( 忠側) で介助する。

X  C 輩擦が少ない靴底は滑りやすく、転倒する危険性が高い。

O d  階段を昇る際は、健側下肢→忠側下肢の川nに一段ずつ確実にゆっくり昇るよう指示する。

e車 圏T a 、 d

[問題 109) 二等分法エァクス線写真 (別冊午前 No. 34 ) を別に示す。

失敗の原因として考えられるのはどれか。2 つ選べ。

a  患者が動揺した。

b  照射線量が不足した。

C  フィルムを轡曲させた。

d  フィルムを保持した指が写 った。

ＮｾｦｬＮ�Ｎ ｴＮ ＭＫｲｊ ・

a  第一大臼歯の歯冠部の金属機不透過像のずれは、患者の動揺によるもの

である。

b  照射線量が不足 L た場合 I上 旬化I が低下する。

c  f輩の歪みの原因は、フィルムを轡山させて保持したためである。

d  指はフィルムの外にあるため写らない。

竃 彊 . a.  C  (¥¥:9 要点集 302: P86)  

砂歯科ｾ療補助

No. 34  

、
コ

n

u

、c

[問題 110)  う蝕治療中に患者がてんかん発作を起こした。

直ちに行うのはどれか。 l つ選べ。

a  'L、肺猷生を開始する。

b  ポノ〈ース体位をとる。

C  口腔内の綜A を取り出す。

d  トレンデレンプルグ体位に変換する。

砂歯科診療補助

Ｎｦｩｬ￟ ［ ｾＮ ｴ Ｔ，｜Ｎ＠

X  a  心肺麻生は「意微なし」、「脈拍な LJ 、「呼吸なし」の! 控に開始する 。

X  b  ポパース体位は 脳性麻 ｾｗ の患者に対して行う 。

O c  てんかん発作を認めたら、歯科治療を中断し、口腔内の器具を取り出し安全を確保する。また、患者の衣

HFl を絞め、思者がユニットから落ちたり、頭をぶつけないように注意を払う。

d  トレンデレンプルグ体位は頭側を低く した体位である 。てんかん発作の抑制にはならない。

e軍司・ c

要 点

⑨てんかん患者の歯科治療中の注意点

① てんかん発作の誘発因子、発作の初発時期、発作前中後の状況を詳細に把握する。

② 現在の服m薬とコントロールの状態を確認し、主治医と連携する。

③ てんかん大発刊は生命の危険に繋がるため、発作の早期発見と早期対応が望ましい。

④ 原則として発作を誘発する行為は避ける。音ゃ光、複雑な税械などの祝覚刺激には注意する。
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[問題 1J  ミユールライターの三徴候が識別の目安となるのはどれか。 1 つ選べ。

a 上 下

b 左 右

c 歯 種

d 性 別

惨解剖学

‘lfI .l ir.t-
4

:;]・
O b  ミュールライターの三徴候( 隅jfJ 徴、野 II U徴、歯根徴) は 、左右識別の目安となる。

① 附角徴 遠心、切縁( 岐合縁) 附角は、近心切線( 岐合縁) 隅角よりも 鈍角で丸みがある 。

②符 ｾｮ 徴 唇( 頬) 面の近心半期lは 、 特 例u 刑lにlI' lJ かつて強く突出している。

③ 歯 根 徴 根 尖 1 / 3 は速むに向かつて屈曲lする。

e軍 国T b  

[問題 2J  下顎骨の写真 (別冊午後 No. 1  ) を別に示す。

顎舌手i 筋が付着するのはどれか。 l つ選べ。

a ① 

b  ② 

C  ③ 

d  Gl 

e z E冨3・
X  a  ① は筋突起で、 側頭筋の停止部である。

b  ② は関節突起 (翼突筋商) で、外側鴻突筋の停止部で

ある。

<  c  ③ は翼突筋籾面で、 内側翼突筋の停止部である。

d  ④ は顎舌骨筋線で、 吉舌背筋の付着部である。

値 彊 . d  

66 

砂解剖学

No. l  

[問題 3J  上皮組織の模式凶を示す。

。。
よ 亘 = i <2> T Gコ由

一一一ー U? J g> I " ' l oTすロ訂01 o ¥る

0 1 0倒 OI El 証一面1 白J 0 l 0 旦

仲良時

τ ごてＭ，二ＭＭーーニテて］三ｾＭＭ玉二］ご

収縮1時

この組織がみられるのはどれか。 1 つ選べ。

a 口 腔

b 食 道

C  小 腸

d 勝 脱

砂解剖学

篭盟亙D

X  a  口腔粘膜は 電脳¥UiiYι 皮である。

X  b  食道は if{ 駒刷、V I 伎である。

X  C  小腸は門性 u主である。

O d  闘は移行よl主である。移行上皮は伸び縮みをして、上皮細胞の形を変化させることができる上皮で

ある。

値重酒T d  

[問題 4J  赤I11I 球数の附加を促すのはどれか。 1 つ選べ。

a  ガストリン

b  メラトニン

C  テストステロン

d  エリ λ ロポエチン

砂生理学

*lfI si，.t.4 .'. T  

エリスロポエチンは約 34kD の糖タンパクで、赤非球系 iiij 駆制! 抱や、ヘモグロビン令成前の赤芽球に作

用して赤胤球産生を充i監させる。

X  a  ガストリンは ItTl 般の分泌を促進する。

X b  メラト ニ ンは松弔14>から分泌され、 時n[( と: l i : 醒のリズムに関与する 。

C  テス トス テロンは精子形成の促進に関与する。

d  エリスロポエチンは腎肢で産生され、赤血球産生を促進する。

e彊3・d
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[問題 51  小腸において分解されずに取り込まれるのはとeれか。 l つ選べ。

a  グ ル コ ス

b  スクロース

C  セルロース

d  グリコーゲン

惨生理学

*4!s; r.t-4:，-

O a  グルコースは単糖である。小腸の吸収上皮細胞にそのまま吸収される。

x  b  スクロースは単糖であるグルコ - A とフルクト - Aが結合したこ糖類の l 植である 。糊質分解商事素

で分解を受けて吸収される。

x  c  セルロースはβ グルコースが1 I i 合した 多糖却である。食物繊維の主成分であり、ヒトがもっ消化酵紫

では分解されない。

x  d  グリコーゲンは α D ーグルコースが重合した 多糟叫である。

ーヨ圏. a  

[問題 61  味覚神経線維を含むのはどれか。 l つ選べ。

a  三叉神経

b  舌咽神経

C  回! 神経

d  舌下神経

砂生理学

篭亙亙ｾ・

a  三叉神経( 下顎神経) は、舌前方 2/ 3 の'-11説; に関係する。

b  舌咽神経は舌後方1 / 3 の味覚を司る。

c  日! 神経は第J ( [ 脳神経で、胸鎖乳突筋と仰軒l筋に分布する。

d  舌下神経は第凋脳神経で、 舌の亙併に関係する。

軍軍. b

[問題 71  コラーゲンの合成に必袈なのはどれか。 l つ選べ。

a  ビタミン A

b  ビタミン B ，

C  ピタミン C

d  ビタミン D

砂生理学

.lflijir.tl' ，_ 

a  ビタミン A は、視覚機能の維持や上皮細胞の正常化などに関与 L ている。

b  ビタミン B ，は、糖質やアミノ敵代謝に重要な働きをしている。

C  コラーゲンはタンパク質であり、続々のアミノ酸から構成されている。なかでもコラーゲンに特徴

的なアミノ酸であるヒドロキンプロリンとヒドロキンリシンは、 プロリノ と 1) :/ノ の水際化によっ

て作られる。 この水酸化に ビタミン C が必要となる。

d  ビタミン D はカルンウム ft ，ｾ に関与している 。

eョ.c
68 

f  

[問題 81  炎症の 5 大徴候はとずれか。 l つ選べ。

a 虚 血

b 充 血

c 梗 塞

d  機能障害

砂病理学

‘ 週".L-J，，>>

x  a  虚血とは、局所の血液最の現象である。長時聞の虚血により、退行性病変( 変性、萎縮、壊死) や梗

塞が生じる。

x  b  充血とは、局所へ動脈血の供給が噌加することである 。

x  c  梗塞とは、血管の閉塞により生じる局所的虚血性壊死をいう 。

d  炎症とは、傷害や刺激に対して生体が示す反応である 。炎症の臨床症状には、 発亦、腕服、発熱、

容姉、機能1布竺があり、これらを炎症の 5大徴候という 。

e軍司・ d

[問題 91  内側鼻突起と上顎突起の発育不全によって生じるのはどれか。 1 つ選べ。

a  口唇裂

b  口盟主裂

C  斜顔裂

d  横顔裂

惨病理学

ＮｾｾＺ￟ Ｚ ｲｴ ＱＭ ＧＭｴＮ＠

a  口唇裂はf人l問。ω兜耐 と UJ i ' i突起の発育不全によって生じる。

b  口蓋裂は左右の 11持突起の癒合が妨げられることによって生じる。

x  c  斜顔裂は上 l 突佐 と外側鼻突起の癒合不全によって生じる。

d  横顔裂は t. ＧｊｩｬＧｾｾ と ｴＢ 'iR突起の癒合不全によって生じる。

笹璽耳T a  

b ー

、
コ

n

U

「
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[問題 10J 夏に流行し軟口蓋に多数の水抱を形成するのはどれか。 l つ選べ。

a 水 痘

b 麻 疹

C  手足口病

d  ヘ ル パ ン ギ ナ

砂病理学

‘ ｾｩＺＺ�Ｎ ｴＮ ＴＮａ ・
X  a  水痘に季節性はなく、通常、軟口蓋における水抱形成もみられない。水痘が再感染した場合に生じ

る帯状庖疹は口腔内にオ掘を形成するがこれも季節性はない。

X  b  麻疹は我が国では春から夏にかけて流行する傾向にある。麻疹の際に出現する Kopl i k 斑は主に頬

粘膜に発生し、水砲を伴うこともあるが、一般に灰白色の発疹で軟口叢に多発することはない。

X  C  手足口病は夏季に流行する コクサツキーウイルス A 群、エンテ ロウイルス 71などによる疾患であ

る 。 発熱とともに口腔粘膜と手掌、足Ａ立などの凶肢末端に ＲｾＳｭｭ の水 ｪｦｩｪ 性発疹が出現する 。 軟

口蓋には水抱は生じない。

O d  ヘルパンギーナは初夏から秋口にかけて流行する主に コクサ y キーウイルス A 群による疾患であ

る。突扶の発熱に続いて、咽頭痛と咽i i J i粘膜の発赤、口腔内、主として軟口蓋に直径 1- 5 mmの

紅量を伴う小水抱が多発性に出現する。

e車.d
( 叫要点集 302: P59)  

[問題 11 J  形質細胞に分化するのはどれか。 l つ選べ。

a  B 幸111胞

b 肝 rj r球

C  樹状細胞

d  肥満細胞

砂微生物学

*4@: ; . t-4: ' ;T 

a  B細胞は形質細胞に分化する。

b  好中球は血中の白血球で最も多い。自i い官官能があり、自然免疫に関与する。骨髄球系に由来す

る。

C  樹状細胞は抗原提示細胞の一つで、皮胤や気迫粘膜などに存在する。

X  d  肥満細胞は粘膜下組織や結合組織に存在する細胞で、 I gE レセプターをもち、 l 型アレルギーの発

症に関与する。

e彊週T a  

7 0  

. . . . . . . . .  ← 
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[問題 12J  黒色色素産生菌はどれか。 1つ選べ。

a  Act i nomyces vi scosus 

b  PrevoteJJa i ntermedi a 

c  Tannere/1a  iorsythia 

d  Treponema denticola 

砂微生物学

軍軍軍ｾ

x  a  A.  viscosus はグラム陽性通性嫌気性梓菌で、根面う倒! や歯肉炎と関与すると考えられる。

o  b  P  i ntermedi a や P. gingiva1is などが黒色色素産生菌として知られる。

x  c  T. [orsythia はグラム陰性侃性嫌気性紡錘菌で、 P gingival is などと同様に} リプシン株酵素を産生

するが、よg色色紫は産生しない。慢性歯周炎の進行に関与すると考えられる 。

x  d  T. denticola は代表的な口腔スピロへータで、軸鞭毛をもち運動性がある。デンティリジンという卜

リプンン様静索を産生するが、黒色色素は産生しない。慢性歯周炎の進行に関与すると考えられる。

e軍3・b

[問題 13J  アセチルコリン (A C h) と薬物 ① による競合結抗の闘を示す。

100 

反

応

率

% 日

A C hのみ

A C h  

+  

- 唱』

薬物①

A C h漉度( 対数漉度)

薬物 ① はどれか。 l つ選べo

a  ジアゼパム

b  7 7 ，ビリン

c  7 トロピン

d  リドカイン

砂義理学

Ci l Il [草3・
a  ジアゼパムは G へB ^ 受容体作用薬であり、 A C h とは競合桔抗しない。

b  アスピリンは' 1' ステロイド性抗炎症薬であり、受容体に作用しないため A C h とは競合指抗しない。

C  作用薬と桔抗薬が競合的結抗をする場合に、作用薬の受容体に踏抗薬が結合すると、作用薬が受容

体から離れて作用が低下する現象である 。作用薬のi塵度が上局すると指抗薬が受容体から離れ、作

用薬の最大効果が得られる。アセチ Jレコリンは ムス可' ) 受容体の作用薬で、その桔抗薬は ア

ピン である。

d  リドカインはアミド型局所麻酔薬で、神経線維の Na チャネルを遮断することで麻酔効果を発現する。

篭車2・c
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[問題 14]  医薬品の開発プロセスで、少数の患者を対象とするのはどれかo 1 つ選べ。

a  第 l 相試験

b  第 2 相試験

C  第 3 相試験

d  薬物動態試験

砂麓理学

‘ 調4-"h-

X  a  臨床試験は、新薬の承認申請に必要なデータを作成するために、ヒトに行う試験で、第 I 相~第皿

相がある。第 I 相試験は同意を得た少数の健康人を対象とする。

O b  第E 相試験は同意を得た少数の患者を対象とし、有効で安全な投薬量や投薬方法などを確認する。

X  C  第血相は同意を得た多数の忠者を対象とし 、二重盲検試験などにより 、既存薬と比較した新薬の有

効性や安全性を確認する ロ

X  d  薬物動態試験は、臨床試験より前の段階の前臨床試験において、体内薬物動態を調べるために、動

物を用いて行う 。

e軍司T b  

[問題 15]  アラキドン酸カスケードの図を示す。
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① ト口ンボキサン類 口イコトリエン類

① に該当するのはと

a  ブラジキニン

b  リポコルチン

C  プロスタグランジン

d  ロキソプロフェンナトリウム

砂薬理学

el l !tt. i 4:': T  

X  a  プラジキニンは 内因性，ｾｪ，Ｈ，物質 で、血竣タンパクから合成される 。

X  b  リポコルチンはステロイド性抗炎症薬によって産生されるタンパクで、ホスホリパーゼ A ，の活性

を阻害することで、アラキドン酸遊離を抑制lする 。

O c  ①はプロ スタグランジンである。プロスタグランジンはシクロオキンゲナーゼの作用によりアラキ

ドン酸から合成される 。

X d  ロキソプロ 7 ェンナトリウムは非ステロイド性抗炎症薬で、 シヲロオキンゲナーゼを阻害すること

で抗炎症作用を示す。

e軍司t c  f函蚕扇嘉吉面否瓦五〕
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[問題 16]  胃食道逆流症による酸蝕症の好発部位はどれか。 1 つ選べ。

a  上顎前歯口蓋側面

b  上顎臼歯岐合面

C  下顎前歯切縁

d  下顎前歯唇側面

砂口腔衛生学

‘翠，.t-.i{，T'・
酸剖1症は口股内細菌が産生した酸以外の酸によって歯が溶解する疾患である。原因となるのは、① 酸取

り扱い作業者の職業性曝露 ② 酸性食品による』悦灰 ③胃食道逆流症に よる胃酸による脱灰などがある o

O a  胃食道逆流症による胃酸に起因する脱灰は、胃酸が直接触れやすい上顎前向円兼側面などに好発す

る。

X  b  食品による酸蝕は岐耗を助長することから 、上下顎臼歯岐合面で進行することが多い。

X  C  酸取り扱い作業者の職業性曝露では大気中からの般の暴露によるため、 下顎前向切紘に生じやす

し言。

X  d  酸性食品を摂取した直後にブラッシノグを行うと、 下顎前向唇側面 のエナメル質の損耗が生じやす

い。そのため酸性食品を摂取したあとは、 30 分ほど時間l をおいてからプラァシングをするとよい。

値彊2・a

[問題 17]  6- 7歳児への口腔清掃指導で適切なのはどれか。 l つ選べ。

a  プクプクうカ九、

b  歯問プランの使用法

C  第一大臼歯に対するー歯磨き

d  北久切歯に対するローリング法

砂口腔衛生学

Ｎｾｴ Ａ￟［ｲＮｴＭ ＴＮｾＮ＠

X  a  水によるプクブクうがいでは歯垢を十分に務とすことができない。

X  b  歯l問ブラシは、歯肉の退縮により歯間部に空隙がみとめられる部位に適応される補助的清掃用具で

ある。一般に、 6- 7 歳児へは適さない。

O c  6- 7歳児は第 大臼歯の萌出期であ り、第一大臼歯に対するー歯磨きがとくに重要である。

X  d  永久YJ 歯に対するロ リング法は歯肉マッサージを主目的としたブラッシング法であり、第 大臼

歯のう齢、予防には適きない。

軍 書: ' c

3

0

2
』

7 3  
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[問題 18]  26 歳の女性。上下顎前歯部歯肉の発赤と腫脹を主訴として来院した。初診時の円腔内写

真 ( 別冊午後 No. 2 ) を別に示す。医療面接の結巣の一部を表に示す。

プラッシング回数 i 日2 回 (朝、就寝前)

間 食 ほほ毎日午後 3 時にしている

補助的清掃2器具 f史っていない

歯磨剤l フッ化物配合歯磨剤を使用中

主訴に対する指導内容で優先すべきなのはどれか。 i つ選べ。

a  IIf J食の摂り方

b  プラッシング方法

C  デンタルフロスの使用

d  ブラッシノグ回数の増加

- i J .s:;. t.4:，. 

a  間食の11 ¥り方ゃ内容はう蝕発生に i車〈関与するが、う蝕を疑

う所見はないため、優先すべき事項ではない。

b  前歯部商肉の発赤と腫脹は、前歯部の鍍生による不十分なプ

ラッシングが原肉として考えられる。 よって、まずは適切な

プラッシング方法を指導する。

C  まずは歯ブラシによるプラッシングを徹底し、その後に補助

的清掃Ｈ，ｾ具を指導する 。

d  歯肉の発赤や腫脹はブラツンング回数よりも方法に原因があ

るため、まずはプラアンング五法を改持する 。

値軍: i a b

7 4  

砂口座衛生学

No. 2  

3

0

2

 

[問題 19]  的のフッ素症の特徴はどれか。2 つ選べ。

a  う蝕抵抗性が高い。

b  左右側同名l宙に発症する。

C  象牙質の形成不全である。

d  永久歯に比べて乳簡に発症しやすい。

砂口瞳衛生学

6 盟'r.Uf，・

歯のフッ紫症 (111状肉) はフッ 化物による慢性中毒の l つで、的の形成ml に数か月から数年に渡って高濃

度のフッ化物を含有する飲料水を飲水したときに出現する エナ メル Ｑｾ 形成不全である 。 フッ素は胎盤を通

過しにくいため、乳l晶では発症が稀である o

O a  う蝕抵抗性は l宵ぃ。

(  b  左右の歯に対称的に現れる。

x  c  エナメル質の形成不全である。

x  d  7 ッ索は胎盤を通過しにくいため、乳歯での発症は稀である。

値彊2・a 、b

点

⑨フッ素症( 斑状歯) の特性

・的の形成 j明に数か月から数年に渡って高浪度のフッ化物を合訂する飲料水を飲水したときに 出現す

る。

- 同一水源の地域に集団的に発現する。

. 左右対称に発現する 。

.  ;f L歯は永久的に比べて発現しにくい。

・発現は飲用水の 7. ; 紫濃度だけでなく、年間平均気温にも影響を受ける( 気温が高いと飲水量が多く

なるため) 。

⑨フッ素の曹司生

「一一一一ーァ色咽汁住性発現批 1- 2mg  kg (成人 NaF で 100- 200mg)

症状| 吐き気、回腸障害

急性品位

処 置

- 牛乳の飲用 ( カルシウムの存在により、吸収が阻害される)

. 石灰水での胃洗浄

・10%グルコン蔽カルシウムの静注ぶどう結溶液の静i1

致死量 2- 5g 

l 飲l日本 1- 2ppm以上

慢性ヰ性 ;  

飲用水 8ppm以上

斑状曲 (歯牙形成IUD

骨硬化症 00年以 u
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[問題 20J 健康日本 21 ( 第二次) の目標項目はと' れか。2 つ選べ。

a  3歳児でう蝕がない者の割合

b  40 歳における歯間部消締器具を使用している者の割合

c  60 歳代における岨暢良好者の割合

d  80 歳で喪失歯のない者の割合

砂口腔衛生宇

.::I4r•t-4tiÞ 
O a 、 c 健康日本 21 ( 第三次) では、「歯 1-1肢の健康は、口から食べる喜び、話す楽しみを保つ上で重

要であり 、身体的な健康のみならず、精神的、社会的な健康にも大きく寄与する」としている 。そ

して 、歯の喪失による l血嶋機能や榊骨機能の低下は多面的な影響を与え 、最終的に d主的の質に大き

く関連することから 費 粛 にある H際を設定している。

笹車置T a .  c  

要 点

⑨健康日本 21 ( 第二次) の目標項目

① 口腔機能の維持向上

(60 歳代における U[! 嶋良針背の割合の増加)

② 歯の喪失防止

7  80歳で 20 的以上の自分の曲を有する者の割合の増IJII

イ 60 白星で 24 曲以」町内分の歯を有する者の割合の押1加

ウ 40 歳で艇失耐のない者の出l合のm却I

世f 口陵町健康

③歯! 司病を有する釘のWtift の減少

ア 20 歳代における ml kJ に炎症所見を有する者の割合の減少

イ 40 歳代における巡行 L た歯周去を有する者の書合の減少

ウ 60歳代における逆行した歯周炎を有する者の制合の減少

@ 乳幼児学齢期のう蝕のない者の附)JII

ア 3歳児でう蝕がないI f の訓告が 80%以上である都道府県の増加

イ 12 歳児の一人平均う曲数が1 . 0歯未満である都道府県のm加

⑤ 過呈 l 年間にf却特検診を畳i$ した者の割合的増加

[問題 21J  3 歳児歯科健康診査で曲の汚れの診査部位として規定されているのはどれか。 l つ

選べ o

a  上顎 4 前歯唇雨

b  上下顎 8 前歯唇而

C  上顎全曲唇 ( 頬) 箇

d  上 F顎全歯惇( 頬) 蘭

砂口笹衛生学

. .Ti j ;  •. ｴＮ ＴＮｾＮ＠

O d  3 歳児歯科健康診査における歯の清掃状況 (曲の汚れ) は、全曲唇商の街垢の付o l : fを診査し、ほほ全

歯の唇面に歯垢が付着していて、消婦指導を必要とする者を清掃不良とする。

ーヨ耳T d  

7 6  

[問題 22J 前向きコホー ト研究と比べた後向きコホート研究の利点はどれか。2 つ選べ。

a  結果の信頼性が高い。

b  労力が少なくてすむ。

C  研究に要する期間が短い。

d  調査対象者が少なくてよい。

砂衛生学・公衆衛生学

6翠冨ヨ・

前向きコホート研究は、現時点から未来の事象を調査することであり 、後向き研究は過去の事象を調査

することである。前向き研究は、これから研究を行うため、例べたい項目を予め決めてから調査するた

め、交給悶子の闘継がしやすく、研究結果の信頼也が高い。一方、後向き研究は、実際に試験はせず過去

の資料を調べるだけであるため、コストや労力が少なく、捌査JUII 日i も短い。 しかし過去の記録であること

と、調査項目はすでに記録として残っているものに限定されることから 、前向き研究に比べて結果の信頼

性は低い。

x  a  結果の信頼性は前向きコホート研究が高い。

O b  労力は 後向きコホート研究で少ない。

c  後向きコホー ト研究は研究に要する期聞が短い。

x d  催忠率などにより、後向きコホ ト研究が常に必要調査対象 E数が少なくてよいわけではない。

値彊3・b 、 c

[問題 23J  介護給付費 Ｈ 利用者負担を除くＩにおける公貨の負担 ｾＱｾｊｦｴ はどれか 。 ｉ つ選 べ 。

a  2 0 % 

b  3 0 % 

c  4 0 % 

d  50%  

砂衛生学・公衆衛生学

‘調ｾ
O d  要介護認定を受けた被保険者が利用す る介護保険サービスの獄用 ( 介護給付費) 1 ; 1. 原則としてか

かったmnの I 割をサー ビス利用者が負担する。ただし、平成 27 年 8 月より、一定以上の所得が

ある被保険者は利用者負担が 2 割となり、平成 30 年 8 月からは、特に所得の高い被保険者は 3 自l

負担とな った。 また、介護保険の財源は下図のように、岡( 岡庫負担金+ 調整交付金) 県 市町村

の公費 (税金) と、 40 歳以上の被保険者が支払う介護保険料等でまかなわれている。

⑨介護保険制度の財政構成

「 ー 湖 整 刻 拍

5% 

都l 号保険料

23% 同信駐日間全

加

ゐ 2 ｾＭＡｾｾ ｴＺ［ 長 ｦ

2 i 'lも

続置府県負担金

12.5% 

保険料

5 0%  

市町村負担金

12.5 

公 費

5 0 % 

笹E J・d

、
コ

n

u
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[問題 24]  国際生活機能分類 (I CF)の嬰索と具体例の組合せで正しいのはどれか。2 つ選べ。

a  活 動 ←一一一一一 一 一 一 就 職

b  参 加一一ー一一一一ー一一ボランティ 7 活動

C  環境因子一一一一一一一一一ノてリ 7 7 リー

d  個人因子←一一一一一一一車椅子の使用

砂衛生学・公衆衛生学

ＮｾＧＡｩｪｩｩＮ ｬＭＴｦｴ￞＠

O b  、 c ICF は、障害の持つ持たざるに関わらず、すべての人を対象とした生活機能、生きることの全

体を現すものである。障害に関する国際的な分類としては、rWH O匡l際障害分類( I CI DH) J が用い

られてきたが、2001年5 月の WH O第 54 匝l総会において、その改訂版として rrCFJ を採択した。

I CF は、人間の生活機能と障害について「也、身機能 身体構造J r活動 参加」の次元及び「環境

因子 個人因子j 等の影響を及ぼす因子で構成されており、 rICIDHJ が身体機能の際答による生

活機能の障害 (社会的不利) を分類するという考え方が中心であったのに対し、 ICF はこれらに環

境因子という観点を加え、例えば、パリ 7 7 ' ) 一等の環境を評価できるように構成されている。

.  ｾ＠ 参回。

eョ. b 、 c 岳iJl DH2l 豆亙②

裏 点

⑨ I CF ( 国際生活機能分類) 概念図 (具体例が入ったもの)

I CD (国際疾病傷害死因分獄)

制州、独 〉ロ E亙三亙互コ

世間

仇一

t

z

一

' し、身機能

身体構造

a  
精神機能

運勘複能、

視 覚 聴 覚 . 等

く亘ｾ く:1I!I M Ff- ::> 

ι  
年前性別、民族、

生18阪、価値観.

ライフスタイル、等

E盈日

78  
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[問題 25]  温熱感覚の要素でないのはどれか。 i つ選べ。

a 気 圧

b 気 温

c 気 温

d 気 流

砂衛生学・公衆衛生学

‘ 翠韮E・
x  a  気圧は沿熱感覚とは関係しない。

b 、O c 、O d illi 熱感覚を規定する要素は気温、気温( 温度) 、気流、縮射熱の 4つである。

値彊2・a

[問題 26]  セカンドオピニオンとしての対応で適切なのはどれか。 1つ選べ。

a  検査の実施

b  転医の推奨

C  治療の実施

d  治療方針の提示

砂衛生学・公衆衛生学

笹亙亙a

O d  セカンドオピニオンとは、也、者が、検査や治療を受けるに当たって、主治医以外の医師に求めた

「意見」、または、「意見を求める行為」であり、忠者が自己決定を行うための判断材料である。「診

療」ではなく「柑談」である。現在の治療で回復への希望が失われたとき、治療法の選択において

病状がボーダーラインにあるとき、地方在住などで専門医の診断を受けていないとき、疾患の原悶

が不明または稀な疾忠のときなどが、セカンドオピニオンの有用性が高いとされている。本間は、

セカンドオピニオンにおいて医療者がなにを患者になすべきことが適切なのかを問うている。

ーョ3 d

、
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[問題 27J  検診等と根拠法令の組合せで正しいのはどれか。2 つ選べ。

a 歯周疾患検診 健康増進法

b  特殊健康診断 一一一一 労働基準法

C  特定健康診査 一一一一 地域保健法

d 就学時健康診断 学校保健安全法

砂衛生学・公衆衛生学

隼誼亙韮ヨ・

0 3  健康増進法では市町村による健康増進事業として 、歯 周 疾 患 検 診 骨 粗 怒 症 検 診 肝炎ウイルス検

診 特定健康診査非対象者に対する健康診査 がん検診の各事業が規定されている 。

x  b  特殊健康診断とは、労働安全衛生法第 66 条第 2、3 項に定められた健康診断で、 じん肺法第 3 条に定

められていた健康診断を含めて 、労働衛生対策上特に有害であるといわれている業務に従事する労働

者等を対象として実施する健康診断である。

x  c  特定健康診査とは、高齢者の医療の確保に関する法律に基づいて 、日本人の死亡原因の約 6 割を占

める生活習慣病の予防のために 、40 歳から 74 歳までの医療保険被保険者、被扶養者を対象に実施

される 、メタポリ y クシンドロ ムに着目した健診である。

O d  就学時健康診断とは学校保健安全法に基づき、初等教育に就学する直前に行なわれる健康診断であ

る。就学前年度の l J 月 30 日までに実施される 。

ー軍司T a、d

[問題 28J  主な感染経路が垂直感染なのはどれか。2 つ選べ。

a 結 核

b 梅 毒

C  風 疹

d  百日 l広

砂衛生学・公衆衛生学

‘ 誼亙韮ヨ・

X  a  結核は空気感染により伝播する。

O b、O c 垂直感染とは、病原体が親から直接その子孫に伝捕される感染様式で、胎内感染と産迫感染

とがある。胎内感染には、 梅毒や風疹があり 、産道感染には B 型肝炎や Al DS なとがある 。

X  d  百日咳は飛沫感染により伝播する。

ーヨ理T b.  C  

8 0  

[問題 29J  職場のストレスチェックを規定しているのはどれか。 1 つ選べo

a  健康増進法

b  地域保健法

C  労働基準法

d  労働安全衛生法

砂衛生学・公衆衛生学

ε 語草E・
O d  労働安全衛生法に基づく 、ストレスチェック制度は、定期的に労働者のストレスの状況について検

査を行い、本人にその結果を通知して自らのストレスの状況について気付きを促 L 、個人のメンタ

ルヘルス不調のリスクを低減させるとともに 、検査結果を集団的に分析し 、職場環境の改普につな

げることによって、労働者がメンタルヘルス不調になることを未然に防止することを主な目的と し

たものである 。

6 彊2・d

[問題 30J 介護保険制度における保険者はどれか。 I つ選べo

a 国

b  保健所

C  都道府県

d  市 l町村及び特別区

惨衛生学公衆衛生学

鑑盟亙D

O d  介護保険制度を運営する主体 「保険者」は，j ; 町村および特別院である 。保険者の役割は、介護保険

事業計画を策定 L 、実施することである。徴収した保険料をどう使うかを決定するのは保険者なの

で、どこに住民票があるかによって 、受けられるサービスの質や保険料には差がある。

ー彊. d  

[問題 311 患者の権利を植っているのはどれか。 1 つ選べo

a  オタワ憲章

b  リスポ ン宣言

C  へルシンキ宣言

d  アルマ アタ宣言

砂歯科衛生士概論

篭週"1-+1>>

X  a  オタワ憲章は WHO とカナダ公衆衛生協会の共催による国際会議で取り決められたヘルスプロモ ー

ション に関する慾章である 。

O b  リスボン宣言では、患者の権利、一般治療における インフォームド コノセント が謡われている o

X  C  ヘルシンキ宣言は 、ヒトにおける生命医学研究に携わる医師のための勧告である 。

X d  アルマ アタ宣言は WH O と UNI CEF の合同の国際会議で採択された宣 言であり、 プライマリ ー

ヘルス ケア の理念が統ー された。

篭軍司・ b
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[問題 32]  デ ー タの種類における順序尺 ｬ 立はとＺ Ｇ ｾＧｌか 。 ｚ つ選 べ 。

a  CPI  

b 性 別

C 年 齢

d  要介護度

ｾｦＡｉＡＡ科衛生士概論

笹車産a

統計や調査データは、測定値の示す特徴によ って以下の 4 つに分類される。

① 名義尺lJ!' 文字データが該当する。直接大小関係はみられない場合がほとんとaである。

② 順序尺度 大小関係はあるが、 l と2、2 と3 が等l間隔でない( 差に意味をもたない) 場合である 。

③ 間隔尺度 日数や温度などのように等 1111隅性が保たれている場合である。

③ 比率尺度 O点を有するもので、またデータの 2 倍、 3 倍などにも意味がある場合である。長さや質

量などのような測定値が該当する 。

a  CPI はコ ドにより大小関係に意味があるが、差には意味がないため順序尺度である 。

x  b  性別は名義尺度である。

C  年齢は比率尺度である。

d  嬰介護度は順，y . 尺度である。

･ 軍司ｾ a 、 d

[問題 33]  インシデントレポートで正しいのはどれか。 I つ選べ。

a  医療事故の責任を追及する。

b  報告者は医師と歯科医師に限る 。

c  医療事故調査制度で定める義務である o

d  医療事故を未扶に防ぐことを目的とする。

砂歯科衛生士概簡

*t s: o. t4. j _ 

a  rインシテa ント j は、日常診療の坊で、誤った医療行為などが患者に実施される前に発見されたも

の、あるいは誤った医療行為などが笑施されたが、結果として患者に影響を及ぼすに歪らなかった

ものをいう 。

x  b  医療現場に従事するすべての者が対象である 。

C  医療事故調査制度は、患者の「予期せぬ死亡」が発生した場合に医療機関が医療事故調査 支援セ

ンターに報告する制度である。

(  d  インシデントレポートはヒヤリ ハット事例の収集手段であり、医療事故を未然に防ぐことを目的

とする。

笹葺圏ｾ d  
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34]  3歳の男児。定期検診のため来院した。

腔の診察でわかるのはどれか。 l つ選べ。

歯列弓長径

リーウェイスペース

第一大臼歯の典所萌出

ター ミナルプレ ーンの型

砂歯科臨床の基礎

ε 亙，.t4t;-

男児は一般的に Hel l m加の歯齢 I I A期( 乳歯校合完成期) である 。 ター ミナルプレーンは、 I I A 押l

rjl 心佼合位での上下顎第二乳臼歯遠心函の垂直的な位i世関係である 。

列弓長径は 1-1股の診察のみではわからず、 f虫剤分析が必裂である。

ーウェイスベ- 7 ，は乳歯列の側方歯群 ( C +  D  +  E ) の曲冠闘径の和と永久歯列の側方歯群 (3 +  

+  5) の幽冠隅筏の車lの差であり、口腔内診査ではわからない。

歳では第一大臼歯は萌出していないため視診では確認できない。

ー ミナルプレーンは上顎第三乳臼歯遠心面の位置関係で、日立合状態によ り、垂直型、近心階段

、遠aレ階段型と分類し、口腔の診察で確認できる。

値彊2・d

35]  1  [ij[ の検査で過去 i か月間の血糖値を推定するのはどれか。 i つ選べ。

尿 糊

1.l bAl c 

空腹時lfn椅

尿ケトン体

惨歯科臨床の基礎

Ｎｾ， ［ｩｪ［ｾＮｴＴＺ ，Ｎ＠

lfn糖値が 160- 180mg dL 以上になると、尿中のグルコ - 7 ，が再吸収されることなく排i世される。

従って、ある 一定期間lの血糖値を反映するものではなく、健常者 で も微量に検出されることがあ

る。糖尿病診断においてはスクリーニングの l つである。

bAI  c  (基準範闘 4. 7- 6. 2%、6. 5%以上で糖尿病型) はヘモグロビンにグルコ ースが付加され

たものである。血糖値が高い状態が持続すると非酵素性に lU l 中に生じる物質であり、過去 1- 2 か

月III[ のlfI l糖の状態を反映するため、 結JJK病の診断指標として! 日いられる。

空服時刷新は 10- 141時間i絶食し、空腹の状態で測定した lfI l糖他をいう 。現在の血糖値を反映し

たもので、ある一定期 III[ の血糖値を反映するものではない。糖代謝典常のスクリーニングとなる

126mg! dL 以上で糖尿病型) 。

ケトン体は精尿病による糖利用障害や、飢餓状態で胎It I i 股がエ不ルギーとして用いられた際に、血i

中や尿中でI i ' l 加する。血糖値を反映した検査項目ではない。

ーヨ週ｾ b  
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[問題 36]  エックス線と物質との相互作用の様式図を示す。

B  

この現象はどれか。 l つ選べ。

a  光電効果

b  重積効果

C  接線効果

d  コンプトン効果

砂歯科臨床の基礎

. .Ii. t .t 4-.-J・

原子にエックス線が入射すると、反跳電子が放出されるとともに、波長の長い散乱エァクス線が生じ

る。このような散乱線を生じるエックス線と物質との相互作用をコンプトン効果という。また、散乱線を

生じない物質との相互作用 (吸収) は光明E効果である。

x  a  光司E効果では散乱線を生じない。

x  b  2 つ以上の構造が重なった時に、それぞれの透過性の相速によってエックス線像として抗出が困難

になること があ る。これを1f I 積効採という 。

x  C  被写体の境界面に接占をもつようにエツデス線が入射すると輪郭が明瞭に摘出される 。これを接線

効果という。

d  散乱線を生じるエァクス線と物質との割I l i mf i はコンプトン効果である。

eョ. d  
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[問題 37] 60 歳の! J l 性。下顎左側第一大臼歯の違和感を主訴として来院 L た。10 年前にう蝕治療

のためI i IJ 接修復を受け問題なく経過 L ていたが、 1; か月前から気になるようになったという 。検査

の結果、う蝕と診断し、補修修復を行うことになった。初診時のエックス線写真 (別冊午後 No. 3  

A ) とう蝕除去中のn腔内写真 (別冊午後 No. 3日) を別に示す。

次に行うのはと: ' / 1 か。 l つ選べo

a  インレー除去

b  ウエッジ掃入

C  リテーナー装清

d  メタルマトリァクス挿入

No. 3 A  

砂歯科臨床の基礎

日

‘ 週草盃3・
本症例は下顎左側第一大臼歯の

達也、隣接面に発生したう蝕を補修

修復する症例である。 う簡の開拡、

感染象牙質の削除、鶴洞形成を行

い、修復材の填ｾを行う 。 隣接面

の縞洞形成時には、回転切削器具ー

による傷害から的問乳頭の歯肉を

保護するためにプレウエッジが有

効である 。

x  a  メタルインレーとう』笥の問l

に健全歯質が存在しており 、また補修修復を行うためインレ ーは除去しない。

b  隣接1町の簡洞形成時には、歯WJ 分離し隣接歯隣接面や前! 日i乳頭部の向肉を保護する目的でウヱッジ

を世 ｬ 問 ｩｾｩ｜ に挿入する ｯ

x  c  、x d  簡市l形成後にメタルマトワックスを装着し、その後' ) テーナーを装着する。

笹車. b
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[問題 381  55 歳の91性。下顎左側第一小臼歯の変色を主訴として来院した。6 か月前に気付いた

が痛みがないためそのままにしていたという 。検査の結巣、コンポジットレジン修復を行うことに

なった 。 争 ＹＩ 診時の口腔内写真 Ｈ ｾｉｊ 冊午後 ｎｯＮＴａ Ｉ とエックス線写真Ｈ 別冊午 後 ｎｯ ＮＴ 日 Ｉを ＩＩ ＱＩ に示す 。

寓渦形成時に使用するのはどれか。2 つ選べo

a  庄排コード

b  ガムリトラクター

C  サーピカルマトリックス

d  トッ 7 1レマイヤー型リテ ナー

‘ li! +l;r富3・
a  歯質切削時に圧排コードで歯肉を圧排し、

切削器具による外傷から保護することが

有効である。

O b  幽質切削l時に歯頚部の歯肉をガムリトラク

ターで圧排、保護することは重要である。

x  c  サーピカルマトリック又は、コンポジットレ

ジンの填塞時の付形や加圧填塞、重合硬化

時に有効である。

x d  トッフルマイヤー型リテーナーは、 l皮合

面が開放された隣接而蹴洞を成形修復す

る際に用いる。

ーヨ圏T a. b  

No. 4 A  

惨歯科臨床の霊髄

日

[問題 391  Toot h Wear に含まれるのはどれか。2 つ選べ。

a う 蝕

b 酸 蝕

C 変 色

d  ! 輩耗

砂保存修復学

_Q;.lr.i-4-. 'l・
a  う蝕は感染症であるため含まれない。

b 、 d  酸蝕症、摩耗は Toot h Wear に合まれる。感染によらない曲賞の喪失を Toot h Wear  (歯牙の

損耗) といい、① 岐 !l (att rition) 、② 市粍 (abr出 旧n) 、③ M蝕徒 (erosion) 、① ア / J ラクシヨン

(abfracti on) が含まれる。

関空蝕症は原因によって内因性と外国性に分けられ、内因性はおもに¥' I 敵の逆流による歯の脱灰であ

るのに対して、外国性は pH5.5 以下の酸性食品の摂取が原因であると考えられている。

C  変色は曲賞の喪失とは無関係である 。

ーヨ週T b、d
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[問題 40J  55 歳の男性。上顎左側第一大臼歯の補綴装置脱離を主訴として来院した。l 週前に脱離

したがそのままにしていたという 。診察の結巣、感染根管治療を行うことになった。初診時の口腔

内写真 (別冊午後 No. 5 ) を別に示す。一連の治療過程を図に示す。

圃

↓

回

↓

固

↓

固

↓

固

i

③ に入るのはどれか。 l つ選べ。

ただし、① ~ ④ は a - d のいずれかに該当する。

a  髄室開拡

b  隔壁形成

C  根管口明示

d  ラノ〈ーダム防湿

*.f，ijir.i-4.:;.・
虫歯は歯冠の崩壊が著しく、椀且，l，I ! 由貿の除去後、ラパーダム防湿の施行

は困難と考えられる 。 ｩｩｾ ってう蝕の除去後、接着性コンポジットレジンを

用いて歯冠形態を修復 (隔壁形成) し 、ラパーダム防湿を行う 。その後、恨

管処置に先立ち、歯冠幽髄腔を開放 L て根管に器具を到達させるための経

路を確保する 駐日 ＱｾＩ ｊｉｩ［ を行う 。 ｆ 叩 ＱＧＱＱＱ 正 後、 恨ｦￍＢ ｲ ] f河市 を行い、 恨管長測

定へと治療を進めていく 。

a  髄室開拡はラパーダム防湿の後に行うため ③ である 。

x  b  隔壁形成はう蝕除去の後に行うため①である。

x  c  桜管口明示は鎚室開拡の後に行うため @ である。

d  ラパーダム防湿は隔壁形成の後に行うため ② である 。

値軍司・ a

h ー-

砂歯内療法学

No. 5 
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[問題 41] 35 歳の男性。上顎右側第一大臼歯の自発痛を主訴として来院した。2 か月前から食片圧

入があり、昨夜から拍動性の捧捕と温熱痛を 自覚しているという 。歯髄電気診で閥値の上昇がみら

れた。初診時の口腔内写真 (別冊午後 No. 6 A) とエックス線写真 (別冊午後 No. 6 8) を別に示す。

考えられるのはどれか。 I つ選べo

a  歯髄充lfll

b  急性単純性歯髄炎

C  急性化膿性歯髄炎

d  慢性潰場性歯髄炎

砂歯内療法学

e亙亙韮3・ No. 6 A  日

X  a 、 X b  、 X d  拍動性の自発痛と

温凱痛があり 、歯髄電気診で閥

仙の上昇がみられたため歯髄充

血、急性単純性歯髄炎や慢性潰

傷性歯髄炎ではない。

O c  拍動性の自発痛と温熱摘、歯髄

電気診で関{ 自の上昇 がみられ、

エックス線写真からは露髄が疑

われるため急性化膿性歯髄炎と

診断される。

四 週t c  笹 童 画E

[ 問題 42]  歯髄炎と根尖性歯周炎の鑑別診断に必要なのはどれか。 i つ選べo

a  透照診

b  歯髄電気診

C  口内法搬影

d  インピー ダンス測定検査

砂歯内積法学

筆翠亙D

X  a  透照診I土、 隣接面う蝕や歯冠の亀裂の有拒の判定をするために行う 。

O b  歯髄に活性があれば歯髄炎、歯髄に活性がなければ根尖性歯周炎に移行したと判断できる。歯髄の

生死を最も正確に判定できる診断法が歯髄電気診である。

X  C  エックス線検査で炎症の有拒は判断できない。

X  d  インピーダン ス測定により 露髄の有揖は正確に判定できる。 しかし 、歯髄炎と根尖性歯周炎の鑑別

診断はできない。

値彊週T b  
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[問題 43]  42 歳の男性。上顎前曲部の歯肉の違和感を主訴として来院した。歯周基本治療後の再評

価の結果、歯周外科治療を行うことになった。初診時の口腔内写真 (別冊午後 No. 7  A ) 、エァクス

線写真( 別冊午後 No. 7 8 ) および再評価時の歯周組織検査結果の一部 (別冊午後 No. 8 ) を別に示す。

考えられる処置はどれか。 l つ選べ。

a  G TR 法

b  歯肉切除術

C  小荷切除術

d  フラップ手術

No.  7  A  B  No.  8  

砂歯周治癒学

頬 慣l 字

4 14 15  4 12 13  ミ[ 2 [ 5

歯 種 J討 』 上L

舌世! I J *
5 [ 4 [ 6  4 [ 3 [ 4  

4 1
3

1
5  

動揺度日 1  

*  歯周ポケットの深さ (mm)

* 愈 Mil ler の判定基準

liiflijir. t-4; ¥_ 

エックス線写真における歯枯骨吸収の有無及ひ吸収の型、口腔内写真から歯肉の形態、再評価検査の結

果から、歯周外科治療の適応を考える。

X  a  エックス線写真で、全体的に 水、F 性骨吸収が認められ、 垂直性骨吸収はないため、 G T R の適応と

はならないo

X  b  エックス線写真で垂直也骨吸収があり、口腔内写真で歯肉増殖も認められないため、残存している

のは真性ポケットであり 、歯肉切除術の適正、ではない。

X  C  口腔内写真で、上唇小帯の高位付着は認められない。

C  d  全 体 的な ＴｾＶｭｭ の歯周ポケット残存と 、 水平性什吸収から Ｗ ラップ手術が適切である 。

軍軍週T d  

、
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[問題 44]  40 歳の女性。下顎右側側切歯と犬歯の歯肉退縮を主訴として来院した。 これまでに夜間

の歯ぎ L りを指摘された ことがあったが、矯正治療や歯周治療を受けたことはなかったという 。初

診時の口腔内写真( 別冊午後 No. 9  ａ Ｉ 、エックス線写真 Ｈ ｾ ｉ ｊ 冊午 後 ｎｯ Ｎ Ｙ ｂ Ｉ および歯周組織検査結

果の一部 ( 別冊午後 No. l 0) を別に示す。エックユ線写真で歯根膜腔の拡大を認める。

歯肉退縮の1];¥、因として考えられるのはどれか。2 つ選べo

a  歯肉炎

b  外傷性岐合

C  小帯の付着位置異常

d  不適切な歯プランの使用

No.  9  A  日

砂歯周治療学

No.10 

舌 側掌

31212  21212  

歯 種 司 1司

唇 制IJ* 31212  21212  

動揺度叫

事

歯周ポケットの深さ (mm)

** :  Mil lel の判定基準

4Iiiim歪z・
X  a  歯肉炎では歯肉退縮は生じない。

O b  岐合性外傷の症状の つである。エックス線写真で遠心に歯根膜腔拡大があり、動揺度も I 度ある

ことから岐合性外傷があることが疑われる 。

X  C  小帯の位置異常は認められない。

O d  不適切なプラッシングは歯肉退縮の原因となる。

e軍司T b 、 d
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[問題 45] 28 歳の女性。下顎左側小臼歯部のブラッシング時の痛みを主訴として来院した。 l 年

前から自覚していたがそのままにしていたという。歯周基本治療後の再許制時のプローピング深き

はすべて 3 mm以下であったが、症状が改普されなかったため、歯肉結合組織移植術を行うことに

なった。初診時の口腔内写真( 別冊午後 No. 11 A) と術中の口腔内写真 (別冊午後 No. l1 日) を別仁示

す。

この手術の目的はどれか。2 つ選べ。

a  新付着の獲得

b  角化歯肉帽の増大

C  露出歯根面の被覆

d  歯周ポケットの除去

No.11 A  日

砂歯周治療学

筆璽亙D

x  a  新付着は新生セメント質の形成を伴う結合組織性の付着であり、 G T R 法など歯周組織再生療法で

みられる 。

O b  、O c プラ y シノグ時の悲痛の原因としては、歯肉退縮に伴う根面露出による知覚過敏や、付着歯

肉幅の狭小によるプラッシング時の歯肉の擦過傷が考えられる 。歯肉結合組織移植f析を行うことに

より、根市を被裂して先l党過敏を防止し、また角化歯肉幅が増大することでプラッシングしやすく

なる。

x  d  プロ ビング深さが 3 mm以下で正常範囲と考えられる。歯周ポケットの除去を目的とした歯周外

科治療は必要ない。

eヨ耳'
b  、c
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[問題 46]  プロピジョナルレストレーションの目的はどれか。2 つ選べ。

a  歯石の除去

b  う蝕の治療

C  審美性の回復

d  歯周環境の改善

砂歯科補綴学

竃耳亙D

a  歯石の除去はスケーリングの目的である。

x  b 、O c 、O d プロピジョナルレ λ トレーンヨンは、形成後の支台歯を暫間的に被離するクラウンや

ブリッジのことである。最終布 i綴装世のためのよりよい環境や条件の準備をするためのもので、歯

髄歯質の保護に加え、歯周組織を健肢に保つなどの役割をもっ。

毎彊週t c.  d  

[問題 47] 補綴装置の写真( 別冊午後 No. 1 2 A、B) を別に示す。

この装置の特徴はどれか。2 つ選べ。

a  審美牲に優れる。

b  着脱が困難である。

C  維持力の変化が少ない。

d  義歯床内面にキーパーが埋め込まれている。

砂歯科補綴字

No. 12  A  日

ＮｾＧＺｩｪｩｲＮｴＴＺ Ｎｬ・

a  写真の装置は磁性アタッチメントである。維持装置が内面にあるため、審美性に優れている。

b  磁力による維持のため、着脱が容易である。

C  磁力は変化し ないため、クラスプに比べ*11持力の変化が少ない。

x  d  根国板上にキ ーパー( 磁性体) 、戦前床内面Iに磁性構造体が埋め込まれている。

値軍司T a、c ( l I l l l 要点鍵 302: P41)

92  

言.，

[問題 4B]  45 歳の女性。上顎左側第一小臼歯の審美不良を主訴として来院した。I 年前に全部金属

冠を装着したが、最近になって気になってきたという 。診察の結来、陶材焼付金属冠を装着するこ

とになった 。 器具の写真 Ｈ ｾｉ ｊ 冊 午後 ｎｯ Ｎ 13 ) を別に示す。

合着時に使閉するのはと'れか。2 つ選べ。

a ① 

b  ② 

C  ③ 

d  ④ 

惨歯科補綴学

No. 13 

① ② 

③ @  

. ; : i@r.J AA・
O a  ①は探針である。クラウンをセメント合着する際、探針を用いて 余利セメント を除去する。

b  ② はクラウンセヅターである。 クラウンをセメント合着する際、岐合商でクラウンセッタ ーを岐合

してもらい、クラウンの浮き上がり を防止する。

X  C  ③ は隣接而のコンタクトゲージで、クラウン試適の最初に隣接而の伝触閑怜 を確認する際に用い

る。

X  d  エはメジャリングデパイスで、岐合調整時の金属の厚みが 卜分にあることを確認するために用い

る。 リムーパプルノプの除去前に使用する 。

毎車2・a. b  

b ー←
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[問題 49l  顎骨内に生じる非幽原性嚢胞はどれか。 I つ選べ。

a  残留嚢胞

b  歯根嚢胞

C  類皮議胞

d  y，t口議管襲胞

砂口腔外科学

Ｎｾｎ�Ｎ ｴＭ Ｔ ， ＧＮｊ ・

X  a  残留麓胞顎骨内に発生する前原性嚢胞の一つで、嚢胞摘出後に体内に残制 した嚢胞である。

X  b  歯板磁胞は炎症性嚢胞の一つで、根尖性的周炎に続発する 前原性嚢胞である。

C  煩皮麓胞は、口腔底や舌下部正中部に発生する非向原t l嚢胞である。

d  鼻口議管嚢! 胞は鼻口蓋管( 切歯管) の遺残上皮に由来し、顎骨肉に生じる 司} 歯原性嚢胞である。

鑑 彊 . d  

[ 問題 50l  顎関節症の病態分類の組合せで正しいのはどれか。 1 つ選べ。

a 型 岨ｐｉＡｾ筋術陣害

b  n型 ← 一 一顎関節円板障害

C  凹型一一一顎関節痛障害

d  IV型 ー ←一 変形性顎関節症

砂口腔外科学

Ｎ Ｍ ＺＧＱ［�ｴＴｾ［＠ .• 
O a ， d  顎関節症とは、: ; i i I 瑚節や岨鴫筋の 、関節雑 骨、開ロマ古 あるいは顎運動異常を主要症候と

する障害の包括的診断名である。

値軍司. a ， d  

点

⑨ 顎関節症の病態分類 ( 2013) と鑑別すべき疾患 (2 0 1 4 )

病態分矧 ( 型) 病態説明
鑑別すべき疾患 障害 (C顎1喝節症との鑑別)

事11量動時に惹起される B 岨噌筋の扶思 障害 顎l則的岨嶋筋の疾忠障害以外

筋に起因する時揃陣持 l 筋委縮、 2 筋肥大、 の疾忠

岨鴫筋術陣答 ( J 型) 民量発テストで再現。 3 筋量、 4 線維性筋拘 l 顕 li 内疾患、 2 隣接臓器の疾

縮、 5 腿 4軒、 6 岨噌筋 思 ( 前歯周疾位、耳疾忠、鼻

腿脆膜過形成組 削鼻腔の挟忠、明聞の疾忠、事i

世田 i直勤時に惹起される A 顎l関節の疾} J . I， 障害
廿の疾也、その他) 、 3 筋骨格系

顎関節術陣: 守 ( rr !¥'J.) | 同節に起因する持制附 l 先天) ' < 相発T 1 異常、

の疾也、 4 心 臓 出lt 1: 系の疾患、

持 .. 書珪テストで再現 2 外傷、 3 尭症、 4 腫

5 神経系の疾忠、 6. vJ i捕、 7 精

I削節円板は閉口 I立にお

場および脱 11 l 類似疾忠、

神神経学的疾患、 8 その他の全

顎l瑚節円相{ 陣古

いてド顎頭の前J i に! 止

5 顎附節強 lt'( 板、 6 上記
身性疾忠

a  復位性 ( 皿瑚)

I1t l  、出l 口に 1'1 い花H'i

に分類問維な凱閑節疾忠

b 非lUhi :t.t

(al 、非UH立(b)

D 全身疾思に起因顎関

骨変化を伴う関節制l 機

節胤楠筋の疾』ι. ある

いは障害

変形性顎|削節症 (IV型)
の破岐を特僚とする迫

I. A己免疫疾忠、 2 代謝

行性関節障害。

性疾忠

晶 晶 臥ＮＮｾ ' h向

胃 、J

注 l 岨暢筋叩陣

注 2 顎聞節円担障害における関節円桜町転位J J l ilJ 1立、前J町、前内 }j あるいは前外1i がほとんどである

註 3 聞大口 γ ク( lli - a と田 b の1正面) は、世位性朝関節円板陣需に古める

94 

[問題 511 口盟主裂児における口輩形成術後の梢骨障害の改普に用いるのはどれか。2 つ選べ。

a  ホッツ床

b  舌接触補助床

C  スピーチエイド

d  軟口蓋挙上装置

砂口担外科学

‘ 週翠E・
X  a  ホツツ床は、硬口蓋および軟口蓋を床で可及的に閉鎖することにより、輸乳力の向上や顎発育の促

進を期待する装置である。出生直後に装着する。

X  b  舌接触補助床は、外科的切除や運動障害による舌の機能障害に起因する摂食雌下障害や構背i草書を

回復するために用いる。

c  スピーチエイドは、軟口蓋の掠質的な欠損による 鼻咽腔問問不全がある場合に用いる 。

d  軟口蓋挙上装置は、軟口査の運動不全による 鼻附瞬間鎖不令がある場合に用いる。

値 彊 . c ， d  ai E要 組3 面 百 互〕

[問題 52l  メチシリン耐性黄色ブドウ球菌に対して有効なのはと・れか。 1 つ選べ。

a  オフロキサシ/

b  パンコマイシン塩酸右足

C  ミノサイクリン塩酸塩

d  ストレプトマイシン硫椴塩

砂口腔外科学

*lI! .t .t4::J・

X  a  オフロキサンンはニユ キノロン系抗菌薬で、メチシリン耐性質色ブドウ球閣に対して有効ではな

u、。

) b  MRSA に適する抗菌薬はパンコマインンである。

)  C  ミノサイクリン塩酸温はテトラサイクリン系抗菌薬で、メチシリン耐性黄色プドウ球蘭に対して有

効ではない。

X  d  ストレプ卜マイシン硫酸塩はアミノグリコシド系抗菌薬で、メチンリン耐性jll 色ブドウ球閣に対し

て有効ではない。

値軍司・ b

b ー-

「

コ

n

u
「

C

95 



3

0

2

 

[問題 53)  口腔模型の模式図 (別冊午後 No. 14 ) を別に示す。

歯槽基底弓幅径はどれか。 1つ選べ。

a  ① 

b ② 

C  ③ 

d  G)  

① 

③ 

砂矯正歯科学

No. 14 

② 

④ 

•. ｾｴｪｩｪｩｩＮ ｴＭ Ｔ ョ・

a  ① は中切歯唇側歯肉最深部から第一大臼歯迷心端までの距離であり、歯糟基底弓長後である。

x  b  ② は歯列弓幅径である。

c  ③ は左右第一小臼歯根尖相当歯 l士l最深部1111の距離であり、歯槽基底弓幌径である。

x  d  ④ は歯列弓長径である。

軍軍耳t c  
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[問題 54)  矯正装世装着時の口腔内写真 Ｈ ｾｉｉ 冊午後 ｎｯＮ Ｑ Ｕ ) を別に示す。

この装置の矯正力の作用株式と歯の移動様式との組合せで正しいのはと・れか。 1つ選べ。

a  持続的な力 一一一 幽体移動

b 持続的な力 傾斜移動

C  断続的な力 一一一 歯体移動

d  断続的な力一一 一 傾斜移動

砂矯正歯科学

‘ 誼亙D

x  a  持続的な力によって樹体移動を行うのは 7 ルチブラケ y ト

装置である。

O b  写其の袋i置はクワドヘリックス( 緩徐拡大装置) で、持続的

な力によ って傾斜移動を行う o

x  c  断続的な力によ って歯体移動を行うのは、 拡大ネシ を使用

する急速拡大装置である。

x  d  断続的な力は急速拡大恭弘の拡大ネジのみから発揮される。

樹の移動としては歯体移動となる。

値彊2・b

No. 15 

Ｈ ｾｬｊ｜要点集 ＳＰＲＺｐＴ＿Ｉ

[問題 55)  側而頭部エックス線規格写真のトレース閃を示す。

オルピターレはどれか。 l つ選べ。

a  ① 

b ② 

C  ③ 

d  ① 

砂矯正歯科学

笹週亙; E ・

a  ① は N (ナジオン) である。

b  ② は Or ( オルピタ ーレ) である。

C  ③ は s (セラ ) である。

d  G) は B 内 ( 下1Ji 拘槽突起最前点と Pog (ポゴニオン) の問の最探点) である 。

値彊亙T b  
(百蚕扇嘉 302: P4S)
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[ 問題 56l  1歳の男児。歯の変色を主訴と L て来院した。萌出時にはみられなかったという 。初診

時の口腔内写真( 別冊午後 No. 16 ) を別に示す。

原因と L て考えられるのはと

a 遣 伝

b  斑状歯

C  フッ化物歯面塗布

d 市乳瓶による糖質含有飲料の摂取

砂小児歯科学

‘ 週亙D

x  a  萌出時はみられなかったことから、遺伝的な形成不全とは考えら

れない。

x  b  、 x c  斑状歯やフッ化物曲面塗布によって乳幽に白濁が生じるこ

とはない。

d  1歳で上顎前歯に白濁がみられ、左側乳側切簡には実質欠損も認

められる。萌出時にはみられなかったことから形成不全の可能性

は低〈、晴乳瓶う蝕が疑われる。同I i 乳瓶う蝕は、町有乳瓶に精質を

含む飲料を入れて就寝時に与えることで催息するう蝕である。糖

質吉有飲料を特に唾液分泌量が減少する杭寝時に摂取するため、糖質が11腔いl に長時間貯留し、う

蝕が発生する。

No. 16 

eヨ耳t d  

[ 問題 57l  ある装置を装着した口股 l人I写 真 ( 別冊午後 No.1 ? ) を別に示す。

この装置の 目的はどれか。 l つ選べ。

a  空隙の維持

b  舌癖の防止

c  審美性の改善

d  岨鴫機能の回復

砂小児歯科学

毎週亙D

設問の装置はバンドル プである。fI 隙袋mは乳歯の半期喪失

後の隣在曲の傾斜移動や対合歯の挺IJ¥を防止し、水久曲の萌山ス

No. 17 

ベースを jl 持するために用いられる 。

(  a  バンドル プやクラウンループは第一乳日曲あるいは第二乳

臼凶の中日lJ 歯 l 歯欠損が適止、であり、空出! の維持を H的とす

る。

b  舌癖の防止には タンググリプなどをJ l j いる。

C  パンドループは乳臼歯部欠損に対する保隙装置であり、審美性

の改普は行えない。

d  パンドループは水平的な保隙装置であるため、岨鴫機能の回復は行えな" ，これらは水、F的、垂直

的な保隙が可能な "f撤保問i;!' ｉｾ の適応である 。

値軍司t a  告亘亘亙互亙ｾ
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[問題 58l  岐爪癖が最もみられる時期はどれか。 1 つ選べ。

a  乳児 ｊｾｊ

b  幼児期

C  学窓1m

d  思春期l

砂小児歯科学

6 週;，.t+，i・
爪を岐む癖を岐爪蝉といい、 Ｓ 歳頃から始まり、学童期に多くみられる 。 落ちｾＨきがない神経質な小児

に多いとされている。 思帯j哲lについての詳細iは不明だが、情緒的に不安定な i時期であるため、校爪繰がみ

られる可能性はある。

O c  岐爪僻は学盛期! に最も多くみられる。攻爪癖による口腔への彩型車としては、 開校、護 '1、正中離問、

切端岐合、前曲部切縁の摩耗、 1 - 2 歯の歯軸の傾斜 1立i世異常などがあげられる。

値重2・c

[ 問題 591  日齢出産により最も発生頻度が増加するのはどれか。 I つ選べ。

a  Down syndrome<ダウン症候群〉

b  Apert  syndrome( アベルト症候群〉

c  Crouzon syndrome( クルーゾン症候群〉

d  Treacher Colli ns syndrome< トリ ーチ ャー コリンズ痕候群〉

砂障害者高齢者歯科学

Dm冨ヨ・

づa Down 症候群は 21 '番目の染色体のトリソミーに起因する先天県常で、発生頻度は約 800 人に I 人

の割合で、常染色体異常の中で最も頻度が高い。 また高齢社i 産に多いと報告されている。

b  Apert 症候群は、頭蓋の早期癒合症』こ指祉癒合が合併した疾忠である。高齢出産のため発生頻度が

地加するという報; 告はない。

c  Crouzon 症候群は、頭室長の早期癒合症のため上顎形成不全をきたし特徴的な顔貌を呈する疾患であ

る。高齢出産のため発生頻度が増加するという報告はない。

d  Treachcr Col l ins 症候群は、第一、第二関弓由来組織の発育異常のため、頬骨、下顎骨、外耳の低

形成を主徴とする疾忠である。

ーヨ耳t a  
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[問題 60]  経口栄養世が適応できないのはと・れか。 l つ選べ。

a  顎骨壊死

b  食道通過障害

C  てんかんの既往

d  胆嚢摘出の既往

惨障害者・寓齢者歯科学

篭週高D

O a  薬斉IJ 関連顎骨壊死 ( MR ONJ ) などにより顎骨壊死が生じた場合でも経口栄養は可能である。

X  b  食道通過障害がある場合、食物のr . lへの流入が困難になるため、経腸栄養法を検討する。

O c  てんかんの持病がある場合でも、発刊 l時以外は経口摂取が可能である。食事療法として、ケトン食

療法、修正アトキンス食療法などがある。

i d  胆嚢摘出後は、上腹部の痛みや不快感、発熱、 lli 痘、吐き気などの症状がみられるが、消化管の通

過障害はみられないため経円栄養摂取は可能である。

笹車直. b  

[問題 61] 自閉スペクトラム症児に対する歯科治療時の対応で適切でないのはどれか。 l つ選べ。

a  治療順序を理解させる。

b  k，'， な予定の変更を避ける 。

C  言葉での説明を多用する 。

d  毎回同ーのスタッフにする。

炉開聖書者・高齢者歯科学

‘ 耳亙1m・

自閉症スペクトラム症は、主に①社会的コミュニケーンヨンと社会的相互反応の欠陥、 ② 行動、 i期' L、、

活動における固定的、反復的なパターン、という診断基準をもっ脳の器質的な疾患である 。

白日i スペクトラム症児は、①次に何が起こるかを想像することが不得意であるために対人| 瑚係が上手

にできない、②言語およびコミュニケーションが上手くできない、③変化を好まず同じことを繰り返す

と心が落ち着く、というような特徴を有する。歯科治械に際しては、パターン化、習慣化を行い、言語で

はなく絵や写真などを用い、次に何をするかの理解を促す。不安感や恐怖心を和らげるような対応を、ス

モールステップで進めることが重要である。

a  自閉スペク卜ラム症児のための治療プログラムである TEACCHの理論に基づき、歯科治療の流れ

を整理し、治療順序の説明を行うことで治療内容の理解を促すロ

b 、 d  自問スペクトラム症児は変化への対応が不得意であるため、予定通りに毎回同ーのスタッ 7

で治療を進める。

X  C  自問スペクトラム症児は聴覚を通じての言語情報よりも絵カードや写真カードのような視覚情報の

方が理解しやすいため、 JI 'Ii ft 的なコミュニケ シヨンに重点を置く。

笹軍司. c  
告il¥DH21互E
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[問題 62]  12 歳の男児。言語異常を主訴として来院した。幼少時に口蓋裂の手術を受け、その後言

語治療を受けていなかったという 。鼻咽桂内視鏡検査で鼻咽腔閉鎖不全と診断された。/ 7 / 発声

時の鼻咽腔内視鏡検査の画像( 別冊午後 No 1 8 A) と治療に用いた装置 (別冊午後 No. 1 8 B) を別に示

す。

装置の調整に有用な検査訟はどれか。 1 つ選べ。

a  頚部聴診法

b  パラトグラム検査

C  プローイング検査

d  オーラルデイアドコキネシス

e E亙D

鼻咽腔閉鎖不全の治療には、装置を用いる場合と外科的手術を行う

場合がある。写真の装1世は スピーチエ イ ドで、軟口室長の実質欠損をパ

ルプで器械的に埋めて症状を改普する装置である。 このため、スベー

スに適合するように糊墜する必要がある。この適合状態を確認するた

めに行われる検査には、プローイング検査や側蘭頭部エックス線規格

撮影がある。

a  頭部聴診法は、呼気音で膜下状態の評舗をする。誤暁を疑う際

の検査法である。

X  b  パラトグラムは、発音時に舌が口蓋に接触する範囲を記録する

検査であり、鼻咽腔閉鎖不全の検査ではない。

ι C  プローイング検査は、装置の悶整の前後に行うことにより、パル

プの適合状態を評価でき 、非l昭腔閉鎖状態の評価に有効である。

X  d  オーラルデイアドコキネンスは、口腔機能の衰えである ヰーラ

ルプレイル を前価する方法である 。

値彊g c

砂障害者 ・高齢者歯科学

No. 18 A  

l  

B  

[問題 63]  58 歳の男性。岨嶋障害を主訴として来院した。口腔内写真( 別冊午後 No. 19) を別仁示

す。

観察できるのはと

a  深いオ一パ一パイ卜

b  ｊ ニ唇ノ Ａ、 ［ＱＱＷ のや ｪＢ ［ｴ Ｇｦ呉Ｇ［［ｾ

C  上顎右側臼歯の挺出

d  下顎左側犬簡の樹根露出

Ｎ ｾ［ ｩ ｩＮ ｴｬＮ＠

O a  、d 口腔内写其から、下顎[ i l ij 側臼歯部が欠損し

ていることがわかる。上顎には異官はみられな

いが、下顎前歯部に所見がみられ、深いオ

パーパイトと下顎左側犬幽に著明な歯根露出が

認められる。

砂歯科予防処置

No. 19 

笹軍司・ a. d  

3

0
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[ 問題 64] 歯周基本治療に含まれるのはどれか。2 つ選べ。

a  GBR 

b  PT C 

c  E NA P  

d  L DDS  

砂歯科予防処置

*: J @r."i-4，..T 

x  a  GBR ( 骨誘導再生法) は、欠如したfi 組織の符生を促す治療法である。

o  b  PTC( Professional Toot h Cl eani ng) は、歯科医師や歯科衛生士が歯ブラシやデンタルフロスなどを

附いて歯面清掃を行うことで、幽周基本i台械に含まれる。

x  c  E NA P(新付着術〉は繭周外科治療の組織付活療法に分類される。

コd L DDS( 局所薬物配送システム〉は幽周ポケットに 徐放性の抗菌薬を直接注入し、停滞、作用させる

方法で、スケーリング ルートプレーニング後も深いポケットが残存している場合や、色、性歯周膿

傷などの症状改善に用いられる 。的j間基本治療に含まれる。

値調理T b 、d ( 11:a 要点集 302: P30)

[ 問題 65] 不適切なプラッシングが原因で歯肉にみられるのはどれか。 2 つ選べ。

a  クレフト

b  フェストゥーン

C  スティァプリング

d  テンションリッジ

砂歯科予防処置

Ｎｩｬｪ ， ｾ［ｆ ｩＭ ＴＺＧ［Ｎ＠

a  、 b  不適切なプラツンングとは、ストロークの幅が大きすぎる、過度のプラッシング庄、プラッ

シング圧が強いうえに刷毛がかための蹴ブラシの使用、研磨性の高い歯磨剤の多量使用である。こ

れら不適切なプラァシングによる軟組織への影響と L て、 歯肉退培、前世l クレフト (V 字裂i揖)、

7  ス トゥーン (ロ ル状肥厚) 、機過傷が生じることがある。

C  ステイツプリングとは、健康な付新歯肉にみられる構造で、炎症によって消失する。

x  d  テンションリッジとは、仁 ｬ 呼吸によってみられる ＱＱ 蓋歯車 ｒ ｲ［ｩｾ 歯肉の肥厚である 。

e翠 週T a、b

102 
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[ 問題 66] 歯周病のプラークリテンションブアクターはどれか。2 つ選べ。

a  根而構

b  中'L、結節

c  エナメル突起

d  プロトスタイリッド

砂歯科予防処置

6 盟運a

J a  清掃不良になりやすく、恨而溝に沿って歯周ポケットが形成されやすい。

x b  中心結節は幽の形態異常の一種で岐合面中央部に出現する円錐状や様状の小突起である 。

O c  エナメル突起は根分岐部に発生し、深い歯周ポケットが形成されやすく根分岐部病変の原因となる。

d  プロトスタイリヅドは歯の形態異常の一種で下顎大臼曲I近，し、持in¥I J 聞に出現する過剰結節である 。歯

周病のプラークリテンションファクタ ではない。

値軍司・ a. C  ( 11:9 要点集 302: P2 6)  

[ 問題 67η] 紛球塗布法による歯垢染色の特徴はと

a  染色f後主のt洗先n は 1 - 2 回行う 。

b  歯面を強〈擦るように塗イ¥i する。

C  染色前の洗口により染色性が向上する 。

d  染色買1) 塗; (J ; 後lこl J 管にワセリンを塗布する。

砂歯科予防処置

e z E冨3・
O a  染色f査の洗口は 1 - 2 回程度にする。

b  強〈掠るとプラークが取れて L まう恐れがあるため、軽く幽ilii を押さえるように塗布する。

C  染色前に洗口すると、食物残誼や粘性の唾液が除去され、染色性が向上する。

x  d  染色時に口唇が染まりやすいため、予め ワセ) ./ を口唇に塗布しておく 。

値軍2・a、 c

[問題 68]  ある歯商消銅器を使用中の写真( 別冊午後 No. 20 ) を別に示す。

先端から喰霧されるのはどれか。 I つ選べ。

a  塩化ナトリウム

b  炭Mカルシウム

C  フッ化ナトリウム

d  炭M水素ナトリウム

笹翠翠E・
O d  写真の i器具は重 111粉末噴射的面清掃器である。重曹は炭酸水素

ナトリウムである。

砂歯科予防処置

No. 20  

値軍司・ d

」色』←
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[開園

[問

ID 

置

砂歯科予防処置

[問題 69l  CPI における歯周ポケットのスコア評価基準で正しいのはどれか。 l つ選べ。

a  スコア l ポケット深さ 4 mm未満

b  スコア 2 ポケット深さ 6 mm以上

C  λ コ7 9 該当歯なし

d  スコア X 除外歯

711 グレ一ン一タイプキユレアトと使用部位との組合せで適切なのはと

a  #  11 一 一 一 上顎左側第一大臼歯口叢側遠 'Lレ
、

b  #  12 上顎右組IJ 第二大臼歯舌側遠心

c  #  13 - 一一ー下顎左側第 小臼歯頬側遠心

d  #  14 一一一上顎右側第二小臼歯頬側遠心

砂歯科予防処置
砂歯科予防処置

ＭｈｮＧＺｾ ｪ ｅ 主止［・

O b  ⑩ C PIの評価基準

コ ド 所 見

。
健全

出血あり

歯肉出血 9  除外的

X  該当する歯なし

。
健全

I  4 - 5 mmに遣するポケット

歯周ポケット!

2  6 mmを超えるポケット

9  除外曲

X  l 該当する幽なし

6 亙霊園'

上顎左側第一大臼歯口蓋側遠心には# 13 を使用する 。

上顎右側第二大臼歯舌側迷 ' L、には# 14 を使用する 。

下顎左側第一小臼l也知側遠心には# 13 を使用する。

上顎右側第二小臼1;白頗側遠心には# 13 を使用する。

判定基地

以下の所見が認められない

プローピング後 10- 30 秒以句にt . e 血が認められる

プロ ビングができない曲 ( 例棋の総出が快尖

に及ぶ)

値軍司・ c 住亘亘互王豆ｾ

以下町所見がすべて認められない。

プロ プの黒い部分に歯肉縁が位世する。

プロ ←プの黒い部分が見えなくなる。

プ口ーピングができない歯( 例般の露出が艇尖

に丑ぷ) 題 72l 歯周治療の再評価で、メインテナンスと S PT のどちらに移行するかを判定するのに必

な検査項目はどれか。2 つ選べ。

a  歯の動指度

b  付着歯 l失l帽

C  プローピング深さ

d  7 タ γ チメントレベル

eヨm・b @ I 盟主主Z

[問題 70l  スケ リングに用いる器具の写其( 別冊午後 NO. 21 ) を別に示す。

この器具の特徴はどれか。2 つ選べ。

a  部位特異的である。

b  オフセットプレードを有する。

C  刃部両端にカッティングエッジがある。

d  第一シャンクに対して刃部内而は 901l ! : である。

Ｎ ｾ ￞Ｋｬｩｲ Ｎ ｴＭＫＮ ， Ｎ＠

ンテナンスは、歯周治療により治癒 L た歯周組織の健康を維持するために行われる。歯周病の治癒

歯肉の炎症夜状、プローピング時の出血、ポケット、歯の動揺、根分岐部病変がなくなった状態で

一方、 SP T(supporti ve peri odontal  therapy) は、歯周治療により柄状安定となった歯周組織を維持

めの治療である。病状安定の場合には、ポケットの残存、プローピング時の出血、歯の動揺、根分

変が一部残って いるが、歯周病の進行が停止している状態を示す。

歯周組織が治癒した場合、幽の動揺はすべて O度であるが、病状安定の場合には l 度以上の動揺が

残存している場合もあるため、移行の判定基準となる。

歯周組織に炎症がなく健康な場合であっても、元々の軟組織の解制学的形態で付着歯肉幅が狭い場

合もあるため移行の判定基準とはならない。

病状安定では、プローピング深さ 4 mm以上のポケットが残存する場合がある。一方、歯周組織が治癒

した場合、プローピング深さは 3 mm以下となるロ

アタッチメントレベルはセメントーエナメル境 ( CEJ ) からポケット底部までの距離である 。歯肉辺

縁の位置とは関係ないので、歯 ｉ ｾｊ 治療後、プローピング深さが減少したと ｌ ても、付着の獲得がな

ければアタッチメントレベルは減少しない。

-41s，"冨3・
O c. d  写真の器具はユニバーサルキユレフトである。

惨歯科予防処置

NO. 21  

⑨ユニバーサルヲイブキュレットの特徴

・全部位で使用可能である( 部位非特典的) :  1本ですべての部位の SRP

を行う 。

・刃部両端にカッテイングエッジがある。

・第一シャンクに対 L 刃部内面は 901.主である。

・刃部がシャンクから先端( トゥ ) に向かつて轡曲している。

@ド ‘ 軍司. a 、 c
( ¥ul ¥要点集 302: P30)  

･ 車ｾ c.  d  
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[問題 73]  Keyes によるう蝕発生要因に含まれないのはどれか。 I つ選べ。

a 宿 主

b 時 間

C  口腔細菌

d  発酵性糖質

.t @i r.冨2・
X  b  う蝕は、歯や原因菌、それに砂糖を代表とする発酵性糖質

が存在すると発生する疾患である 。Keyes はう蝕発生要因

を rKeyes の 3 つの輪」として提唱し、宿主と歯の感受性

口腔細菌発酵性糖質が同時に作用 L た結果、う創l が発

生することを示した。

値 車 通 b

砂歯科予防処置

Keyes の 3 つの輪

宿主 (曾質)

田 山 canes 

う蝕

検生物

ミ ユ ← タ J ス

レシサまま薗}

l¥Ofl  

[問題 74]  プラッシングで除去できるのはどれか。 1つ選べ。

a 歯 石

b  食物残涜

c  ベリクル

d  内因性色素沈着

砂歯科予防処置

*:;."f;:uJ.4 i a  

X  a  歯石はプラークが石灰化して硬くなったものであり、スケーラ ーで除去する。

b  食物残澄はプラ γ シングで除去することができる 。

X  C  ベリクル (獲得被膜) は歯而に形成される脱状物質であり、プラッシングでは除去できない。

X  d  内悶性色素沈着物はプラツンングでは除去できず、超音波スケ ーラーやエアスケーラ ーで除去す

る。

e車3 b
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[問題 75] 乳児期のう蝕予防法で適切なのはどれか。 1つ選べ。

a  フッ化物洗口

b  歯間ブラシの使用

C  フッ化物の歯面塗布

d  フッ化物配合歯磨剤の使用

砂歯科予防処置

6 軍軍冨・

母子保健法における乳児期とは 、生後 1年に満たない時期で、一般には生後 1 年前後の時期までを指す。

この時期は畳歯期~乳前歯のみが萌出している時期であり、乳臼歯はまだ萌出 L ていない。また、洗口を行

与こともできない。

X  a  フッ化物洗口は、口に含んだ洗口液を吐き出すことが可能になるまで使用できない。ナノ化物洗口が行

えるのは 4 歳以降であり、乳児期では用いない。

X  b  歯問プラシは、歯肉退縮などで、歯関空隙が認められる 成人で用いられる。

O c  フッ化物歯菌塗布はプロフェアシヨナルケアであり、専門家の管理の元で行うため、歯の萌出直後

から適応できる。

X  d  乳児期はまだ口をすすぐことができないため、原則的には 7 '1 化物配合歯磨剤は使用しない。 7 ツ

化物配合歯磨剤の使用は 3 歳以降である。

値彊2・c

要 点

⑨フッ化物歯菌塗布の時期

年 齢 l

l 歳 |宇Li前歯

2 - 3 歳 | 乳臼歯

控布の対象歯

5- 7 歳

8 - 9 歳

10- 11 歳

12- 13 歳
曲

歯

一
歯

一

臼

t

-司

一

ト

」

I

F

-

-

J

久

一

小

↑

歯

一

一

一

水

一

二

犬

一

節

、

一

第

一
、

一

、

歯

一

、

エ

困

一

曲

目

一

歯

一

臼

↑

臼

大

一

前

一

小

一

大

二

久

三

二
一

第

一

水

一

第

一

第

[問題 76]  NaF 配合歯磨剤で 5 歳鬼に適したフッ化物濃度はどれか。 l つ選べo

a  225 ppm 

b  500 ppm 

c  1. 000 ppm 

d  1. 500 ppm 

砂歯科予防処置

e翠亙D

X  a  100 ppmF は NaF スプレーの 7 γ 化物j創立で、 0- 2歳のホームケアに適している 。

b  7 ' J 化物配合歯磨剤lの7 " ) 化物濃度は 、1. 500 ppmF を上限として配合されている 。0 - 5 歳までは

500 ppmF が適切である 。

X  c  1. 000 ppmF は 6- 14 歳に適したフッ化物濃度である 。

X  d  1. 500 ppml ' は 15 歳~成人に過したフッ化物濃度である。

軍軍団T b  
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[ 問 題 7 7]  9 0 歳の女性。 5 年 ほ ど 前 か ら 寝 た き り の 状 態 で 、 家 族 の 全 介 助 が 必 要 で あ る と い う 。 家

族 に よ る l寸腔清掃は l 日 2 回 行 っている。 U 腔 内 診 査 の 結 果 、 多 量 の 舌 苔 が 認 め ら れ た 。 歯 科 医 師

より家族に対し口腔ケアを指却するよう指示があった。仁l腔 内 写 真 ( 別 冊 午 後 No. 22 A ) と口股清掃

J n J ' &の写真( 別 冊 午 後 NO. 22 日) を別に示す。

補 助 的 口 腔t治青掃用兵で必要性が向いのはと

a  ① 

b  ② 

C  ③ 

d  ④ 

NO. 22 A  

惨歯科予防処置

B  

l ¥|  
① 

② 

@  
@  

笹，Ｂ ｦｩｩｪＡｾｊ｟Ｔ￨［Ｎ ・

x  a 、 x b  ① は幽Ii I J プラン 、②はホルダj . J き デ ン タ ル フ ロ ス で あ る 。 隣 接 面 の 清 掃 よ り も 歯 菌 全 体 や

粘 膜 の 清 掃 を 優 先 す る 。

C  、 d  ③ は 円プラン 、 @ は スボンンブラシ である。舌表面や頻粘膜の消却に適している。

軍ヨEl a c .  d  

告oi D H互王亘D

108 

[ 問 題 7 8] 介護予防事業の基本チェックリストの質問項目はどれか。 2 つ選べ。

a  口の具いが気になりますか。

b  歯の汚れを消掃していますか。

C  お茶や汁物等でむせることがありますか。

d  半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか。

砂歯科保健指導

‘ 週翠5・
O c. d  

点 参問。

e軍司・ c . d  

要 点

⑨ 「基本チ工ツウリスト」

回 答

ｾｯＮ＠ 質問項目 いずれかに i

をお付けください

1  パスや世: J t ! で l 人で外出していますか O. はい l いい え

2  日用品の買い物をしていますか 0. 1;1い 1  '-"¥，¥え

3  預貯金の出し入れを L ていますか 。‘ 1;1ぃ i いいえ

4  友人の# : を訪ねていますか 0 はい l いいえ

5  家臨や友人の相談にのっていますか 0 はい 1. いいλ

6  階段を手すりや噌をったわらずに昇っていますか O. はい i いいえ

7  椅子に座った状態から伺もつかまらずに立ら上がっていますか O. はい 1. いいえ

8  15分位続けて歩いていますか 0 はい l いいえ

9  この] 年間に転んだことがありますか 1.{ j:1"、 。+ いいえ

10 転倒に対する不安は大きいですか l  はい O. いいえ

11 6 カ月 1111で 2 - 3 k g 以上の体重誠少がありましたか 1. l i v 、 O. いいえ

12 身民
C'" 

体重 kg ( BMI - )  (住)

13 半年前に比べて固いものが宜べにくくなりま L たか 1. 1立b 、 O. いいえ

14 お茶や汁物等でむせることがありますか l 咽 f立し当 O. いいえ

15 口のぬきが気になりますか l  はい 0 いいえ

16 週に l 回以上は外山 L ていますか O. はい l いいえ

17 昨年と比べて舛/ J ¥の向散が撮っていますか l ‘ はい 0 いいえ

18 

周りの人から「いつも ｉ ， ［ｊ じ ｾｉｾ を附く ｊ などの物忘れがあると宵
1.1;11"、 O. いいえ

われますか

19 自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか O. はい l いいえ

20 今日が何月何日かわからない時がありますか 1.1j:t.. 、 O. いいえ

21 ( ここ 2 週間) 毎日の生活に充実感がない 1. 1まし、 。いいえ

22 

( ここ 2 週間) これまで事 L んでやれていたことが楽 L めなく

1.{ ;1" 、 O. いいえ

なった

23 

( ここ 2 週間) 以前は曜にできていたことが今はお っくうに感じ

l  はい 0 いいえ

られる

24 ( ここ 2 週間) 向分が役に立つ人 1111だと思えない 1. はい O. いいえ

25 ( ここ 2 週間) わけもなく疲れたような感じがする l  はい O. いいえ

(注) 8MI - 体i f( (kg)  - 7身民 (m) - 7身長 (m) が 18. 5未浦の場合に該当とする.
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[問題 79] 56 歳の男性。歯周基本治療を終了し、 3 か月後のリコールで来院した。健康状態に異常

はない。 l 日 10 本喫煙 L ているが、なかなか禁煙できないという 。 リコール時のプラ ーク コント

ロールレコードは 16%であった。リコール時の口腔内写真( 別冊午後 No. 23 A 、日 ) 、エ ァクス線

写真 Ｈ ｾｉｊ 冊午後 ｎｯＮ ＲＳ ｃ Ｉ お よび歯周組織検査結果の 一部 Ｈ ｾｉｊ 冊午後 ｎｯＮ ＲＴ Ｉ を別に示す。

リコール時の歯科衛生士の対応で適切なのはどれか。2 つ選べo

a  SRP を行う。

b  禁煙補助薬を処方する。

C  局所薬物配送システムを行う 。

d  前歯部の清拐に歯問ブラシを勧める。

No.23  A  

砂歯科保健指導

日

No.24  

C  

頬 側 $

21213 312T3 312 13  21212 21212 21213 

歯 種 ｾ＠ 主l ユJ 比 区 l旦

口蓋側 事
31212 21213 21213 31212 21213 21212 

動揺度
。 。 。 。 。 。

舌 側 ホ
21212 21212 21 212  

21
2

12  訂212 312 13 

歯 種 司 三日 11 庁 E  13 

頬 側 ホ
訂訂3 21213 31212 21

2
1
3  31213 21212 

動揺度
。 。 。 。

取 プローピング深さ ( mm)

. i Ji:j; i.t 4.J・

a  歯石の沈着状態を確認し、適宜スケーリングやルートプレ ニングを行う。

b  喫煙による色素沈着が認められ、歯肉の色調も悪いことから、禁煙支援を含めた喫煙による歯周組

織への影響を説明する。また、附科衛生士が禁煙補助薬を処方することはできない。

C  局所薬物配送ンステム ( LDOS) は抗菌薬をポケット内に投与するもので、前科医師が行う医療行為

である。

d  前歯歯間部に空隙が認められるため、補助的清婦器具の使用を勧める。

領軍3 a、 d

110 

[ 問題 80] 83 歳の女性。最近、物忘れがひどくなったと感じており、近所で買い物を L ているが、

電車やパスに乗って出かけることはできないという。

障害高齢者の日常生活自立度判定で考えられるのはどれか。 l つ選べ。

a  ランク A

b  ランク B

C  ランク C

d  ランク]

砂歯科保値指導

e理軍E a

O d  官J:I IIやパスに乗って 出かけることはできないが、日 常生活はほぼ自立していることから、ランク ]

に該当する。

値彊2・d

G亘DH2 1豆亙1)

要 点

⑨障害高齢者の日常生活自立度判定基準

判 定 ランク
動 作

何らかの障害等を有するが、目指生活はほぼ自立しており独力で外出する

生活自立 J  - 1  
交通機関等を利用して外出する

J  - 2  隣近所へなら外出する

院内での生活は概ね自立しているが、介助なしには外出しない

単寝たきり A I Aーl
介助により外出 L 、日 中はほとんどベ γ ドから離れて生活する

A - 2  外出の頻度が; j ，. なく、日中も寝たり起きたりの生市: をしている

島内での生活は何らかの介助を裂し、 R ql もベッド上での生活が主体であるが、座位

を保つ

B  lB=l 車いすに移乗し、食事排植はベッドから離れて行う

寝たきり IB-2 介助により車いすに移乗する

ｉ 日中ベッド上で過ごし、排権、食事、 ￆｉｴｾ にお いて介助を要する

c  C  - 1  自力で寝返りをうつ

C-2 自力では寝返りもうたない

( 平成 3 年 II fl 18 日老瞳事 102 - 2号厚生省大臣官房老人楳健福祉部長通知)
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[ 問題 81) 4歳の男児。口腔清締指導を希望して来院した。

保護者への適切な指導はどれか。2 つ選べ。

a  寝かせ磨き

b  7 ロッシング

c  ガーゼによる乳前歯の清拭

d  パームグリップでの仕上げ磨き

砂歯科保健指導

*4@r . t-t-.J・

口腔清掃指導では 、担歯J田、: rL歯時I出J明、 $L前列JVJ 、混合歯列期、永久歯列矧などの発達段階に合わせ

た指噂を行う。また保護者による世上げ勝きは、学L茸!WJ の前期まで続ける必要がある。 4歳児は乳歯列 JUJ

であり、保護者による仕上げ磨きが必要な l時期である。また乳臼歯の校合商と第一、第二乳臼曲 111/ の隣接

聞がう蝕好発部位であり、当該部{ 立の清掃にはデンタルフロスによる 7 ロッシングが有効である。

O .  4歳児は、 l 人では十分に歯磨きができないため、寝かせみがきで保護者による仕上げ磨きが必要

である。

b  第一、第三乳臼歯聞の隣接面が互いに面接触しているため、 7 ロッシングが必要である。

c  ガーゼによる清拭は、畳歯J明およひ' 乳前歯が萌出して開l もない時期に行う。

d  仕上げ磨きはベング 1) ")プによるスクラッピング法で行う 。

eヨE・a. b  

[ 問題 82J 小児の歯科治療時の行動変容法で、強化因子を取り除くのはどれか。 l つ選べ。

a  カウント法

b  T E ACCH法

c  Tel l - Show- Oo 法

d  レスポンスコスト法

砂歯科保値指導

. li!d:i. t 4.
0

iT  

幼児却lは歯科治療に対して泣く、拒否するなどの不適応行動を示す場合が多い。 また学童JUJ 以降でも過

去に背痛を伴う医療行為を経験している場合は 、歯科治療を受容できないこともある。行動変容法は学習

に基づく行動改善のための技法であり、歯科治療を行うにあたって適応性を高的、治療を円滑に進めるこ

とを口的に実施される。

ｾ＠ a  カウント法は特定の機器や器具に対して恐怖を感じる場介、 10 数える向だけ使用することを約束し

て、声を出して数えながら実施する方法である。強化悶子を取り除く方法ではない。

x  b  T E AC C H法は向閉スペクトラム症児のための治療プログラムである 。治療の前に悦覚的紫材を刑

いて順序立てて説明し、歯科治療の流れを型解させる 。

x  c  Tetl  - Show - 00 法はこれから行うことについて新して、見せて 、行うという手順で体験させる方

法であり、初めて歯科治療を経験する小児や恐怖心の強い小児に効果的である。

d  レスポンスコスト法は望ま L くない行動がみられた場合、与えられる予定であった IJ の強化因下を

除i ょする方法である。負の前の l つである。

eヨ週T d  ( [ 9 要点鍾 302: P63)  

112 

守. . . .  
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[ 問題 83J  歯科臨床で発見されやすい児童虐待はとe れか。2 つ選べ。

a  性的虐待

b  身体的虐待

c  化、理的1.' ;'2待

d  ネグレクト

b 歯科保健指導

6 翠亙a

x  a  性的虐待とは、上下の発生する関係性において、上位の者がその力を il.i lft もしくは悪用して、下位

の者の椀利 人柿を無視して行う性的な侵害行為のこと である。

O b  歯科診療の場において、多数的う蝕や重症う蝕、重度幽件l炎なと1二l股内の状態が劣悪である小児世

者がみられた場合、虐待を受けている可能性が考えられる。身体的虐待では、不自然な顔面 頭頭

部の外傷、新旧の受傷痕跡の混在、多数の熱傷痕平外傷痕などがみられる 。

x  c  心理的虐待とは、著しい心的外傷を与える言動や行為をいう 。激しい叱teや自尊心を傷つけるよう

なY，』管ばり、軽蔑、脅迫、差別、拒否などである 。

d  ネグレクト( 育児放棄) では、多数歯う蝕や重症う蝕、) J [ / l ! ' 歯肉炎など口腔内の状態が劣悪な状況が

兆候となる。

値重2・b. d  

[ 問題 84J  生後 l か月の乳児。歯の早期萌出が気になり小児科からの紛介で来院した。授乳は附乳

瓶で行っているという 。その他の口腔内所見に特記すべき事耳l はない。初診l時の口腔内写真( 別冊

午後 No. 25) を別に示す。

今後の可能性として保護者に説明すべきなのはと' れか。2 つ選べ。

a  先天曲のう剖1

b  後継木久歯の櫨1 ' ;

C  ベドナーアフタの発症

d  リガ7 エーデ病の発症

砂歯科保健指導

篭亙4.-+r-・

a  下顎乳前世f は叢生状態であり、う蝕になりやすい。

x  b  後継氷久簡の癒合の可能性が高いのは先行乳歯が櫨合幽であ

No. 25 

る場合である。

x  c  ベドナーアフタは町I l 乳ピンが原因で生じる 硬口蓋にみられる

r白筋である。

戸 d 先天歯とは、 Il ¥生時にすでに萌出している向のことで、舌下

聞の樗縮性治協( 'J ガ7 ーデ病) の原因となる。附乳l時に

干し首をかまれて授乳困難をきたす場合には、抜去するか切縁

の削除などの処i世が必要となる。

eヨ圏T a .  d  
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[問題 85J  栄養状態の評価スケールはとれか。 1 つ選べ。

a  Bl  (Barthel  Index)  

b  F I M (Functi onal  I ndependence Measure)  

c  MMSE( Mi ni - Mental  State Exami nat i on}  

d  M N  A  ( Mini - Nutri ti onal  Assessment> 

[問題 87J 39 歳の女性。口臭を主訴として来院した。今朝起床時の飲食は烏龍茶のみであるとい

ぅ。 プローピング深さは全歯 3 mm以下で、 Q' Leary の P CR は 1 5 %であった。口腔清掃指導を

行ったところ、 2 週後の再来院時には口臭の訴えは認められなくなった。初診時の舌の写真( 別冊

午後 No. 27 ) と初診時と再来院時の口臭検査結果の一部を表に示す。

相j 診時 再来院時

官能検査

かすかに感じる

不快臭なし

不快臭の存在

ガスクロマトグラフイ

硫化水素 ( ng/ l 0mL)
2.5 ホ

。

メチルメルカプタン ( ng/ l 0mL)
。 。

ジメチルサル 7 7 イド ( ng/ l OmL)
。 。

惨歯科保健指導

震誼産室・

X  a  BT は、日常生活動作 ( ADL ) を評価する方法の 1 つである。食事、移乗、整容、 トイレ動作、入浴、

移動、階段昇降、更衣、排便自制、排尿自制の 10 項目を、それぞれ自立、部分介助など数段階の

自立度で評価する。

X  b  FIM は、日常生活動作 ( ADL) を評価lする方法の l つである。運動項目( セルフケ了、排地コント

ロール、移来、移動) 、認知項目( コミュニケーシヨン、社会的認知) を 7 段階の占数をつけて評価

を行う。

x  c  MMS E は、アルツハイマー型認知症などの疑いがある被験者のために作られた簡便な検査方法で、

被験者に対 L 口頭による質問形式で行われる。

O d  MN A は、問診表を主体とする栄養状態に関するスクリ ニング法である。

*  認知閥値以上

口臭の原因として最も考えられるのはどれか。 l つ選べ。

a  仮性口臭症

b  口臭恐怖症

C  生理的口臭

d  口腔由来の病的口具
e軍調T d  

惨歯科保健指導

No. 27 
_:::i!ij ，i.i-4: . * 

x  a  仮性口J i i ，症は、自分に口具があると感じてしまう精神的なものである。

x  b  口具恐怖症は、他人のしぐさで自分に口臭があると思い込むなど、治

療しても訴えの改善が期待できないものである。

O c  初診時のプロ ビング深さが 3 mm以下で、 PCR スコアも 15%以下で

あったことから、口腔清掃状態は不良ではない。口腔清掃指導により

再来院時には主訴が改善され、ガスクロマトグラフィ ーにより、メチ

ルメルカブタンやジメチルサルファイドが検出されないことから、歯

周病由来の口臭とは考えにくい。生理的口臭は、口腔清掃不良のため

に蓄積した舌苔やプラークに由来するものである 。相j 診時の官能検査

で不快臭が認められたが、再来院時には不快臭がなくなったため、生

理的口臭が考えられる。

x  d  口腔由来の病的口臭の原因物質に 、メ チルメルカプタンやジメチルサルブアイドなどの揮発性硫黄

化合物がある 。ガスクロマトグラフィーで検出されなかったことから、病的口臭は考えにくい。

[問題 86J  I否τ マ7ブリッジを装着した患者の口腔内写真( 別冊午後 No 26 ) を別に示す。

ポンティック基底面の清掃に適した補助的清掃器具はどれか。 2 つ選べ。

a  ガーゼひも

b  デンタル 7 ロス

C  λ ーノミーフ口 7、

d  ワンタ 7 トブラシ

砂歯科保健指導

liiliiT. 翠3

O a  、O c 装着しているポンティックは 雌底 型である。 ポン

ティック基底面と粘膜聞とのスペースが大きいため、ガーゼ

ひもやスーパー 7 ロスで清掃を行う。

x  b  デンタル 7 ロスでは細すぎるため、基底函の清掃には適さな

NO. 26 

eヨ週t c  
告亘DH21亙 Zρ

し、。

x  d  ワンタフトブラシは最後方臼前遠心面の清掃に適 L た清掃器

具である。

e軍司t a 、 c
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[問題 88J  50 歳の女性。身長 150cm、体重 60kg。事務職で座位での仕事が多く、目指生活で運動

する機会が少ない。食事摂取f誌の調査結柴の一部を表に示す。

事I 目 一 日の摂取量

① エネルギー 3. 000kcal  

② たんぱく質 60g 

③ カルシウム 700mg 

@  食右民 l Og  

改斡すべきなのはどれか。2 つ選べ。

a  ① 

b  ② 

C  ③ 

d  (j) 

砂歯科保健指導

軍理" . urr>>

50 歳女性の食事摂取量の各項目の評価を以下に示す。なお、エネルギ一、たんぱく質、カルンウム、食

塩は日本人の食事摂取基準 (2020 年版) に基づ き前面li する。

・エネルギー 50 歳女性、身体活動レベル 1 (事務職で座位での仕事が多く、白骨，生活で迎卸Jする機会

が少ない) の推定エ不ルギー必要訟は、1 . 650kcal である。従って、エネルギ- I ! ¥JIJ(品

3. 000kcal は多すぎるため、改普が必要である 。

・たんぱく質 たんぱく質の目標益は、エネルギー比率で 14- 20%である 。たんぱく質 I g は 4kcal に

相当するため、推定エネルギー必要置をもとにたんぱく質量の範聞を計鈍すると、 57. 8

- 82 5 g とな る。従って、たんぱく質摂取量 60g は適切である 。

・カルシウム 50 歳女性のカル γ ウムの推定平均必要最は 550mg、推奨量は 650mg である。従って、

カルシウム摂取量 700mg は適切である。

・食坂女性のナトリウムの目標量 ( 食塩相当量) は 6. 5g である 。従って、食塩摂取量 10g は多いた

め、改普が必要である。

O a  、O d エネルギー摂取量、食塩摂取訟は改普が五、要である。

x b  、 x c  たんぱく質摂取量、カルシウムJ l l JI J ( 訟は適切である。

･ ヨ週ｾ a.  d  
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[問題 89J  生後 7 か月の男児。母殺から離乳食の硬さについて相談された。

適切なのはどれか。 l つ選べ。

a  舌でつぶせる固さ

b  歯でかみつぶせる固さ

c  世l ぐきでつぶせる固さ

d  なめらかにすりつぶ L た状態

砂歯科保健指導

鑑亙亙D

O a  生後 7- 8 か月は「舌でつぶせる固さ」の物を与える。

x  b  生後 12- 18 か月は「協や歯ぐきでかみつぶせる 聞き」のものをワえる。

x  c  生後 9- 11 か月は「歯ぐきでつぶせる固さ J の物を与える 。

x d  生後 5- 6 か月は 「なめらかにすりつぶ L た状態」の物を与える 。

e軍司・ a

[問題 90J  非糖質系甘味料はとε れか。2 つ選べ。

a  パラチノース

b  キシリトール

C  ステピオサイド

d  アスパルテーム

砂歯科保健指導

*41' t .i--4 .;t  

x  a  パラチノ ースはショ糖を/ J ; l 料として作られる 。

b  キンリト ー Jレはキシロースを原料として作られる 惜アルコールである 。

り C ステピオサイドはキク科植物ステピアから抽出される JI 糖質系町 11' 1 亙甘味料である。

d  アスバルテームはアミノ敵系高 H度廿味料である。

ーヨ3・c 、 d

[問題 911 摂食鴨下の先行期に作用する直接訓練法はどれか。 l つ選べ。

a 且幡訓練

b  努力鴨下

C  複数! 日l嶋 F

d  ベーンング; 訓練

砂歯科保健指導

c ml 冨2・
x  a  岨鴫訓練は、 口令期 に障害のある症例に用いる直接訓練の l つである。

b  努力慎下は舌峡部の運動が低下し、食物が喉頭蓋谷に残留する症例に用いるため、先行期の障害に

は用いない。

x  C  複数回礁下は、主格下を繰り返すことで咽頭政留 を減らす直接訓練である。

d  ベーシング訓練は、食物をnへ運ぶ適切なス ピ ドを訓練するため、 先行闘に作用する直接訓練である。

笹車週ｾ d  
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[問題 92] 5 歳の女児。発音が不明瞭であることを主訴として来院した。舌挙上時の口腔内写真

(別冊午後 No. 28 ) を別に示す。

考えられる構音の異常はどれか。 l つ選べ。

a  7 行

b カ 行

C サ 行

d タ 行

砂歯科保健指導

.-;-i !ij :r. i-4: ; a No. 28 

X  a  、 X b  ア行、カ行発音時に舌尖は挙がらないため、舌小帯

の短縮による影響はほとんどない。

X c  舌小帯の短縮はサ行の発音に影響することもあるが、舌尖

の動きに倒 L ては影響は少ない。

d  日経内写真から、舌小帯の短縮が恕められ、舌の卸J きが制

| 担されていると考えられる。舌小帯短縮症で 'li の可動域が

狭くなると、舌の先端を上顎前歯の口重量側に接触させて発

音する歯昔や歯茎音に影響が生じる可能性がある。歯音で

はタ行の 部 ( 夕、テ、ト、ダ、デ、ド) とナ行、歯茎音ではラ行が影響を受けるとされている。ラ

行は舌尖が上顎前歯口蓋側に接触するため、舌小帯短縮症による影響が出やすい。

ーョ. d
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[問題 93]  80 歳の男性。入れ歯がうまく使えないことを主訴として衆院 L た。5 年同j に上下顎全部

床義歯を製作し l問題なく使用 L ていたが、最近にな って岨噌が困難にな ったという 。認知機能の低

下は認めない。義歯の適合と岐合状態に問題はない。ある検査を行ったところ基準値よ り低値を不

L た。検査時の写真 (別冊午後 No. 29 ａ Ｉ と検査結呆の写真 Ｈ ｾｉｊ 冊午後 ｎｯＮＲＹ 日 Ｉ を別仁示す 。

この患者に起こり得るのはどれか。 l つ選べ。

a 流 誕

b  鼻腔への逆流

c  食塊の移送困維

d  声1"1の閉鎖不全

砂歯科保僅指導

No. 29 A  B  

_ i i ii}: i.t4; . ;T 

a  写真の検脊は青圧測定検変である。患者は舌の運動機能に 1m題があると疑われるため、流誕は考え

にくい。流誕は一般的に 11持機能の低下と関わりがある。

x b  誤械が疑われる忠古A ではないため、鼻腔への逆流は# えにくい。

O c  患者は青の迎動機能障筈が疑われるため、食塊の移送困朗自が起こり Rl る。このことが岨嶋困難に影

響していると考えられる 。

x  d 耳鳴が疑われる忠者ではないため、声門閉鎖不全は考えにくい。

ーヨ週t c  

[問題 94]  ロコモテイプンンドロームが疑われる症状はどれか。2 つ選べ。

a  物忘れがひどい。

b  高音が1mき取りにくい。

C  家の中でつまずきやすい。

d  片脚立ちで靴下がはけない。

砂歯科保健指導

ｾ冨 Ｓ ・
x  a  r物忘れがひどい」のは認知症が疑われる 。

b  ｲ 高音が聞き取りにくい」は聴力低下であり、運動 ｾｦｦ ではない 。

C  、
d  ロコモテイプシンドロームとは、「運動器の隠符」により 「要介護になる j リスクの高い状

態にあることである。「家の中でつまずきやすいj 、f片脚立ちで靴 FがはけないJ は運動器の低下で

あり、ロコモティプシンドロ ムが疑われる。

笹軍司・ c 、 d
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[問題 95J  質問式による認知機能の評価法はどれか。2 つ選べ。

a  Cl i nical Dement i a Rat i ng(C DR)  

b  Functi onal  Assessment  Stagi ng( F  A S T)  

c  Mi ni - Ment al  State ExamI nat i on(MMS E)  

d  改訂長谷川式簡易知能評価スケール ( HDS - R)

砂歯科保健指導

篭亙t. j04c¥T

f也知症の臨床評価には様々な方法があり、質問! 式による認知l機能の評価法には、主に改訂長谷川式簡

易知能評伽スケール (HDS - R) 、Mi ni - Ment al  S岡 田 Exami nat ion( MMSE) がある 。双方とも、一般の

高齢者から認知l症の高齢者をスクリーニングすることを日的に作成されたものであり、限知症の中核症

状である記憶障害の評価が中心となっている 。 また、観察式による認知機能の評価法には CDR( Cl i ni cal

Dement i a Rat i ng) 、F A ST (F unct ional  Assessment  Stagi ng) などがあり 、本人を直接観察することや家

族 介護者からの情報により評価を行う 。

a  C DR は観察による認知機能の評価法の l つである。

b  F AS T は観察』こよる認知機能の評価法の l つであり、 A DL の障害を基準にして判定する。

c  MMS E は被験者に口頭による質問形式により実施される。HDS - R より高次脳機能| 草筈( 失語失

認) に関 L て評価することができる。

d  HDS  - R は 9 つの項目について被験者に口頭による質問形式により実施される。

eヨ直t c .  d  

[問題 96J  帳什| 反射がある忠者への印象採綿で適切なのはどれか。2 つ選べ。

a  フア ラ一位で行う 。

b  表面麻酔を応用する 。

C  印象材を硬めに練る。

d  上顎から印象採得を行う 。

砂歯科陰療補助

軍週亙正ヨ・

a  印象採得は座{ 立で行い、 申呼吸するよう指示する。

b  曜吐反射が強い場合、 京市l麻併を用いる。

c  硬めに練ることで、舌根部への印象材の流出を| 坊ぐことができる。

d  まずは ト顎から行い、印象採得に慣れさせる 。

eヨ国. b .  c  

120 
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[問題 97J  ノロウイルスに感染した患者が診療室の床に曜吐した。

吐物の消毒に適しているのはどれか。 I つ選べ。

a  グルタラール

b  消毒用エタノール

C  塩化ベンザルコニウム

d  次亜塩素酸ナトリウム

砂歯科診療補助

6 週寧E・
O d  ノロウイルスの消 ｾｕ ，には次班塩素酸ナトリウムが有効である 。 ｩ 止物の処理は、ディスポーザプルの

防護具を，( fJlJ L 、ペーパータオルで拭き取るとよい。拭き取った後の床は 、次亜塩紫自主ナトリウム

で消毒する。

6 軍司・ d

[問題 98J  レジン添加型グラスアイオノマ←セメントの液部に合まれているのはどれか。2 つ選べ。

a  M M A  

b  リン敵

c  HE MA  

d  ポリアクリル酸

砂歯科診棟補助

‘翠亙ｾ
X a  MMA は床則アクリルレジ〆の液成分であり、レジン添1111瑚グラスアイオノマーセメントには添加

さJ' L ていない。

X  b  リン酸はレジン添加担グラスアイオノマ セメントには添加l されていない。 'J ン敵亜鉛セメントの

液部における主成分である。

v c  レジン添加型グラ7 - 7 イオノマ セメントは成形修復や小禽裂何時機器に用いられ、従来型グラスア

イオノ 7 ーセメントの波部に 2 ヒドロキシエチルメタクリレート (HE MA) などの親水性ピニルモ

ノマーや光明感触媒が添加されている。

，-- d  ポリアクリル敵はレジン添加型グラスアイオノマーセメントの液部における主成分である。

笹彊: ' c、d
⑮ 1  DH21 : P301 )  
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[問題 99J  ウエアトボンデイングシステムによる歯質接着処理を行うことになった。

次に示す 4 つのステップのうち、 3 番目に行うのはどれか。 l つ選べ。

a 水 洗

b  リン酸処理

C  プロットドライ

d  プライミングアドヒーシプ塗布

砂歯科鯵療補助

4IElilE富2・
2 ステップシステム( プライミングアドヒーンプシステム) では、エッチング オ洗後に酸処理! 象牙質

而を完全に乾燥させずに、水分が存在する湿潤状態でプライミングアドヒーンブを塗布するウェットボン

デイングシステムを行う。

X  a  水洗はリン酸処理( エァチング) の後に行うため、 2番目である。

X  b  リ〆酸処理( エッチング) は最初に行う 。

c  歯質接着処理はエッチアンドリンスシステムとセルフエッチングシステムに分類される。エッチア

ンドリンスシステムは、 3 0 - 4 0 %リン酸によるエァチング水洗後にプライミングおよびボンデイ

ングを行う従来の 3 ステップシステムと、プライマーとボンデイング材の機能をあわせたプライミ

ングアドヒーシプを塗布する 2 ステップンステムがある。プロ y トドライ ( 定全に乾燥せず、象牙

質表面を綿球で拭〈程度にする) は水洗後に行うため、 3 番 Hである。

d  プライミングアドヒ ーシ プ塗布はプロットドライ後に行うため、4 番目 である。

eヨ圏t c  

[問題 ＱＰＰ ｊ 保 存治療に用いる器具の写兵 Ｈ ｾ ｉｊ 冊 午後 ｎｯＮＳ Ｐ Ｉ を別に示す。

適応部位はどれか。 I つ選べ。

a  上顎側切歯の V 級樹洞

b  下顎側切歯の皿級禽洞

C  上顎第三小臼歯の E 級禽洞

d  下顎第一大臼歯の I 級簡t同

砂歯科惨康補助

El ] [ 冨3

a  上顎側切歯の V 級商洞は隣接面を含まないため使用しない。

b  写真の器具は アイボリー のセパレーターである。前歯部の

隣接而う蝕の視診や、接触点を合む l令官澗の修復 l時に用いら

れる。曲作1 ] に棋を挿入することによ って幽/ 1 1 ] が強力に離閉

されるために、棋が接触する歯肉などの向 j間組織に傷害を

与える可能性がある。下顎側切簡の凹級制洞は隣接面を含

む術師lのため使用する。

C  上顎第二小臼歯の E 級制禍は隣接面を含むが、用いるのは

リオ トのセパレータ である。

d  下顎第一大臼歯の I 級街市lは隣接面を含まない餓洞のため使用しない。

No. 30 

e軍 . b  
告lli ｄｈ 互主互ｾ
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[問題 101 ] 器具の写真 (買IJ 冊午後 No. 31 ) を別に示す。

この官接共を使用する目的はどれか。 I つ選べ。

a  暫則被桜冠の撤去

b  余剰セメントの除去

C  歯周ポケァト底の記録

d  マルチプラケット装世の撤去

砂歯科鯵穣補助

_lJ! :T.J -4 :.，・

O a  写真は クラウンリムーパーで= ある。クラウンやプ

リッジの除去に用いる 。

X  b  余剰セメントは探童| で除去する。

X  C  曲iJ 詞ポケット底の記録はポケットプローブを用いる。

d  マルチプラケット装置の撤去は プラケ トリム

パー を用いる。

No. 31 

e軍司・ a

[問題 1021 全部被離冠のシ リコ ーン印象採得時の写真( 耳IJ 冊午後 No. 32 ) を別に示す。

矢印の材料の目的はどれか。 l つ選べo

a  幽周組織の保護

b  精密印象材のスベ- ; 7 ，、確保

C  支台曲部分の印象材の厚さの均一化

d  支台樹と対合的の岐合関係の同時採得

軍亙Z E・
a  連合印担法では支台前のフィニッシュラインを明瞭に印象す

るため附 l会l圧排し歯肉を押し広げる。パラフインワ γ クスで

歯周組織を保護することはない。

b  写真の印量採得方法は連合印象法である。既製トレーを他m

し一次印担採f与を行い、確保 L た二次印象材を盛るスペース

に流出J性のある精街印象材を盛り上げ歯列に圧接する。二次

印象材を盛るスペースの確保の方法Lこは、 2 種類ある 。l つは

あらかじめ梢列にパラフインワ y クスを圧接 L 、その上か ら

一次印象採得を行い 、印象硬化後にワックスを除去する方法

である 。パラフインワックスの他にビニールシートやガーゼ

を用いて、 y、ペーサーを付与する方法もある 。

C  支台術部分の印象材のlF さの均一化は個歯トレーでなければ

できない。

d  支台歯と対合1自の岐合| 関係を同時に採得できるのは岐合印象

法であり専用の校合印象胤トレーを使用する。

値軍司. b  

砂歯科診療補助

No. 32  
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[ 問題 103J 補綴治療に用いる器具の写真( 別冊午後 No 33 ) を別に示す。

この器具を用いた光学印象法の特徴はどれか。2 つ選べ。

a  石膏で作業用模型を製作する。

b  植I止反射の強い患者に適用できる。

C  関口量の小さい患者に適用できる 。

d  歯肉緑下の印象採得を容易に行える。

砂歯科診療補助

Ct !ltt ，.冨3

X  a  光学印象法は 口腔内を直接スキャンし 、データを

ネットワークで送ることで、作業用模型がなくて

も補綴装置を製作することができる。

O b  CAD/ CAMによりクラウンを製作する場合、通法

により製作した作業用模型をスキャンする方法と、

光学印象訟により口腔内を直接スキャンする方法

がある。光学印象法では通法の印象採待や校合採

f与を行わない。しかし 、通法の印象採得と同様に

唾i放の影響を受け、歯肉縁下の印象探得も困難である。光学印象法は印象材を使用しないため、晦

吐反射の強い患者に適用できる 。

O c  光学印象法はハンドピースと同じくらいの大きさの口腔内スキャナーで印象採得できるため、歯列

トレーの挿入困難な関口孟の小さい患者にも適用できる 。

x d  光学印象法は歯肉縁下の印象採得は難しく、歯肉圧排糸を挿入し、十分に歯肉を押し広げた状態で

印象採得を行う 。

NO. 33 

ーヨE・b . c  

[問題 104J 生理的食塩水を l L 作製することになった。

必要な塩化ナトリウム孟はとれか。 1 つ選べ。

a  90日m g

b  0. 9 g  

c  9.0  g  

d  90  g  

砂歯科診額補助

*4:ij iFt.4a  

O c  生理的食塩水は 0. 9%NaCl  溶液である。 よって、 9.0 g の塩化ナトリウムが必要となる。

ー軍司t c  
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[ 問題 105J 矯正用器具の写真( 別冊午後 No. 34 ) を別に示す。

アーチワイヤ をブラケットに結繋するのに用いるのはとa れか。2 つ選べ。

a ① 

b  ② 

C  ③ 

d ④ 

砂歯科診療補助

e調亙z・
ワイヤーの結款に用いる器具には、 ホウのプライヤ ー

(写真②) 、リガチャータイイングプライヤ ー ( 写真③) 、そ

の他にリガチャーインスツルメントなどがあげられる 。

X  a  ① はバ ー ドピークプライヤー で、主に丸型線の屈曲

に用いる。

O b  ② はホウのプライヤ で、アーチワイヤーの結繋や

着脱、 シンチパック 、エラスティックの装着なとに

用いる。 ① ② ③ @  

O c  ③ は リガチャ ー タイイングプライヤー で、アーチワ

イヤ←の紡教に用いる 。

X  d  ④ は ツイードのループフオ ← ミングブライヤー で、 7 ←チワイヤーの屈曲やループの付与に用いる。

NO. 34 

e軍司・ b 、 c Ｈ ｾＹ 要点集 ＳＰＲＺ P  5 1)  

[問題 106J 乳歯の麻酔抜髄で根管拡大後の術式と使用薬剤 材料を図に示す。

術 式 使用薬剤・材料

根管充填 巴江

裏 居 一一一酸化亜鉛ユージノ ルセメント

仮 封 E訂

正しい組合せはどれか。 1 つ選べ。

① ② 

a パラホルム製剤 リン酸亜鉛セメント

b  パラホルム製剤一←一一一一一ー グラスアイオノマーセメント

C  ヨードホルム製剤IJ - 一一一一一一 MT Aセメント

d  ヨー ドホルム製剤 一一一一←ーー グラスアイオノマ セメント

砂歯科診療補助

篭盟高富.

x  a 、 X b 手Ll 賓の根管充填にはパラホルム製剤j は用いない。仮封材はリン酸並鉛セメントは一般的に用

いられず、 グラスアイオノマーセメント が用いられる 。

X  C  、O d 乳歯の根官充填には水酸化カルシウム製剤、 ヨー ドホルム製剤、 般化亜鉛ユージノ ール製剤が

一般的に用いられる。仮封材で MT A セメントは用いられない。

‘ 軍司・ d
住亙E 豆Z 笠ρ
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[問題 1叩07η] 体動コント口 一ル怯はと

a  T S D法

b  HOM法

c  モデリング法

d  トークンエコノミー法

惨歯科ｾ癒補助

‘.fUirr{g  .. Ｔ［ｾＮ＠

X  a  、 X C  、 X d  T S D法、モデリング法、 トークンエコノミー法は行動療法的対応法である。

O b  I-! OM (ハンドオ ーパーマウス) 法は、体動コントロール法( 抑制的対応法) である。

笹葺酒T b  

[問題 108J  40 歳の女性。歯の痛みを主訴として宵導犬とと もに来院した。先天性の視覚障害がある

という。四肢の運動機能や聴覚に興常はない。歯科医師から治療室へ誘導するよう指示された。

適切な対応はどれか。 l つ選べ。

a  育噂犬に食事を与えて待たせる。

b  患者の手でチェアを確認させる。

C  患者の背中に手を当てて誘導する 。

d  盲導犬は院内に入れないことを伝える。

砂歯科E主癒補助

e週，，-¥-'h・
a  誘樽中の育導犬は飲食をしないように訓練されているため 、食事を与えてはいけない。

b  診療椅子へ移動させる際には、} J . l，者自身の手で駆る場所を確認させる。

C  背中に手を当てての誘導は忠者に恐怖感を与えるため、患者のやや前を歩くようにする。

d  首謀犬は可能な限り、患者のそばで待機させる。

笹 葺3 b

[問題 109J 歯科用エ ックス線煽影装i置の一部の写真( 別冊午後 No.3S ) を別に示す。

矢印部の役割は どれか。 l つ選べ。

a  管m圧を調整する 。

b  1最影時1[11を調整する。

C  焦点皮 ＱｾＱ 問距離を一定に保つ 。

d  長波長のエックス線を取り除く 。

惨歯科ｾ療補助

篭週J ; t ; D

a  歯科用エックス練写真搬影装置では、術者が管電圧を変える

ことはできない。

b  縄影時! 日j は制御器( 本体) で行う 。

C  矢印部は 隔示用コ ー ンである。指示朗コーンにより焦点と被

写体( 忠者) との距離を一定に保つことができる。

d  長波長のエックス線を取り除くのは、 F イルタ の役由lである。

No. 35  

eヨD c  (ω 要点集 301 :  P  79)  
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[問題 110J 成人の一次救命処置で正しいのはどれか。 l つ選べ。

a  酸素を投与する。

b  胸骨の上半分を圧迫する。

C  呼吸の雑認を 10秒以上かけて行う 。

d  胸骨圧迫と人工呼吸を 30 対 2 で行う。

砂歯科診療補助

e翠lii'¥.-'1: ' ;T

救急蘇生法とは、反応障害、 l呼吸停止、'L、停止あるいはそれに近い状態に陥った人に 、人為的な呼吸や

循環の補助または薬物投年などを行って救命する一連の処世をいう 。

突然の心停止に対して、特殊な器具や医薬品を用いることなく、医療従事者に限らず行える気迫確保、

人工呼吸、胸骨圧迫、自動体外式除細動器 ( AE D) を用いた除紺l車i J の救急蘇生法を} 次救命処置 ( BLS) とい

う。また、 BL S に加えて、医療従事者が器具や医薬品などを郎いて行う高度な救急酢生法を二次救命処m

( AL S) という。

X  a  気管挿ｾＺや酸素投与、輸液、薬剤投与は ａｌｓ で行う処 ＱＱＱ である 。

X  b  、X C  一次救命処i置では胸骨の下半分を圧迫し、呼吸の確認を 5 秒以上 10秒以内で行う 。

d  一次救命処置では胸骨圧迫と人工呼吸を 30 対 2 で行 う。胸骨圧迫は l 分間あたり 100- 120 回の

速度で L っかり圧迫を行う。 また、処置中は胸骨圧迫の中断を 10 秒以内に L なければならない。

値車2・d

要 点

⑨ BL S  (成人の一次救命処置) アルゴリズム ( 2 0 1 5 年版)

Ｈ ｾＺｬｬ｜要点集 ＳＰＲ Ｚ P7 3)  

lIt i l l l 保

ー一一ー一一一一一. 1 応媛 ALS チ ムを待つ

正常な呼吸あり |  図復体位を- ' " ，する

- 気温備保して呼吸の飯野を行う

.，.縛fnま呼吸と同時に顛動脈の

狛動を暗証Zする

( 乳児の地合I i 上嶋動脈}

・わからないときは腕骨圧迫を開始市る

・「呼暇なしJ でも脈他がある場合は

気迫確保および人工呼吸を行い、

ALS チームを4穿つ

.  . ; ) 、児の絢の! 事さの約 1 3  

‘ ・小児で救助" ' 1 ) (

2 名以上の場合は 15: 2  

3  

CPR 

ただらに胸骨圧迫を開始する

強 < ( 約5 cm. 6 c mを超えない)

連< ( J 田- ) 田園〆分)

絶え間な< {It
l 断を最小にする}

人工呼略援の事備ができしだい‘

却 2 で胸骨圧迫に人工呼吸を加える

人工呼吸ができない松況では鵬骨圧迫のみを行う

4  

127 

電気ショ γ ク 11 ただちに

シヨヲク後ただ制こ 11胸骨圧迫からCPRを再開

胸骨圧迫から CPRを再1111' 11 '2分間f

'2分間)

ALS チ ムに引き継くまで. または患者に正常な呼畷や

目的のある仕事が彪められるまで CPR を経ける

- 強〈 速く. 絶え聞ない胸骨庄迫を l
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外傷性暗合 9 0  

カウント法 112 

顎闇節涯¢病態分類 94 

顎苫骨筋 66 

確定的影密 22 

顎政線菌症 8  

確率的形密 22 

ガストリン 67 

学佼保健統計調査 15 

力ップリンヅシユガ 50 

磁調形成 57 

ガムリトラクタ← 86 

力リオスタット<tT . 42 

感染根笛治療 8 7  

き

器質性婦音障害

塁本チ工ツクリスト

急性線街性歯髄炎

急性化膿性綬尖北歯周炎

急性化膿性歯髄炎

爽膜

策煙

く

空腹閏血稽

クラウンセッター

クラウンリムパー

グ リ コ ゲ ツ

クルゾン症候群

ク ル コ ス

グレーシータイプキユレット

クレフト

クワドへリックス

1: ナ

経口栄養法

形質細胞

経関栄援活

刷、板

血額値

ケトン体

後疫

鍵庫憎進法

健康日本 2 1 (第二次)

」

構音訓練

口蓋型

光学印象法

交感神経

昭合器

口実

口唇裂

好中球

額鴫

ゴードンのフライヤ
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